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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　馬車の窓から見渡せる一面は、青々とした野菜に覆おおわれていた。

　眩まぶしく陽光を跳はね返す瑞みず々みずしい葉に、車上の男が眼めを細める。

　全身を分厚い筋肉に覆われた、禿とく頭とうの中年男である。

　そこらの戦士よりもよほどに鍛え上げられた肉体のわりに、その眼は穏おだやかに澄んで優やさしい。窓から外を見下ろすその顔にも、うっすらと笑みが浮いている。

　男の名は、〝ムスカ〟といった。

　そのまま〝筋肉〟を意味するその名は、生まれつきのものではない。彼が自身の改造によって得た能力が、そのまま彼の今の名となった。

　少年の頃ころにその名を得てから、二十年余り。

　彼は乱の中に身を置き、戦いを目的とした多くの研究を重ねてきた。

　そして、今──

　どういうわけか、馬車の窓から外を眺めている。

　馬が引く馬車などに乗るのは初めての経験だった。いい歳としをしてほんの少し、子供のように心が躍おどったことは否いなめない。

　ムスカの眼は、遠く遠く、窓の外に青い山々を眺めた。

　ここは不思議な世界だ──そう思う。

　美しい自然と、豊かな大地に満たされた素そ朴ぼくな人々。どちらもまるで知らないもののはずなのに、どこか懐なつかしい印象がある。

「おぉ、教授。外の景色が、そんなにお気に召めされたかな？」

　頭にかぼちゃを被かぶった男が、歌うように朗ほがらかな声で呟つぶやいた。彼は外の景色を見ることもなく、窓から隠かくれるようにして床ゆかへ直じかに座っている。

「あぁ、気に入ったよ、パンプキン。ここはいいところだ。平和で美しく、そして──」

　ムスカは低い声で答えた。

「そして、まだ、〝手て遅おくれ〟のところまで来ていない。生きてこんな世界を覗のぞけるとは──驚きよう愕がくを通り越して、それこそ神がもたらした奇き跡せきのように思える」

　かぼちゃ頭が声を籠こもらせて笑った。

　ムスカの脇わきに座った幼い金髪の少女、シアが、その笑い声にびくりと身を竦すくませた。

　この馬車に乗っているのは、ムスカとパンプキン、そしてシアの三人だけだった。同時にこの世界へやってきたイリス、バニッシュ、カトルの三人は、他の馬車に乗っている。

　彼らはこの世界において、〝来訪者ビジター〟と呼ばれていた。そしてこの世界における来訪者ビジターは、〝神殿〟に保護されるべき存在らしい。

　馬車は今、フォルナム神殿に向けて進んでいる。

　そこには、この世界の人間によって動きを止められた〝ガーゴイル〟の体が残されていた。

　量産にはまだ遠い試作型の機械だったガーゴイルは、移動用の通信端末であり、各種分ぶん析せき作業のための装置であり、同時に物資の運うん搬ぱん役やくでもあった。その巨体と装そう甲こうは軽火器に対する盾たてにもなり、その腕は瓦が礫れきなどを撤てつ去きよする際の働き手ともなる、汎はん用よう性せいの高い後方支援用の機体である。

　壊こわれた機械人形など、本来ならばわざわざ回収するほどのものではない。しかし今は、どうしても回収したい事情がある。

　この世界では、部品といえば釘くぎやら板やら歯車ばかりで、精密機械の修理に使えそうなものがほとんど存在しなかった。

　イリスの持つ腕輪は、ガーゴイルを倒した少年の刃やいばに斬きられ、今も壊れたままとなっている。その修理のためには、ガーゴイルの体から部品を得る必要があった。

　ムスカは眼めを細めて、窓からの景観を見つめる。

　見渡せる畑の間には、縦横に水路が走っていた。澄んだ水が穏おだやかに流れ、涼すずしげな印象を醸かもしている。

　ムスカにとっては、まったく馴な染じみのない風景だった。彼が知る風景とはすなわち、硬かたく冷たい壁で構成された建物に、草も生えない舗装された道、渇かわいて枯れた土と灰色の空──

　こことはまるで、正反対の世界だった。

　ここには、ムスカ達と馴染みの深いものは何もない。バイオチップや量子コンピュータはおろか、おそらくは原始的な電球さえも存在しないはずだった。

　その代わり、ムスカ達の世界ではとうに失われてしまった物の多くが、まだ失われずに残っている。

　この世界が、なんなのか──景色に眼を奪われながらも、ムスカはずっとそのことを考え続けていた。

「この世界は、一体──」

　ムスカはつい、我知らず独ひとり言ごとを漏もらしていた。

「──ぜひ、解釈をうかがいたいものだね、教授？」

　独り言を聞き咎とがめたパンプキンが、からかうような声こわ音ねで呟つぶやいた。

　ムスカは苦笑して、窓の風景からかぼちゃ頭へと視線を移す。

「解釈といわれても、私にも何もわからんよ。まぁ、古典的なＳＦによく言われる平行世界なんてものは、私は信じない。ここはたんに別の惑わく星せいなのだろうが、しかし──」

「しかし、文化、文明に見覚えのあるものが多すぎる。それが奇妙であり、我々にとって大きな謎なぞである。そうであろう？」

　パンプキンが吟ぎんじた。

　ムスカは頷うなずいた。植物、動物にも見覚えのあるものが多い。なにより、〝言葉〟が通じるのは、奇き跡せきなどという解釈で安あん易いに納なつ得とくできることではなかった。

　通った街まちでは、たまたま〝施せ療りよう院いん〟という場所を覗のぞき見たが、そこには点てん滴てきや注射、金属製のメスといった、古ふる臭くさいながらもれっきとした医療器具が揃そろえられていた。たんに中世的な世界かと思えば、そういう部分では文明が進んでいるようにも見える。

　とかく、不ふ可か解かいなことが多い。

　ここが違う星であることはまず間違いない。星の環境がいかに変化したとて、空の星座までもがまるで違うということにはならないはずである。仮かりに悠ゆう久きゆうの時を経てそうなったとすれば、言葉が通じることや、人の姿がそれほど変わっていないことがまず奇妙だった。

「平行世界か、それとも……〝死後の世界〟かとでも思わねばならんのかな。だが、結論を出すのは早すぎる。この世界のことをもっと知ってからでなければ、なんとも言えんよ」

　ムスカがそう答えると、パンプキンがかぼちゃの下で唸うなった。

「……ふむ。極端なことを申せば、これが〝私〟の見ている〝夢〟である可能性さえある。〝胡こ蝶ちようの夢〟の故こ事じに倣ならう気はないが、あるいは貴方あなたの夢であるやも──さもなくば集団催さい眠みんによる幻まぼろし、はたまた、何者かに脳そのものを乗っ取られて見ている幻か──」

　荒こう唐とう無む稽けいなパンプキンの推論に、ムスカは肩を揺らした。

「ありそうな話だ。今いま頃ごろ、本物の我々は脳に電極でもつなげられて、偽いつわりの五感に踊らされているのかもしれん。だがその場合、誰だれが何の目的で、ということが第一の疑問だ。もう一つの疑問は──」

　ムスカの指摘が終わる前に、パンプキンが頷き、口を挟はさむ。

「うむ。少々、手が込みすぎていることは確かであろう。それにこの五感、偽にせ物ものや夢のようには思えぬのだ。教授、おぉ、教授よ。我らは、奇妙なことに巻き込まれたな？」

　被かぶり物ものの下で、パンプキンが愉ゆ快かいそうに笑っていた。

　ムスカは小さく頷いた。

「──まったくだ。巻き込まれたというか、あるいは巻き込んでしまったというべきか──王と皇太子が死んだせいで、この地ではもうすぐ戦乱が起きるというし……申し訳ないことをしたよ」

　ムスカは心しん底そこから、そのことを憂うれえて呟つぶやいた。彼の脳のう裏りには、数日前に別れた狩人かりうどの少年の姿が浮いていた。

「あの村にいた、狩人の少年も──あんな子も徴ちよう兵へいされる日が来るのかもしれない。嘆なげかわしい話だな」

　パンプキンが嗤わらった。

「これはこれは。教授はあの少年を、いたく気に入られたご様子で──」

「……あぁ、そうだな。死んだ弟に、似ていたせいかもしれん」

　ムスカが簡かん潔けつに応こたえると、パンプキンは嗤わらいをおさめ、そのまま押し黙った。

「あんな子供が、戦争などにいかずに済む世界であって欲しかったが──争いは人の世の常か。まったくもって、嘆なげかわしい」

　ムスカは綺き麗れいに禿はげ上がった頭を指先で搔かいた。

　ここは平和な世界に見えた。眼めに見える範囲に限れば、まさに一つの理想郷ユートピアとも言っていい。だが、こんな世界にさえも、争いは存在している。

　そのことを、ムスカは残念に思った。

　隣に座ったシアが、ムスカの服の袖そでをそっと摑つかんだ。

　心細げに彼を見上げる子供の眸ひとみは、すがるような色を湛たたえていた。

　髪がないせいで老ふけて見えるが、ムスカは実のところ、まだ三十歳そこそこの年齢である。それでも二人の歳としは、親子ほどに離れていた。

　ムスカは大きな掌てのひらで、彼女の小さな頭をくしゃりと撫なで、笑みを向けてやった。

「不安かね？」

　シアはごく小さく頷うなずき、かぼそい声を紡つむぐ。

「でも──リセリナも、ここにいるんだよね？」

　シアの言葉に、ムスカは眉まゆ根ねを歪ゆがめる。その娘の名は苦にがい記憶と共にあった。

　ムスカにとっては、かつて世話になった恩おん人じんの娘であり、そして──今は裏切者である。

「──あぁ、彼女も、この世界にいるらしい」

「……会いたいな」

　シアの呟つぶやきは、いかにも子供らしい感傷に満ちていた。ムスカの側はしかし、困こん惑わくするしかない。

　シアは彼女に懐なついていた。だが裏切者であるリセリナは、一行の指揮官であるイリスにとっては憎にくい敵でもある。おそらく、会えば殺すしかない。

　近きん親しん憎ぞう悪おとでもいうのか、同じ遺伝子を持つその二人の娘は、以前からひどく仲が悪かった。穏おだやかなリセリナのほうはともかくとして、イリスが彼女に向ける嫌けん悪おには並々ならぬものがある。〝裏切り〟によって、それが決定的なものになったことは間違いない。

　リセリナのその裏切りによって、多くの同どう朋ほうの努力と犠ぎ牲せいが水すい泡ほうに帰した。そのことには、ムスカとしても忸じく怩じたる思いを抱いている。

　だが──心のどこかで、安あん堵どしたのもまた事実だった。

〝あの技術は、我々が所持していてはいけないものだった──〟

　そう思う。もっとも、ムスカはそう思いながらも、仲間を裏切ることができなかった。結果として今、リセリナを追う側に回っている。

　そのあたりの事情を、幼いシアが理解しているのかどうか、ムスカにはよくわからなかった。

　顔色の変化を読まれたか、パンプキンが馬車の床ゆかから声をよこした。

「おぉ、教授よ。イリスはなにやら、リセリナのことにこだわっているようだが──仮かりにあの娘を殺しても、元の世界に戻れぬようでは何の意味もないのではないかな。イリスの私し怨えんは晴れるだろうが、我はそのことには興味がない」

　パンプキンは、鼻で嗤わらうようにしてそう言った。

「だが、彼女は裏切者だ。許せんよ」

　ムスカの口から出たのは、内心の思いとは裏うら腹はらの言葉だった。ムスカにしてみれば、彼女の行動を理解はできたが、それで罪が消えるわけでもない。

　パンプキンが両手を高く掲かかげた。

「おぉ、天上の神々でもあるまいに、人が人を赦ゆるせぬとは──赦しとは、被害者が加害者に対して与えるものである。イリスと教授は被害者であるか？　否いな。ならばそもそも、赦しなどと言える立場ではあるまいに。それは傲ごう慢まんな被害妄もう想そうではないかな」

　その言いまわしに、ムスカは嘆たん息そくを返した。

「……あの子を許せというのかね、パンプキン。お前は彼女を殺さないというのか？」

「いやいやいやいや。まったくもってとんでもない」

　パンプキンはここぞとばかりに明るい声を張った。

「我ならば、言いい訳わけの暇ひまも与えずに、ただの一瞬で確実に弑しいし奉たてまつる。ためらわずに颯さつ爽そうと、さながら一陣の狂きよう風ふうの如ごとく──しかし、それは赦しの云うん々ぬんとは関かかわりがない。つまりは任務のために殺すというだけのことである。我はそのことに躊躇ためらいはせぬ」

　かぼちゃ頭の殺人者は即答し、その後でくっくっと嗤いを漏もらした。

「されど、教授は必ずしもそうではあるまい。任務に忠実とは言い難い教授が、なぜ、異世界と思おぼしきここにおいてまで、つまらぬ任務などにこだわるか。それが滑こつ稽けいだったまでのこと。返答や、いかに？」

「……答えねば、ならんかね？」

　パンプキンはくりくりと首を左右に振った。

「〝答えぬ〟というのも、一つの立りつ派ぱな返答である。我はそれを尊そん重ちようしよう」

　ムスカは目を閉じた。

　パンプキンは、彼なりにムスカのことを案じているのだ。〝吐き出して楽になる愚ぐ痴ちなら聞いてやる〟──彼はそう言っていたが、しかしムスカにそのつもりはなかった。愚痴を言っても、仕方のないことである。

　実際のところ──ムスカ自身には、任務にこだわる気はないのだ。だがその姿勢を明らかにしてしまうと、イリスの不ふ興きようを買い、ひいては彼女の信頼を失うことになる。ムスカとしては、イリスのために、そんな事態は避けたい。

　脇わきのシアが、ぎゅっとムスカの服を摑つかんだ。

　ムスカは彼女の頭をそっと撫なでる。

「シア、心配するな。戻れるかどうかもわからんが、少なくともここは、我々のいたところほど危険な場所ではないよ。食い物も旨うまい。まぁ、どうにかなるだろう。元の世界に戻るための方法は、じっくり探していけばいい」

　パンプキンが細い両腕を大おお仰ぎように広げた。

「おぉ、教授のお言葉にしては、ずいぶんと楽天的なことだ。素晴らしきかな人生。楽天大いに結構。短き生を前向きに過ごすことは、人の身にとって至し福ふくのことであろう。食しよくす物が旨いとなれば、さらに前向きになれるというもの。教授の言、我も支持しようではないか」

　パンプキンはそう謳うたって、かぼちゃ頭をくらくらと左右に揺らした。

　幼いシアは無言のまま、ムスカに視線を向けている。

　その頭をもう一度撫なでてから、ムスカは再び馬車の外に視線を向けた。

　畑が途と切ぎれ、周囲の風景は果樹園に変わっていた。季節は夏らしいというのに、真っ赤に熟した林りん檎ごのような果実がたわわに実っている。

　本来、林檎は秋口から冬場に採れるものである。

　エンジュという狩人かりうどの少年から聞いたところでは、この国の土はよく肥こえていて、ほぼ一年を通して果実や野菜、穀こく物もつが豊富に実るという話だった。

　豊かな自然の恵みを、ムスカは不思議な感覚をもって眺めた。

　自分達の祖先は、あんなに素晴らしい物を捨ててまで、一体何をしたかったのだろう──
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　ふと、そんなことを考えた。
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　街道に沿った平原は、人馬で埋め尽くされていた。

　剣を振りかざした両軍の兵が戦う頭上を、無数の矢が交こう差さして飛んでいく。

　刃と刃が激しく打ち鳴らされ、槍やりが踊って軍馬が駆ける。

　まさに混乱の只ただ中なかにあるその光景を、フェリオはやや離れた位置から見つめていた。

　双そう方ほうの軍を指南するのは、片や王宮騎士団の面々、片やベルナルフォン率ひきいる傭よう兵へい部隊である。彼らがそれぞれの中心部隊となって、周囲では徴ちよう兵へいされたばかりの兵達が戦っていた。

　なかには志願兵も混ざっているが、どちらにしてもその多くは、まともな演習をしたこともなかった素人しろうとである。初日は浮き足立って戦いにならない者も多かったらしいが、日を重ねるにつれて、指揮官の号令に対する反応もよくなってきた。

（指揮さえ間違えなければ、どうにか戦える──か？）

　フェリオはそんな感想をもった。

　ここは外がい務む卿きようラシアン・ロームの治める領内である。

　一週間前、王都を脱してすぐに、フェリオ達はここに逃げ延のび、先に戻っていたラシアンとの合流を果たした。その時には、すでに着々と徴兵が進んでおり、そこに各集落からの志願兵も加えて、軍勢が整いつつあった。

　ここ数日の訓練の間にも、兵は増えつつある。今のところ、どうにか千人ほどの数を確保した。

　二つに分かれた両軍の動向に、フェリオは眼めを凝こらした。

　平和に慣れた民が、戦争などできるのか──

　ずっと、そのことは引っかかっていた。

　血気盛んな村の力自じ慢まんなどは、率そつ先せんしてラシアンの徴兵に応じたらしい。狩人かりうどを生業なりわいとしている者などは、城の兵よりもよほどに上手うまく弓を使う。

　だが実戦の場で、彼らがその力を発揮できるとは限らない。

（王宮騎士団に先陣を切らせて、勢いをつくるしかないか──）

　そんなことを考えながら、フェリオは演習の場に背を向けた。

　ちょうど訓練も一段落し、兵達に休息が命じられたところだった。

　ラシアンの館やかたに戻ろうとしたフェリオの背後に、一騎の馬が駆けてくる。

「どうですか、フェリオ様。連中、付つけ焼やき刃ばにしてはなかなかでしょう？」

　馬上から声をよこしたのは、一軍の指揮をとっていたベルナルフォン・レスターホークである。新兵達の訓練は、主に彼が中心となっていた。顔の半分に火傷やけどを負った隻せき眼がんの青年は、やけに生き生きとしている。

　フェリオは馬上を仰あおいで頷うなずいた。

「あぁ、見事だった。こんな短期間で鍛きたえた兵とは思えない」

　若じやつ干かんの世せ辞じもあったが、その感想は概おおむね本ほん音ねだった。事実、ベルナルフォンの調練は見事なもので、数日前までは酷ひどく浮き足立っていた兵達が、今では統制のとれた動きを見せている。

　ベルナルフォンが当主を務めるレスターホーク家は、軍ぐん閥ばつの中でも特に「兵の訓練」に関かかわる専門家として名を売っていた。過去のとある当主がひどく調練に熱中し、彼のまとめた心得や覚おぼえ書がきが、今の当主にまで伝わっているらしい。

　今日の演習風景などは、その賜たま物ものとも言えた。

　教官を務めていたベルナルフォンは、無む邪じや気きに胸を張った。

「そうでしょう。アルセイフの民は気き性しようが穏おだやかと言われますが、肉体的には、他国の兵に劣おとるものではありません。足りないのは経験と闘争心ですが、そこを補うのが指揮官の醍だい醐ご味みですな」

　フェリオは苦笑した。ベルナルフォンに悪気はないのだろうが、まるで戦乱を楽しむような言いい草ぐさである。

　心強くも思うが、少々、子供っぽいようにも感じた。未成熟という意味ではなく、彼は退たい屈くつよりも行動を好む性質らしい。兵の訓練に没ぼつ頭とうしているのも、自分の才さい覚かくを生かせることが純粋に楽しいからに他ほかならない。

「さすがは軍閥の貴族だ。クラウス卿きようよりも指揮官に向いているな」

　軍ぐん務む卿きようの任にある〝敵〟の指揮官──クラウス・サンクレットは、いかにも穏やかそうな青年だった。同じ軍閥の貴族でも、彼とベルナルフォンとでは、随ずい分ぶんと性格が違いそうに思える。

　しかしベルナルフォンは、すかさず首を横に振った。

「フェリオ様。それは誤解です。あの男を甘あまく見てはなりません」

　ベルナルフォンが馬上から声を潜ひそめた。フェリオはいぶかしく思って、その顔を見上げた。

「あれは危険な男です。私などより、よほど──先日、我々が王都を抜け出せたのは、衛兵達に油断があったからです。あの男が完全に指揮権を掌しよう握あくした上で、時をかけて万全の態勢を整えていたとしたら、どうなっていたかわかりません」

「ふぅん──随分と高く評価しているんだな」

　フェリオは意外に思った。クラウスは、文官としては優秀な人材だろうと思う。サンクレット交こう易えきをほんの数年で大会社に育て上げたのも彼である。だがその外見や物腰は、武官には向いていないように感じていた。

　ベルナルフォンは眉まゆをひそめながら下馬し、手た綱づなを引いてフェリオの脇わきを歩き始めた。

「フェリオ様。あの男は、根っからの〝軍ぐん師し〟なのですよ」

「……軍師？」

　頷いて、ベルナルフォンは太い息を吐いた。

「はい。今は身み内うちの死で理性を失っていますが、大局的な視野に立ち戦略を練ねることにかけては、私などはあの男の足元にも及びません。その才さい覚かくを商売の方向に役立てた結果が、今のサンクレット交こう易えきです」

　ベルナルフォンの声は硬かたい。言葉を聞くフェリオにも、彼の緊張が伝わってきた。

「先日の王都からの脱出は、あくまで小規模な戦闘でした。向こうの戦力は覚かく悟ごのない衛兵達だけ、こちらは歴れき戦せんの傭よう兵へい達。しかもこちらは、ほうっておけば逃げていくだけの部隊──衛兵達が日和ひより見みしても当然の状況です。あの規模の戦闘では、クラウスの真しん価かは発揮されません。あの男が本当に〝怖こわい〟のは、多数の兵を抱え、策と指揮系統を確立させた時です。私はそう思っています」

　ベルナルフォンはそう断言した。

　フェリオも唸うなる。甘あまく見ていたつもりはなかったが、どちらかといえばレージクのほうをより警戒していた。クラウス・サンクレットがベルナルフォンの評価する通りの実力をもっているとすれば、厄やつ介かいには違いない。

　ラシアン・ロームの屋敷が目の前に近づいてきた。

　有力貴族だけに、その屋敷は広く豪ごう奢しやだったが、砦とりでの体てい裁さいは為なしていない。ここで防衛戦をするつもりはなかったが、攻めるに易やすく、守るにはつらい邸てい宅たくである。

　表門を潜くぐって前庭に入ると、ベルナルフォンは引いていた馬を厩うまや番ばんに渡した。

　少し先で、玄関の重い扉とびらがゆっくりと開く。

　出迎えに立っていたのは二人の少女だった。屋敷の窓から、フェリオ達が戻ってくるのを見ていたものらしい。

　一人は、空色の髪を束ねた司し祭さいの娘、ウルク・ティグレー。

　もう一人は、暗夜を思わせる黒髪を垂らした来訪者ビジターの娘、リセリナ・エリニュエス。

　髪の色が対照的な二人は、左右に並んでフェリオとベルナルフォンを出迎えた。

　フェリオは交こう互ごに二人を見て、その顔色に不安の色が強いことに気づく。

「ただいま。何かあったのか？」

　ウルクが神妙に頷うなずいた。

「おかえりなさいませ、フェリオ様。ちょうど今、お呼びに行くところでした。ついさきほど、シルヴァーナ様がおいでになったのです」

　リセリナが続けて口を開く。

「一部の貴族が王命を受けて、この領地に兵を進軍させてくると……まだ当分、先のことみたいですが──」

　ウルクとリセリナの言葉を受けて、フェリオは気を引き締めた。

「ついに兄上も動いたか。ベルナルフォン卿きよう──」

　低く呟つぶやいて、フェリオは険けわしい眼まな差ざしを隻せき眼がんの男に向けた。ベルナルフォンは不ふ敵てきな顔で舌したを鳴らす。

「えぇ、フェリオ様。ラシアン卿きようの元に参りましょう」

　屋敷に入った二人は廊下を急いだ。数歩の距離を保った後ろから、二人の娘もついてくる。

　錬金術師アルケミストの娘、シルヴァーナは、フェリオの王都脱出を助けてくれた恩おん人じんだった。彼女はフェリオと傭よう兵へい部隊を無事に合流させるや、玄げん鳥ちように乗って行方ゆくえをくらましていた。諜ちよう報ほう活動のためらしかったが、フェリオは彼女の素す性じようを未いまだに把は握あくしきっていない。

　わかっていることは三つ──

　彼女はフォルナム神殿のコウ司し教きように仕える立場であること。

　また同時に、セブラズ山地に潜ひそむ北方民族に縁えんのある者であること。

　そして、フェリオにとっては今のところ〝味方〟であるらしいこと──

　彼女の所属する組織がどの程度の規模で、何を目的として動いているのか、そして彼女が、どういう生い立ちの人間なのか──少なくともレージクの体制に反発する勢力であることは間違いないが、今も疑問は多いままである。

　フェリオ達は、ラシアンの待つ応接室に入った。

　目の前で、そのラシアンと銀髪の娘が向き合っていた。

　初老の外がい務む卿きようラシアン・ロームと、御柱ピラーの守もり人びと、シルヴァーナは、揃そろってフェリオ達に視線を向けた。

　ラシアンはいつも通りの貴族らしい服装だが、シルヴァーナは一般的な旅装に化ばけている。

「やぁ。元気そうだな。毒どくを受けた体のほうは、もうすっかりいいのか？」

　シルヴァーナは振りかえるなり、にっこりと微笑ほほえみを向けてきた。緊きん迫ぱく感かんのないその様子に、フェリオは一瞬だけ呆あつ気けにとられる。

「──あぁ。俺おれの体は問題ない。それよりシルヴァーナ、よく戻ってきてくれた。向こうの状況はどうなっているんだ？」

「それは私のほうから──良いことと悪いことが絡からみ合ってますな」

　銀髪の娘の代わりに、ラシアンが低い声を漏もらした。シルヴァーナはもう、ラシアンに何かの報告を済ませた後らしい。

　フェリオ達は次々とテーブルについた。それよりわずかに遅おくれて、小男の商人、ロセッティも奥からやってくる。この場での序列は低いが、彼は経済面での心強い支援者だった。

　ラシアンは揃そろった一同を見渡して、理解を促うながすよう殊こと更さらにゆったりと話し始めた。

「まず、悪い情報から。レージク様の王命を受けて、一部の軍ぐん閥ばつの貴族達が動き始めたようです。つまり、〝反乱の兆きざしを見せるラシアンと第四王子を征せい伐ばつせよ〟との王命ですな。領地に戻って兵を組織し、それからこちらへ攻めあがって来る算さん段だんのようです。さらに悪い情報がもう一つ。国境付近に集まるタートムの兵が、じわじわと数を増やしているようです。こちらはシルヴァーナ嬢からの情報です」

　ラシアンの言葉に、フェリオは歯を食いしばった。彼かの国の動きは、不ふ穏おんを通り越して露ろ骨こつになりつつある。アルセイフを狙ねらうその爪つめを磨みがくことに余よ念ねんがないらしい。

　表情のこわばったフェリオをなだめるように、ラシアンは声を落とした。

「彼らが実際に国境を破るかどうかはわかりませんが、嫌な動きではあります。続いて、良い報告を──カリウス家をはじめとする一部の貴族が、我々への味方を申し出てくれました」

　吉きつ報ぽうとなるラシアンの言葉を受けて、一同に安あん堵どの吐と息いきが広がった。

　ダスティアが当主を務めるカリウス家は、軍ぐん務む卿きようのサンクレット家、外がい務む卿きようのローム家と同様、アルセイフ建国以来の有力貴族だった。当主を人ひと質じちとして囚とらわれているだけに、いざ反旗を翻ひるがえせるか不安に思っていたが、そこはラシアンの説せつ得とくが通じたらしい。

「現在、王都にあるレージク様の勢力は四千ほどと見積もっていいでしょう。こちらの兵は、私の領地の兵が一千と少し、それに王宮騎士団が百騎と傭よう兵へい部隊が百人──これだけではさすがに心もとないところでしたが、カリウス家をはじめとする諸しよ侯こうの兵によって、どうにか三千から四千程度は確保できそうです。これだけの兵がいれば、ダスティア卿やウィスタル卿の救出も不可能ではありません。仮かりにレージク様を捕らえられずとも、あのお二方を救い出せれば、揺れている諸侯も多くがこちら側につきます。ダスティア卿さえ無事ならば、亡なくなった正せい妃ひの閥ばつもまとまるはずです」

　ラシアンはそう断言した。安堵には早いと知りながら、フェリオはそれでも胸をなでおろした。

「今の状況で、カリウス家が動いてくれたのはなによりです。ラシアン卿、お疲つかれ様さまでした」

「いえ、私は手紙を出しただけですよ。少々、数が多くて難なん儀ぎはしましたが──」

　労ねぎらうフェリオに、ラシアンは苦笑を返してきた。

　ラシアンはフェリオに先さき駆がけて領地に戻った後、すぐに諸侯への手紙を送っていた。

　その要点は、以下のようなものである。

〝軍務卿暗殺の件に関しては、ダスティア卿も正妃も無実である〟

〝件くだんの暗殺は隣りん国ごく、タートムの謀ぼう略りやくである〟

〝レージク王子は阿片アヘンのせいで錯さく乱らんしている〟

〝しかもそのレージク王子は、亡き国王の血を引いていない可能性がある〟

〝自分はフェリオ王子と共にダスティア卿を助け、国内の混乱を収しゆう拾しゆうするためにレージク王子を止める〟

　──ラシアンが諸侯へ公式に伝えたのは、基本的にはこれらのことだけだった。

　伏せている事実がいくつかある。

　軍務卿らの暗殺に、レージク本人が関かかわっていたらしいこと。

　隣国のタートムとレージクが、裏でつながっているらしいこと。

　そして、フェリオ自身がわざわざ城に忍しのび込んだこと──

　それらの事実を伏せたのには、やむなき事情があった。

　事実は時に、作り事よりもよほど噓うそに近く見えることがある。〝母親と腹心を殺した〟とか、〝王位にある者が隣りん国ごくの傀かい儡らいとなっている〟などという現実味のない真実は、主張すればするほど、かえって発言者の信用を損そこなう結果になりがちだった。

　皮ひ肉にくにも、レージクの側も同じ理由で、〝フェリオが正せい妃ひを暗殺した〟とは言えずにいる。仮かりにフェリオが捕らえられ、殺されていたら、その死体を証しよう拠ことして諸しよ侯こうに提示することもできただろう。だが肝かん心じんのフェリオはラシアンと合流しているし、なにより一国の王子が手て勢ぜいも連れずに王城へ忍しのび込むなど、まともな人間であれば噓としか思わない。

　事実、正妃達を殺したのはタートムの暗殺者であって、フェリオではない。フェリオが生き残った時点で、レージクのその策さく略りやくは断念されたのである。

〝レージクは王家の血をひいていない〟──このことに関しても、ラシアンは〝可能性〟のみに言げん及きゆうし、断定を避けた。物ぶつ証しようのない、誹ひ謗ぼうにも近いそんな言を声こわ高だかに主張した場合、下手へたをすればラシアンが諸侯の信頼を失いかねない。だから卑ひ怯きようと知りつつ、ラシアンはその話の出で所どころが、囚とらわれのダスティア卿きようである旨むねも手紙に併へい記きした。レージクがダスティアを捕らえた経けい緯いから、このことは多少の説せつ得とく力りよくを持つ。

　一方で、タートムの国とレージクとのつながりについては、事態の中心にいたフェリオ達自身でさえ信じ難いことだった。

　この件に関しては、証拠があろうとなかろうと伏せざるを得ない。

　これが事実として発はつ覚かくすれば、確かにレージクを追い落とす大きな理由になる。だがまず信用はされないし、仮に信用されてしまえば、その結果、王族に対する貴族と民の信頼を根こん底ていから失しつ墜ついさせ、後の施し政せいにも影響しかねない。万が一、保身を図はかってタートムの元に走る貴族がでたりすれば、それこそ国は大混乱に陥おちいるはずだった。

　中央の官僚達は概おおむね王家に忠実だが、王都から離れた地の貴族の中には、今の境きよう遇ぐうに満足していない輩やからもいる。反乱を起こすほどの気き概がいはなくとも、領地と命のために彼らはタートムと内通する可能性があった。

　ラシアンがもっとも警戒するのもそのことである。フェリオとしても、この混乱をできるだけ早く、そして傷口を大きく広げぬうちに収しゆう拾しゆうしたいと願っていた。

　ラシアンが眼めを据すわらせた。

「さて──当面の問題は、レージク様と我々の戦いです。王命を受けた軍勢も、いずれ組織されてこちらに来るでしょう。我々は包囲される前に、迅じん速そくに王都を制せい圧あつせねばなりません」

　フェリオは頷うなずいた。居並ぶ一同も、それぞれの思いを込めた無言でもって返事に代える。

「味方となるカリウス家の軍勢は、すでにこちらへ向かっています。明日には合流できるでしょう。同時に我々も出発し、他の地方の部隊とは、王都へ進軍しながら合流していくことになります」

　ラシアンがフェリオを見た。〝それで良いか〟という無言の問いかけに、フェリオは力強く応じる。

「潮しお時どきでしょう。あまり待つと、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな諸しよ侯こうの中から、兄上に味方する者がさらに出てきそうです。互いの戦力が増えて乱が拡大すれば、タートムの思う壺つぼですから」

　フェリオの言葉に、ラシアンは深ふか々ぶかと頷うなずいた。

「こちらが不利なのもそこですな。〝勝つ〟ためには時間をかけて戦力を整えたいところですが、それでは国を二分する大乱に発展しかねません」

　レージクが勝てば、内通するタートムにとっては好こう都つ合ごうである。仮かりにフェリオ達が勝ったとしても、この内乱でアルセイフ自体が疲ひ弊へいすれば、隣りん国ごくのタートムは容よう赦しやなく侵しん攻こうしてくることだろう。

　フェリオ達としては、傷を広げずに勝つ術すべを模も索さくしなければならない。

「不幸中の幸いか、諸侯の多くは、私の出した手紙を読み、レージク様に忠誠を誓うことをためらっております。早めに勝敗が決すれば、内乱が国全体を巻き込んで大規模化する事態は避けられそうです」

　ラシアンは肩の力を抜くように、大きく息を吐いた。

　アルセイフの常備兵力は三万に及ぶが、そのほとんどは国境付近に駐ちゆう留りゆうしていた。

　国土の規模を考えるとこの数は多い。平時からこの兵数が維持できるのは、ひとえにこの国の土ど壌じようが豊かなためである。

　大地の輝石セレナイトの恩おん恵けいを受けるアルセイフでは、たとえ働かずともまず餓うえることがない。食糧の生産力が極めて高いために、他国よりも挽はるかに兵を養いやすく、またその兵数が、他国によるアルセイフへの侵略を躊躇ためらわせる抑よく止し力りよくともなってきた。

　その軍勢がもし内乱に加わってしまえば、戦闘は激化するだろう。防衛力の低下を避けるためには、彼らが反応に迷っている間に、この乱の決着をつける必要があった。

　ラシアンが一同を見渡した。

「それと、援軍の目め処どがついたところで、私のほうから一つ提案があります」

　表情を改め、初老の伊達だて男おとこはやや硬かたい口調で呟つぶやいた。

「この軍の指揮官についてなのですが──私はそろそろ、補佐役に回りたく思います」

　唐とう突とつともいえるラシアンの言に、フェリオは驚いた。

「ラシアン卿きよう、それは──」

　思わず詳しよう細さいを問いかける。

　現状、この軍の指揮官は名実ともにラシアン・ロームだった。ここは彼の領地で、兵の多くは彼の民で、援軍となる諸侯への連絡をつけたのも彼である。ラシアンがいなければ、レージクに反旗を翻ひるがえすどころではなかっただろう。

　フェリオも同どう盟めい者しやとして軍に名を連ねてはいたが、自分はあくまで、大たい義ぎ名めい分ぶんを保つための飾りでしかないと弁わきまえている。

　ラシアンは、その顔に困ったような表情を見せた。

「フェリオ様。私の専門は軍の指揮でも内政でもなく、他国との〝外交〟です。情報を扱うのは得とく意いですが、兵の扱いとなるとどうにもなりません。戦術的な初歩のことさえ知らないのですから、そんな者が指揮官では、兵達も困こん惑わくすることでしょう。今までそちらの方面は、亡なくなったガートルード卿きようの領分でしたから──私はここらで、裏うら方かたに回ります」

「では……」

　フェリオは首を傾かしげた。順番に、その場の顔かお触ぶれを見渡していく。商人のロセッティ、来訪者ビジターのリセリナ、錬金術師アルケミストシルヴァーナ、司し祭さいのウルク──いずれも指揮官には成り得ない。

　残るは、一人──

「では、ベルナルフォン卿に？」

　隻せき眼がんの青年貴族が、飲んでいた紅茶を危あやうく吹き出しそうになった。

「馬ば鹿かを言っては……あぁ、いや、失礼。馬鹿は失言でした」

　ベルナルフォンは形だけ詫わびた後で、呆あきれたようにフェリオを見み据すえた。

「私はこの通りの無礼者ですから、偉えらそうには見えるかもしれませんが──たんなる僻へき地ちの貧びん乏ぼう貴族です。用兵については多少の心得もありますが、私のような者が、ラシアン卿を差さし置おいて上に立てるはずがないでしょう。そもそも諸しよ侯こうが納なつ得とくいたしません」

　その答えにフェリオは眉まゆをひそめた。

　黙もく然ぜんとして、他の人材を考える。ラシアンの親族や、援軍の貴族達──ベルナルフォンで駄だ目めなら、彼らでもやや無理があるように思う。

　本気で悩むフェリオを見て、ラシアンが大きく嘆たん息そくした。

　居並ぶ眼めが、一いち様ようにフェリオを注視していた。ウルクなどは隣で軽く肩を竦すくめている。

　ようやくにフェリオは、その視線の意い図とに気づかされた。

「……まさか……」

「まさかではありません。当然のことでしょう。よろしいですか？　お忘れかもしれませんが、貴方あなたは、〝王族〟なのです」

　ラシアンが嚙かんで含めるように言った。

　途と端たんにフェリオは困こん惑わくした。〝飾り〟としての指揮官になれというなら、柄がらにもないとは思うが理解できる。しかしラシアンの言は、軍を指揮する実質的な将しようとなることをフェリオに求めていた。

「ですが──王子といっても私は四番目で、まともに王族として扱われていなかった半はん端ぱ者ものです。歳としも歳ですし、それこそ兵が不安がると思いますが──」

「年齢のことなら、かえって結束が高まります。なにより、フェリオ様には人を惹ひきつける資し質しつがある。それに貴方は、すでに〝四番目〟ではありません」

　ラシアンはテーブルに両りよう肘ひじをつき、真正面からフェリオを見み据すえた。

「三番目……いえ、実質的には二番目です」

　ラシアンの眼めに、威い圧あつに近い光が宿った。フェリオはその気き迫はくに吞のまれる。

　外がい務む卿きようは、説せつ得とくのための静かな声こわ音ねで言葉を紡つむいだ。

「ご承しよう知ちの通り、レージク様には王としての資格がありません。血筋のことはさておき、あの方かたは国を捨てようとしています。そんな人間は、決して王であってはいけない──」

　そう言いながら、ラシアンはゆっくりと首を左右に振った。

「皇太子の息むすこも亡なくなられた今、実質的な王位継けい承しよう権けんの第一位はブラドー様にあり、そして第二位がフェリオ様です。そろそろ、そのご自覚を持っていただきたい」

　ラシアンに言われて、フェリオは啞あ然ぜんとした。

　形の上でだけは、ラシアンの指摘も的まとを射ていた。だが、どうにも釈しやく然ぜんとしないものは残る。

　フェリオはこれまで、ほとんどの貴族達から王族としては扱われずに育ってきた。正せい妃ひと政せい務む卿きようの閥ばつも、第二妃と軍ぐん務む卿きようの閥も、いずれもが、フェリオを爪つま弾はじき者ものにしていた。

　そんな自分が、指揮系統でラシアンよりも上に立つのはおかしいとも思う。フェリオ達の軍勢は〝ラシアン卿の軍〟であって、フェリオはおまけなのだ。

　おそらくは、諸しよ侯こうもそう見ている。

　そのことを感覚で理解しているフェリオは、素直に戸と惑まどった。

「ラシアン卿……本気ですか？」

「冗じよう談だんを言える事態ではないでしょう」

　ラシアンの語気は、常よりもやや強い。

　ベルナルフォンが脇わきから口を挟はさんだ。

「フェリオ様、もちろん、政治的な局面ではラシアン卿が、軍事的な局面では、及ばずながら私が、フェリオ様の補ほ佐さをいたします。これから合流する貴族達も、フェリオ様の手足となるでしょう。フェリオ様の当面の仕事は、総大将としてこの軍の顔になることです」

　ラシアンが深く頷うなずいた。

「そういうことです。これより、フェリオ様に指揮権を委い譲じよういたします。意見は申し上げますが、決定はフェリオ様次し第だいです。お嫌いやかもしれませんが、これは王族として生まれた者の義務として受け入れていただきます。よろしいですね？」

　有う無むを言わせぬ口調だった。

　ラシアンとベルナルフォンの言うことにも一理ある。自分に将しようとしての才さい覚かくがあるとは思わなかったが、ラシアン達にしてみれば、王族を部下のように扱うのも抵抗のあるところだろう。

　フェリオはどうにか決断した。

「──わかりました、承うけたまわります。ですがラシアン卿、ベルナルフォン卿、私は見ての通りの若じやく輩はいです。選択を間違えそうな時には、どうか忌き憚たんのないご意見をお願いします」

　フェリオがそう応こたえると、ラシアンが頰ほおをほころばせた。他の面々も安あん堵どした様子で、それぞれに頷うなずく。

　ウルクがフェリオの顔を見つめ、にっこりと微笑ほほえんだ。

「フェリオ様なら、きっと良い将しようになられますわ。自信をお持ちください」

　フェリオは頷いた。良い将になれるかどうかはともかく、その努力を惜しむつもりはない。

「あとは──シルヴァーナ嬢。例の件を」

　ラシアンがその名を呼んだ。

　それまで押し黙っていたシルヴァーナが、フェリオに視線を向ける。

　細い指で銀髪をさらりと搔かき上げ、彼女は微笑んだ。

「朗ろう報ほうになるかどうかわからないが、〝フォルナム神殿〟は、貴方あなたとラシアン卿きようを支持する姿勢を固めた。神じん師しのレミギウス司し教きようも悩まれたようだが、フォルナムとしても、タートムに首ねっこを押えられるような事態は避けたいそうだ。神殿騎士団はウィータ神殿から出しゆつ向こうしている部隊だし、さすがに兵は出せないが、軍資金としての輝石セレナイトの融ゆう通ずうはつけてくれるだろう」

「ほう。それは魅み力りよく的てきなお話ですな」

　まず反応したのは、商人のロセッティだった。算盤ソロバンを弾はじく際の顔になり、にこにこと愛あい想そを振りまく。

「輝石セレナイトもありがたいですが、なにより神殿のお言葉がありがたい。神殿の支持表明は大たい義ぎ名めい分ぶんとしても充分です」

「いや。申し訳ないが、このことは公式発表はできない」

　すかさずシルヴァーナが喜びを遮さえぎった。ロセッティは怪け訝げんな顔をする。

　フェリオも同時に首を傾かしげた。

「何故なぜだ？　もちろん、協力を無理強じいする気はないけれど……神殿が味方してくれるなら、諸しよ侯こうへの説せつ得とく材料にもなるのに」

　シルヴァーナは憂うれいの籠こもった溜ため息いきで応じた。

「すまないな。だが、これは仕方がないと思って欲しい。内政への不ふ干かん渉しようが神殿の基本方針だ。それと──カシナート司教の一派が邪じや魔まをしている」

　その名が出るや、フェリオの傍そばにいたウルクがぴくりと反応した。

「カシナート司教が？　シルヴァーナ様、それは一体どういうことですか」

「貴方は──神しん姫きの妹君ぎみだそうだな」

　シルヴァーナは、やや言いにくそうに声を紡つむいだ。

「予想はついているんじゃないか？　カシナートの目的は、手段を選ばずウィータ神殿を護まもることだ。どうもその戦略と、タートムの動きが重なりつつあるらしい」

　ウルクが、くっと息を詰めた。しかしフェリオには、シルヴァーナの言だけでは事態がよくわからない。

「シルヴァーナ、詳くわしく説明してくれ。それだけじゃわからない」

「私も全すべてを理解しているわけじゃないけれど──カシナートという男は、神しん姫きの信頼が厚い神殿の出しゆつ世せ頭がしらでな」

　シルヴァーナは嘆たん息そく混じりに言った。

「ウィータ神殿は今、大陸西部の大国、ラトロアの動きを警戒している。同じくラトロアを警戒するタートムとは、同どう盟めい的てきな関係にあるといっていい。共通の敵をもつ者は味方、ということだ。で、ここからがややこしい」

　シルヴァーナは、持っていた袋から携帯食糧の木の実を取り出し、素早くテーブルに並べた。

　数は四つ──それぞれを離して配置し、指先で示す。

「これがウィータ神殿の勢力、これがタートム、そしてこれがタートムと敵対する〝北方民族〟で、こちらがフォルナム神殿だ。この四者の関係だが──」

　シルヴァーナは、二つの木の実の間に指先で線を引いた。

「〝フォルナム神殿〟と〝北方民族〟は、長く同盟関係にある」

　紡つむがれたその言葉の意味を、フェリオは咄とつ嗟さに把は握あくしかねた。

　理解が及ぶや、瞠どう目もくする。

　ベルナルフォンも思わず腰を浮かしたが、事情がまるで飲み込めないリセリナだけは、特に反応を示さず話を聞いていた。

　シルヴァーナは、感情を殺したような微笑を浮かべた。

「もうわかっただろう？　私はフォルナムに協力する北方民族の一人だ。遠い過去、タートムから弾だん圧あつされた我々に、フォルナム神殿は救いの手を差し伸べてくれた。それ以来、我々はフォルナムに柱はしら守もりとして出向きながら輝石セレナイトを融ゆう通ずうしてもらい、一族の多くはセブラズ山地に隠かくれて細々と生き延のびている。断だん崖がいで軍ぐん務む卿きようや第二妃ひらを襲ったのは、我々から離り反はんした裏切者の一派だ。今はタートムに雇やとわれ、レージクに力を貸しているらしい」

　フェリオはようやく、シルヴァーナの正しよう体たいとその背後関係を理解した。

　彼女はただ神殿に仕えているわけではなく、北方民族とフォルナム神殿とを結びつける立場の人間らしい。

　シルヴァーナは、別の木の実を指差した。

「タートムにとって、我ら北方民族は敵対勢力だ。北方民族を支援するフォルナム神殿も、間接的にはタートムの敵といっていい。そして、ここでウィータ神殿がしゃしゃり出てくる」

　忌いま々いましげに言って、最後の木の実を指先で弾はじく。

「ウィータ神殿にとって、タートムはラトロアの脅きよう威いに対抗するための防ぼう壁へきだ。敵対はしたくないし、彼らが弱体化するのも困る。その分、対ラトロアの防衛力が落ちるからな。タートムの防衛力が落ちている原因は、まず食糧の生産力が低いこと。そこで必要になるのが、フォルナムで産出される〝大地の輝石セレナイト〟……」

　シルヴァーナは、やや自じ虐ぎやく的てきな表情で笑った。

「このアルセイフという国にとっても、タートムは長年の敵国でもある。アルセイフや北方民族と蜜みつ月げつにあるフォルナム神殿が、そんな敵国に大量の輝石セレナイトを渡すはずもない。つまり、今回のカシナートの来訪目的は主に二つ。フォルナム神殿にいる北方民族の支援者を、逮たい捕ほするか萎い縮しゆくさせるかして、まず我々への輝石セレナイトの供給を絶つこと。そしてその浮いた分の輝石セレナイトを、ウィータ神殿側で引き取り、裏からタートムへ回すこと──狙ねらいはそんなところだろう」

　フェリオは戦せん慄りつと共にその言葉を理解した。

　少し前まで平和だとばかり思っていたこの国の水面下で、そんな暗あん闘とうじみた政治劇が動いていたことを、今にして思い知る。

　うかがったラシアンの顔色は、あくまで常と変わらぬ様子だった。

　外がい務む卿きようは、このことを知っていたんだろうか──フェリオはふと、そのことを疑問に思った。

　ウィータ神殿の動どう向こうは最新情報だけに、まだ摑つかんでいなかっただろうが、北方民族とフォルナム神殿の関係については知っていてもおかしくない。あるいは、亡なくなったラバスダン王も承しよう知ちのことだったのだろう。

　フェリオは腰に差した刀の柄つかを握った。ウィスタルから貰もらったその刃は、北方民族の手による品だと聞いている。そもそも〝刀〟とは彼らの好んで使う武器であり、北方民族以外でこれを扱う剣士はそれほど多くない。

　シルヴァーナがその民だと聞かされても、あまり実感はわかない。アルセイフの民と比して、特に外見が違うわけでもないのだ。

　聞いたところでは、北方民族は玄げん鳥ちようを扱うだけでなく、その身体能力が生まれつき高いらしい。その強さも、彼らがタートムから危険視された一いち因いんだった。

　シルヴァーナは涼すずしい声で語り続けた。

「そちらの可愛かわいい司し祭さい様は知らなかったようだが、つまりウィータ神殿としては、この突然の内乱によって、レージクが王位に就ついたほうが都つ合ごうがいい。当然、フォルナム神殿もその意向は無視できないから、公式には何も言えない。下手へたな抵抗をすれば、それを口こう実じつにされて、北方民族を支援する神しん官かん達が一いつ掃そうされかねない。だから、フォルナムが貴方あなたがたを支持する事実は公おおやけにはできないし、手助けといっても、輝石セレナイトを融ゆう通ずうするのがせいぜいだ」

　やれやれと肩を竦すくめて、シルヴァーナは言葉を締しめ括くくった。彼女は〝輝石セレナイトの融通〟と軽く言ったが、高値で取引きされる輝石セレナイトの供給は、フェリオ達にとっては願ってもない支援である。それに、乱の平定後に神殿との友好関係が約束されたことも心強い。

　驚きよう愕がくから立ち戻ったフェリオは、まずウルクの横顔をうかがった。

　司祭の少女は、この中でただ一人、ひどく青ざめていた。細い肩を微かすかに震わせて、膝ひざの上に強く手を握っている。

〝ウィータ神殿は、アルセイフではなく、〝タートム〟を支持する──〟

　その事実が、シルヴァーナの言で証明されたばかりである。

　すかさずフェリオは、彼女の肩に手を回して席を立った。

「ラシアン卿きよう、すみません。少し外はずします。話は進めておいてください」

「──はい。後は細こまかい打ち合わせだけですので、ベルナルフォン卿と詰めて、後ほどお知らせいたします。どうぞごゆっくり」

　細かい気き遣づかいを見せるラシアンに背を向け、フェリオはウルクを部屋から連れ出した。リセリナの向ける心配げな眼まな差ざしに、軽く頷うなずきを送っておく。

　ウルクは明らかに衝しよう撃げきを受けていた。

　今、彼女がフェリオの傍そばにいる状況は、ウィータ神殿にとって不ふ都つ合ごうということになる。

　ウルクがカシナート達から離れてフェリオと行動を共にしはじめたのは、まだ内乱が起きる前のことだった。それからめまぐるしく状況は変化したが、その間、彼女はカシナート達と連絡をとれずにいた。

　フェリオもまた、苦しい思いを抱く。この内乱で彼女がフェリオに味方し続ければ、彼女の神殿での将来性に傷がつく──シルヴァーナが話した事実は、そういうことだった。

　廊下に出ると、ウルクは震える眼めでフェリオを見つめた。

「フェリオ様──私、私は……」

「ウルク、落ち着いて。とりあえず部屋に戻って、今後の話をしよう」

　そう提案しながら、フェリオは彼女が出すであろう結論を予想していた。

　ウルクには、神殿の神じん師しになるという目標がある。

　──このあたりで、彼女を帰したほうがいいかもしれない──フェリオはそう考えた。

　部屋に入ると、フェリオはすぐにウルクを座らせ、自分もその隣に腰を下ろした。

　ラシアンからあてがわれた賓ひん客かく用の広い部屋には、窓から昼の日差しが燦さん々さんと注いでいた。

　その日差しを浴びて、ウルクの青い髪がきらきらと光る。しかし髪の輝きとは裏うら腹はらに、彼女の表情はすっかり曇くもっていた。

「──ウルク。今ならまだ、間に合うと思う」

　フェリオはそう切り出した。ウルクはぴくんと肩を震わせて、顔をあげる。

「俺おれは神殿のことはよく知らないけれど、神師を目指すなら、神殿の方針には逆さからわないほうがいいはずだ。あとは王都の兄上を力ずくで止めるだけだし、こんなところで神殿に睨にらまれたら馬ば鹿からしい。俺のほうは、もう大丈夫だから」

「フェリオ様──」

　ウルクが掠かすれるような声を絞しぼり出した。フェリオは微笑を向けて頷く。

「ウルク。これが今こん生じようの別れになるってわけじゃない。ここまで付き合ってくれたことには本当に感謝しているし、本ほん音ねを言えば、まだいて欲しいけれど──でも、これはこの国の問題だ。充分に巻き込んでおいて今いま更さらだけど、君の将来に傷がつくとわかっていて、これ以上は巻き込みたくない」

　フェリオは穏おだやかな声でそう諭さとした。

　見つめるウルクの眸ひとみは潤うるんでいた。彼女もまた、突然に知らされた事実に驚いている。

　今の彼女は、自分の意思だけで勝手に行動していた。神しん姫きの妹という特殊な立場だけに、大たい概がいのことは許される立場である。だがその立場ゆえに、その行動が神殿の思おも惑わくと政治的に反することはさすがに許されない。

　フェリオは辛しん抱ぼう強く、彼女の心の整理がつくのを待った。

　やがてウルクは、顔を伏せ──せつないほどにごく細い声で呟つぶやいた。

「それでも……それでも、お傍そばにいたいと言ったら──ご迷めい惑わくでしょうか」

　フェリオは、言葉に詰まった。




　　　　　　　[image: ]




　私は何を言っているんだろう──

　口を動かしながら、ウルクは言葉が勝手に出てくる感覚に戸と惑まどっていた。

　ウルクの言葉は、フェリオにとっても意外だったらしい。
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　ここでウィータ神殿の不ふ興きようを買うことの危あやうさは、ウルク自身もよく把は握あくしているつもりだった。まともに考えれば、ここはフェリオの言うとおり、一度はカシナートと合流すべきである。

　そうとわかっていながら、それでもウルクの言葉は、理性とは逆の方向に溢あふれた。

「私は……私は、フェリオ様のお傍そばを離れたくありません。少なくとも、この乱が治まるまでは──」

「……ウルク──」

　フェリオは戸と惑まどう様子を見せた。言葉が見つからないらしく、その目許が困こん惑わくに歪ゆがむ。

　彼を困らせるつもりはなかったが、ウルクは自分を止められなかった。

　神じん師しになる夢と、フェリオのことと──どちらが大切かと問われれば、今のウルクは後者を取る。迷いがないわけではないが、そもそもウルクの夢は、〝神師になれば、諸しよ方ほうの争いを止められる〟という点に立りつ脚きやくしていた。

　しかし、長じて現実を知るにつれて、ウィータの神師にも止められぬ争いがあることを知った。今は自分の夢に対しても、少なからず疑問をもっている。

　ウィータ神殿からわざわざフェリオに会いに来たのは、幼い頃ころのことを思いだし、そして自分の夢を改めて見直すきっかけを無意識に求めていたからかもしれない。

　その答えは見つかりそうで、まだ見つかっていない。

　幼い頃のフェリオは、その立場のせいで、何もできることを見つけられずにいた。一方で、ウルクはただ自分の夢を見ていればよかった。

　しかし、今──

　心も体も強くなったフェリオは、自分にできることを見つけつつある。逆にウルクは、迷って悩んで見失いつつある。

　フェリオの傍にいれば、新しい〝何か〟を見つけられそうな気がした。

　そこまで考えつつ、ウルクはまた、〝違う〟とも思う。

　夢だのなんだのは言いい訳わけだ。自分はただ、この人の傍にいたいだけ──

　そう思う自分がいることも自覚していた。

　絡からみ合うさまざまな思いを心中に秘め、ウルクは潤うるんだ眸ひとみでフェリオを見つめた。

　心音が速くなる。もしこのまま、フェリオに向けて身を投げ出したら──フェリオは、どんな反応をするかと夢む想そうした。

　その思し考こうが、体を突き動かそうとしたその時──扉とびらにノックの音が鳴った。

　ウルクははっと我に返り、その身を硬こう直ちよくさせる。フェリオが扉に目を向けた。

「失礼。入ってもいいかな。ウルク様の今後について、相談したいことがある」

　廊下から響いたのは、錬金術師アルケミストの娘、シルヴァーナの声だった。

　フェリオが止める間もなく、彼女は勝手に扉を開けてずかずかと入ってくる。

　その背後には、来訪者ビジターの少女、リセリナの姿もあった。彼女はシルヴァーナの無礼な振る舞いに慌あわてながら、フェリオとウルクに目礼を送った。

「シルヴァーナさん、邪じや魔ましちゃ──」

「邪魔にはならないつもりだ」

　必死に気を遣つかうリセリナに、シルヴァーナがくすりと笑みを向けた。

　知らず知らず、フェリオにやたらと近づいていたことに気づいて、ウルクは慌てて居ずまいを正した。

　入ってきた二人に澄まして微笑を向けるが、その表情はわずかに硬かたい。彼女達はフェリオを助けてくれた恩おん人じんである。そのことには心しん底そこから感謝していたが、同時にウルクはかすかな不安も感じていた。

　こっそりとうかがったフェリオの横顔に、あまり変化がないことを確認して、少しほっとする。

　リセリナは控えめに、シルヴァーナは堂々と、フェリオとウルクの前に座った。

「ウルク司し祭さい。一つ、私のほうからお願いしたいことがある。聞いてもらえるかな」

　銀髪の娘は、女でも見み惚ほれそうなほど涼すずしい顔で問いかけてきた。

「……うかがいます」

　ウルクが首を傾かしげて応じると、シルヴァーナは微笑を見せた。

「──もし、差さし支つかえなければ、貴方あなたにカシナート司し教きようの監かん視しを手伝ってもらいたい」

　ずばりと切り出したシルヴァーナの言には、ウルクではなく脇わきのフェリオが絶句した。

「え？　……監視、ですか？」

　ウルクが真ま顔がおで問い返すと、シルヴァーナは悠ゆう然ぜんと頷うなずいた。

「あぁ。私はこれから、カシナート側の動きを調べるつもりだ。だが恥はずかしながら、私は今までにいろいろ目立ちすぎて、表立っては動きにくい。自然に神殿内にいられて、カシナート司教に近づける協力者がいればと思っていたんだが、ウルク司祭ならば──」

「シルヴァーナ！　待て！」

　フェリオは声を荒げ、テーブルに身を乗りだした。その剣けん幕まくに、ウルクの側は逆に冷静になる。

「ウルクを間諜スパイ扱いにする気か？　そんなことは──」

「割り込むな。これは私とウルク司祭の話だ」

　自身はフェリオとウルクの会話に割り込んでおきながら、シルヴァーナはさらりとフェリオの言葉を受け流した。

　しかし、フェリオは食い下がる。

「黙っていられるわけがないだろう。それこそウルクの身が危ないじゃないか。俺おれの協力者としてならともかく、タートムと敵対する北方民族に荷か担たんしているなんて発はつ覚かくしたら──」

「確かに、神しん官かんとしての出しゆつ世せどころではなくなるな。立りつ派ぱな背はい任にん行為だ」

　シルヴァーナはあっさりと断言した。

「だから強制はしないし、もしやっていただけるなら、こちらとしては発はつ覚かくせぬように細心の注意を払う。しかし──まだ未確認だが、神殿騎士団の増ぞう援えんがこちらに向かっているという噂うわさもある。その真しん偽ぎも気になるし、ウィータ神殿が今回の内乱に関して、どの程度まで干かん渉しようする気なのか、そのあたりを見極めたい。そのためには、カシナート司し教きようや出しゆつ向こうしている神官達に間近まで近づける人間が必要だ」

　シルヴァーナはフェリオに向けて滔とう々とうと語り、そしてウルクに視線を移した。

「──どうかな。これは貴方あなたにしかできないことだ。それに発覚しなければ、ウィータ神殿側に睨にらまれることもない」

「シルヴァ──！」

　フェリオがなおも止めようとしたが、ウルクは手でそれを遮さえぎった。

「──フェリオ様、決めました。この件は承うけたまわります」

　決意の力強い響きを込めて、ウルクはそう応こたえた。声は優やさしく顔は微笑ながら、彼女は存ぞん外がいに頑がん固こでもある。ジラーハで待つ父にも、よくそのことを嘆なげかれていた。

　フェリオが苦にがい顔をして、ウルクの肩を摑つかんだ。その力強さと伝わる体温に、ウルクは少し不ふ謹きん慎しんな感情が湧わくのを覚える。フェリオのほうは、そんなウルクの心に少しも気づいていない。

「……ウルク。どうして……」

　まるでフェリオをあやすように、ウルクはにっこりと微笑を向けた。

「ご安心ください、無理はいたしません。私は、ここをただ離れたくはないのです。それではここから逃げるみたいですから──でも、フェリオ様のために、私にしかできないことがあるのなら、それを為なすことに躊躇ためらう理由はありません。この依頼をくださったシルヴァーナ様に感謝いたしますわ」

　それはウルクの本ほん音ねだった。

　まだ顔の険けわしいフェリオに対し、シルヴァーナが鷹おう揚ように頷うなずく。

「フェリオ、こう考えるといい。これから貴方は戦場に赴おもむく。そこにウルク司し祭さいを連れて行くのと、フォルナム神殿に預かってもらうのと、どちらがいい？　言っておくが、ラシアン卿きようの領地はもっとも危険だぞ。ここは主あるじも兵もほとんど出で払はらって、もぬけの空からになるはずだ。余よ剰じよう兵力などないんだろう？」

　フェリオが言葉に詰まった。

　ウルクはそっと眼めを伏せ、フェリオの手をとった。

　そのまま彼の手を両手に捧ささげ、祈いのりの形に指を添そえる。

　フェリオの手は暖かかった。

「フェリオ様。陳ちん腐ぷな言葉かもしれませんが、私の心は、常にフェリオ様と共に在あります。このくらいのお手伝いは許していただけないと、安心して神殿に戻れません。少しは、私とシルヴァーナ様のことを信じてください」

　顔をあげて微笑ほほえむと、フェリオはわずかに頰ほおを赤くしていた。

　ますます何も言えなくなったフェリオに向けて、シルヴァーナが片目を瞑つぶって見せる。

「フェリオ、何か言ったらどうだ？　ウルク司し祭さいにここまで言わせておいて、無言はないだろう」

　笑いを含んだその言にも、フェリオはまともに反応しない。

　フェリオの手をとったまま、ウルクは脇わきに立ったリセリナへと視線を向けた。

　来訪者ビジターの少女は自身が口を挟はさむことは何もないと弁わきまえているらしく、この場ではあまり言葉を発していない。

　そのリセリナの黒い眸ひとみを、ウルクは真まっ向こうから見つめた。

　彼女の澄んだ黒い眸は、優やさしく誠実そうな印象を醸かもしていた。

　その印象を信じるつもりで、ウルクは呟つぶやく。

「リセリナ様。フェリオ様のことを、よろしくお願いいたします。目を離すと──いえ、目を離さなくても、すぐに無む茶ちやをする人ですから」

　口調は冗じよう談だんめかしつつ、しかし眸には真しん摯しな光を湛たたえて、ウルクはそう願った。

　リセリナはわずかに戸と惑まどうような様子を見せた。ウルクが視線に込めた強い思いと、その冗談めかした言葉との差に驚いたものらしい。

　声だけを聞いていたフェリオは、脇で軽く肩を竦すくめた。

「無茶、無茶って、みんな言うけど、少しは考えているよ。たまに軽けい率そつなのは認めるけれど……」

「そのたまにが、よりにもよってのところで出てくるから不安なんです」

　再びフェリオに向き直り、ウルクは笑って返した。

　笑っているのは、あくまでその表情だけである。心のうちは不安で怖こわくて仕方がない。

　ウルクはもう一度、リセリナを見つめた。

　来訪者ビジターである彼女は、人並みはずれた戦闘技術を身につけていると聞く。その力が、きっとフェリオを護まもってくれる──そう信じたかった。

　やがてリセリナは、小さく控えめに頷うなずいた。

　ウルクの心が伝わったのか、その眸に力が籠こもる。

　リセリナもまた、フェリオの無茶を案じているらしい。そのことに、ウルクはわずかな嫉しつ妬とと、奇妙な連帯感をもった。

　正直なところ、戦場でもフェリオの傍そばにいられるであろう彼女の立場が、少し羨うらやましい。

「フェリオ様。乱が治まったら、私はウィータ神殿に帰る前に、しばらく時間をいただくつもりです。その時には、馬術を教えてくださいね」

　王都でした約束を持ち出して、ウルクはフェリオの手をようやく放した。

　フェリオは心配げな顔で、ウルクをじっと見つめていた。

「……ウルクも、無理はするなよ。カシナート司し教きようは切れ者だそうだし、まず自分の身を第一に考えてくれ」

　ウルクは笑った。

「もちろんです。そうさせていただきます」

　フェリオに余計な心配をかけまいと、ウルクはそう応こたえておいた。

　名残なごり惜しいが、これが今こん生じようの別れというわけでもない。

　ふと、少し前のことを思いだす。

　先だって、フェリオと共に王都を脱した時──ロセッティという商人から馬を得たフェリオは、〝婚こん約やく者しやくらい、自分で護まもる〟と言って、ウルクを馬に同乗させてくれた。

　もちろんフェリオ自身は冗じよう談だんのつもりだったらしく、その後の態度に変化はない。だがウルクは、たとえ冗談でもそんなことを言ってもらえたことが、本当に嬉しかったのだ。

　あの言葉を反はん芻すうするたびに、頰ほおが熱くなる。

　そんな自分に少し呆あきれながら、ウルクはシルヴァーナと視線を合わせた。

　銀髪の娘は、全すべてを見み透すかしたような穏おだやかな眼めつきで、ウルクに微笑を向けていた。

　ウルクは無言で会え釈しやくを送る。

　──リセリナも、そして彼女も、フェリオに比べると随ずい分ぶんと察しがいいと思う。

　鈍どん感かんな少年を中心に置いて、三人の娘はそっと、それぞれの思おも惑わくを込めた互いの視線を交し合った。
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　国王に即そく位いしたレージク・アルセイフは、執しつ務む室しつで書類の束たばと向き合っていた。

　その多くは、軍ぐん務む卿きようであるクラウスが吟ぎん味みした後の決けつ裁さいばかりである。今は政せい務む卿きようと外がい務む卿きようが不在なため、内政自体が滞とどこおっていたが、それでも量は多い。

　適当に処理をしながら、レージクは新政府の構想を練ねっていた。

　要職については、すでに恭きよう順じゆんを示した貴族達に任せるつもりだったが、具体的にはまだ決めかねている。いかにも小こ者ものが多いが、思いどおりに動かすにはそのほうが都つ合ごうもいい。

　政権が安定してしばらくしたら、タートムと和わ睦ぼくを結び──そしてアルセイフは、その属ぞつ国こくとなる。戦乱は避けられるが、その後は輝石セレナイトや食糧、また労働力をじわじわと搾さく取しゆされることになるだろう。

　いわばそれは、戦う前の無条件降こう伏ふくと言っていい。レージクにとってその行為は、血けつ族ぞくでない自分を王家の呪じゆ縛ばくに巻き込んだ人々への、遠回しな復ふく讐しゆうでもあった。

　王権を失しつ墜ついさせれば、諸しよ侯こうがその威いを借ることもできなくなる。いずれ王家は名目だけのものとなり、中身を失うだろう。

　書類の処理を進めるレージクの耳に、扉とびらの開く音が聞こえた。

「陛へい下か、紅茶をお持ちいたしました」

　黒い髪を伸ばした細い女が、ノックもなしに扉を開けて入ってきた。

　一いち瞥べつしてすぐに、レージクは視線を机へと戻す。

「……毒どく入りでなければもらおうか」

「あら、酷ひどい。毒を吐いてるのは陛下じゃない」

　入ってきた女は、タートムから借りた暗殺者、シズヤだった。侍じ女じよに化ばけた女はくすりと笑って、レージクの脇わきに歩み寄る。

　レージクは気安く背後を許した。

「毒づきたくもなるさ。玄げん鳥ちようまで駆り出しておいて、フェリオを仕し留とめるのに失敗したそうだな？」

「まぁね。もう報告も行っていると思うけど、昔の知り合いが邪じや魔まをしてくれたの。玄鳥同士の戦いって厄やつ介かいなのよ。特に私のホムラは、重い装備もつけていたし」

　その言いい訳わけに、レージクは肩を竦すくめた。

「別にいまさら、怒る気はないがね。そんなに失敗続きで、タートムからの信用に傷はつかないのか？」

「ついているわよ。現在進行形で」

　シズヤは事もなげにさらりと言った。上の評価など、特に気にしてもいない様子である。

「でも今回ばかりは、私が失敗しても、タートムの人達にとっては都つ合ごうがよかったりもするみたいね」

　シズヤの言葉に、レージクは鼻を鳴らした。

　フェリオ達とレージクとがこれから潰つぶしあえば、国内の兵力を互いに削けずることになる。アルセイフの弱体化は、敵国であるタートムにとっては歓迎すべき事態のはずだった。

「──どうやら俺おれは、相当に信用されていないらしいな」

　レージクはこの国をタートムに渡してしまうつもりだが、タートムの内部でも、その言を信じる者と信じない者とがいる。つまり、自身の即位のためにタートムを利用し、玉ぎよく座ざを得た後には裏切るのではないかと思われているのだ。

　シズヤが悟さとったような声で囁ささやく。

「当然よ。玉座についた途と端たん、権力に狂くるっちゃう人って多いから。貴方あなただって、好き勝手やるつもりなんでしょう？」

「可能な範囲で好き勝手やることは否定しないが、ここまできてタートムに反抗するほど馬ば鹿かじゃない。アルセイフとタートムの間に、どれだけの戦力差があると思っている？」

「私に言わないで。貴方を信じていないのは、本国の偉えらい人達」

　シズヤはすっとぼけた口調でそう言った。傍かたわらに差し出されたティーカップを口に添そえながら、レージクは笑う。

「へぇ。お前は俺を信用しているのか。そいつは知らなかった」

「えぇ、信じてるわ。だって──貴方はとっても、繊せん細さいだもの」

　シズヤの口の端に、酷こく薄はくな笑みが浮いた。

　眉まゆをひそめるレージクの耳元に、彼女はそっと囁きかける。

「子供の頃ころの記憶に怯おびえて、今でもうなされて、ついにはそのために国まで売ろうとしている──ほんと、子供みたいに可愛かわいい人……」

　レージクは書類からシズヤへと視線を移し、彼女の澄ました顔を険けわしく睨にらんだ。シズヤはからかうような手つきで、レージクの腕に指を添える。

「変な寝ね言ごとと、あの壊こわれたオルゴールがヒントね。ちょっと調べさせてもらったら、陛へい下かが子供の頃、タートムに行った時のお話が──」

「……黙れ。口を閉じて出て行け。今は仕事中だ」

　珍しく、レージクは感情を露あらわにして呟つぶやいた。シズヤは口を閉ざしたが、顔は嗤わらっている。

　心を覗のぞかれたことに怒りを覚えながら、レージクは自分の拙まずい反応を意外にも思った。いきなり図ず星ぼしを突かれたとはいえ、とぼけることもできたはずなのだ。だが、理性よりも先に感情が反応してしまった。

　シズヤがレージクの耳元に唇くちびるを寄せた。

「──怒った？　ごめんなさい。そんなことを話しにきたわけじゃないの。一番の用件は、弟さんと反はん乱らん軍ぐんのこと──」

　レージクは無言のまま、シズヤが話すのに任せた。

「政せい務む卿きようの解放を訴うつたえながら、カリウス家の兵が動き始めたわ。今、こっちに向かっているって──そろそろラシアン卿の軍と合流する頃ころかしら。明日か明後日には、まとまった数の反乱軍が成立するはずよ」

　待っていたその報告に、レージクは眼めを細めた。

「……そうか、いよいよか。クラウスにはもう知らせたのか」

　軍ぐん務む卿きようのクラウス・サンクレットは今、アルセイフでもっとも多た忙ぼうな官僚として働いていた。フェリオとラシアンの挙きよ兵へいは予測通りとはいえ、いざ動いたとなれば彼はさらに忙いそがしくなる。

　シズヤは首を横に振った。

「知らせるまでもなく、あの人の配下の斥せつ候こうも動いているわ。私達よりちょっと遅おくれてるけど、交こう易えき会社の通信網って馬ば鹿かにできないわね」

　シズヤは背を向け、肩口から悪戯いたずらっぽく振り向いた。

「私のホムラはちょっと怪け我がしちゃって、飛ぶのには支し障しようがないけど戦えないの。戦いの方は手伝えないけれど──大丈夫かしら？」

「まともな戦場でお前に手伝われたら、母上を殺したのも俺おれの依頼だと、諸しよ侯こうに教えるようなもんだろう。もし不安なら、ラシアンかフェリオか、適当な要よう人じんを仕し留とめてきてくれ。そうすれば瓦が解かいする軍勢だ」

　さして期待もせずに、レージクは軽い口調で言った。ラシアンの領地から王都までは、早はや馬うまで一日の距離しかない。徒と歩ほの兵隊を連れてのろのろとやってくるにしても、せいぜい三日ほどの行こう程ていである。兵が揃そろったとなれば、暗殺の機会もそうそうないはずだった。

　シズヤは口元に細指を添そえた。

「そうね。私が行ければいいんだけれど、ホムラには無理をさせられないし、連絡の都つ合ごう上、王都を離れるのも具合が悪いし──一応、〝使い捨て〟の連中にやらせてはみるけれど、期待はしないでおいて」

　レージクは眉まゆ根ねを寄せた。

「……使い捨て？　仲間に対して、随ずい分ぶんな言いい草ぐさだな」

　シズヤは薄く笑った。

「仲間っていうか、道具ね。腕はそれなりなんだけど、薬で心が壊こわれちゃった人達。生かしておいても余よ命めい幾いく許ばくだから、こういう時に使っちゃうの」

　レージクは口元だけで笑い、シズヤを見あげた。その眼は我知らず据すわっている。

「──それもラトロアの新技術か？」

「副産物らしいわよ。まだ研究中だけど、成功すれば、忠実な兵隊さんがたくさん作れるんだって。もっともタートムが入手したのは、その研究過か程ていの一部──だから実験も兼ねて、こういう時に投入するの」

「俺おれの依頼は、ちょうどいい実験台ってわけか」

　レージクは自じ虐ぎやく的てきに呟つぶやいた。要するに、彼女達にとってレージクの依頼とはその程度のものなのだ。

　シズヤは首を横に振った。

「ひがまないで、陛へい下か。薬で壊こわれていても、腕はそれなりだし、判断力もあるわ。それに私──人殺しって、苦にが手てなのよね。だから他ほかの人にやってもらうの」

　確実に二ふた桁けたの人間を殺してきたはずの女は、そう嘯うそぶいて素早く部屋を後にした。

　レージクは、何食わぬ顔で書類仕事へと戻る。

　しばらくしたら、カリウス家挙きよ兵へいの報を聞いたクラウスが慌あわててやってくるだろう。

　その瞬間には、彼に不ふ審しんがられないよう、せいぜい演技をしなければならない。

　機械仕じ掛かけの人形のような手つきで、レージクはただ書類に判を押し続けた。
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　軍ぐん務む卿きよう、クラウス・サンクレットは、慣れない軍服に身を包み、会議の席にいた。

　話し合いに一区切りがついたところで、その細い眼めで会議の席を睨ねめ回す。

　居並ぶ諸しよ侯こうの反応はさまざまである。びくりと身を竦すくませる者、毅き然ぜんとしつつも冷ひや汗あせを隠かくせぬ者、我関せずと傍ぼう観かんを決め込む者──

　真まっ向こうからクラウスを睨にらみ返すような貴族は、この場に残っていなかった。

　去った隻せき眼がんの友人のことを、ほんの一瞬だけ脳のう裏りに浮かべた後、クラウスは低く声を紡つむいだ。

「ラシアン卿きようが兵をあげるのは時間の問題です。斥せつ候こうからもその報告を受けています」

　老齢の貴族の一人が、おずおずと口を挟はさんだ。

「ですが──事がそこに至る前に、互いに話し合い、説せつ得とくして歩み寄ることも──」

「おとなしく出しゆつ頭とうするよう、書状は送りましたが、返信はありません。それどころか──」

　クラウスは、机に並べた書類を取り上げた。

「これはラシアン卿が諸侯にあてた手紙の写しですが……こんな文もん言ごんを連つらねて、乱を煽あおっている始し末まつです。こちらとしても相そう応おうの対たい処しよをしなければ、それこそ王おう威いを汚けがすことになります」

　手紙には、ラシアンにとって都つ合ごうのいいことばかりが書かれていた。その手紙のせいで、レージクに味方するはずだった諸侯の腰も重い。クラウスにとっては忌いま々いましいことだったが、外がい務む卿きようの政治力を改めて思い知らされた。

　軍務卿になったばかりの若わか造ぞうの自分と、王位を得たばかりの同じく若いレージクとでは、諸侯を説得し切れなかった。幾人かは従い、ラシアン討とう伐ばつの軍を組織するために領地へと急ぎ帰ったが、城にはまだ、事態の推移を見守ろうとする貴族達が残っている。

　ラシアンがいざ兵をあげれば、彼らは即そく座ざに自領に逃げ帰ることだろう。

〝この国の貴族は、いつからこんなに──〟

　そんな思いをこめて、クラウスは溜ため息いきを吐ついた。

　和わ睦ぼくの提案をしてきた貴族はまだいいほうで、国のことを考えようとしている。しかし、態度を保留にして日和ひより見みを決め込む貴族の多さには、さすがに辟へき易えきした。

　もともとアルセイフの王政は、〝絶対の権力〟ではない。諸しよ侯こうは王を盟めい主しゆとして奉まつり上げているが、それぞれは自領を治める領主でもあり、過去の歴史では時に王を脅おびやかす存在ともなってきた。

　これが諸外国との対決であれば組織も固まりやすいが、今回は内乱で、しかも両者の意見が真まっ向こうから割れている。どちらが有利なのか、またどちらが正しいのか、傍はた目めには戦力も主張も拮きつ抗こうしており、そのことが諸侯を迷わせていた。

　ラシアンの打った手も上手うまかった。彼は僻へき地ちの貴族に対しては、手紙で〝協力〟を呼びかけずに、〝他国の動きに警戒しつつ、冷静になって傍ぼう観かんする〟ことを推すい奨しようしたのである。

　いまさらながらに、彼を取り逃がしたことが悔くやまれた。

「ラシアン卿きようはフェリオ様を傀かい儡らいとして、政権を乗っ取るつもりです。あの切れ者の野や心しんには感かん服ぷくしますが──ことここにいたって国政を混乱させることは許されません。皆様におかれても、賢けん明めいな御判断を期待します」

　クラウスは和睦の提案をはねつけると、すっと席を立った。腰のさだまらぬ貴族の相手をしている暇ひまはもうない。今の王都では、サンクレット家の私兵が中心となって、迎げい撃げきと防衛の準備が進んでいる。

　馬を止める柵さくをつくり、弓兵を置く櫓やぐらを立て、さらには兵そのものの訓練も進められていた。

　レージクから総指揮を任されたクラウスは、商人達を束たばねる要領で部隊を細こまかく分け、それぞれが円えん滑かつに動くようにと指揮系統を構築した。

　敵も味方も戦いくさに慣れない兵だが、王都の立地を生かして防御の態勢を整えられる分、戦略的にはクラウス達のほうが有利である。レージクに味方する貴族の増ぞう援えんも期待できるため、籠ろう城じよう戦せんになれば勝しよう算さんは高い。

　待ち構えて迎撃し、攻めにくさで相手の戦意を挫くじく──それがクラウスの決めた方針だった。そこには、精せい鋭えい揃ぞろいの王宮騎士団と野や戦せんでは戦いたくないという本ほん音ねもある。

　会議の席を後にしたクラウスは、従者を引き連れて外に出た。

　城の周囲では、街まちの人間も駆り出して、防ぼう壁へきの強化などの土木工事が進んでいた。

　アルセイフの城は、今まで他国に攻められたことがない。かつて内乱ならあったが、その頃ころとは城の形も変わっている。いざ防戦となると、見直すべき個所はいくらでもあった。

　クラウスはその弱点を一つ一つ潰つぶすようにして、的確に工事の陣じん頭とう指揮をとっていた。軍隊の再編成、城と街の防備の見直し、さらには諸侯の説せつ得とく工作──ここのところのクラウスは、それこそ目が回るほどに忙いそがしい。

　今のクラウスは、〝多た忙ぼう〟に逃とう避ひしていた。忙しく動き回っている間は、妹のニナの死について思いださずに済むし、泥どろのように疲れて寝台ベッドに入れば、うなされはするもののどうにか眠れる。

　その代わり、蓄ちく積せきした疲労はクラウスの人にん相そうまでを険けわしく変えつつあった。

　表に出て、工事の進行を眺めていたクラウスの傍そばに、城の衛兵が駆けてきた。

「軍ぐん務む卿きよう閣かつ下か！　斥せつ候こうからの急報です！」

　敬礼もそこそこに、兵は声を張った。

　クラウスは鷹おう揚ように頷うなずく。報告の内容は聞かずとも想像がついた。

　兵は早口に報告を告げる。

「カリウス家をはじめとする一部の諸しよ侯こうが、ついに兵を動かしはじめました！　ラシアン卿きようの反はん乱らん軍ぐんに呼こ応おうした形と思われます。報告の時点では、まだ合流は果たしていなかったようですが、おそらく今いま頃ごろは……」

「反乱軍の兵数は？」

　部下達の手前、クラウスは微み塵じんも動揺を見せずに問いかけた。

「は。現在のところ、ラシアン卿の勢力が約千、それに協力する諸侯の兵が合わせて二千ほどと思われますが、これからの合流でさらに増える可能性があります。正確な数字はまだ把は握あくできませんが──」

　その報告に、クラウスは頷いた。レージクから離り反はんした貴族の名は幾人か把握していたが、他ほかにもラシアンに与くみする者はいると見ていい。これから各部隊が合流して、最終的には三千から四千程度の兵力となって王都に着くことが予想できる。

　軍ぐん閥ばつでもない貴族が、この短期間でそれだけの兵を集めたことは瞠どう目もくに値あたいした。

　ラシアン・ロームの領地では、臣しん民みんから領主への信頼が厚いと聞いていたが、そのことがこの有ゆう事じにおいて兵を集めやすくさせたのかもしれない。

　敵としては厄やつ介かいだが、受けて立つ覚かく悟ごも、その準備もできている。

「すぐ全軍に通達を。工事はどうしても必要な個所だけに絞しぼり、今後はできるだけ、兵を休ませなさい」

　クラウスはそう指示を出した。

　ラシアンの領地は王の直ちよつ轄かつ地ちと隣接している。彼らが今の時点で動き始めていたとしても、決戦は早くて二日後だが、戦いくさに慣れない兵を強行軍で進ませるとは思えない。

　王都への到着は三日後から四日後あたりと見当をつけ、クラウスは気を引き締めた。

　そこからさらに何日か持ちこたえれば、ラシアン追つい捕ぶの命令を出した貴族達の軍も整う。そうなれば王都の軍と彼らとで、反乱軍を挟きよう撃げきすることも可能だった。

　軍をまとめる指揮官の眼めとなって、クラウスは空を見上げた。

　真っ青に晴れ渡った空の、挽はるか彼方かなたに──黒く分厚い雲が見えた。

　久方ぶりの雨がきそうな気配である。

　今夜中には通過するだろうが、雲はちょうど、ラシアンの領地に向けて動いていた。

　その雨が、反はん乱らん軍ぐんの体力と戦意を少しでも奪ってくれることを期待しつつ、クラウスは身を翻ひるがえした。
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　カリウス家一門の兵、約二千がラシアンの領地についたのは、その日の夕刻のことだった。

　囚とらわれの政せい務む卿きよう、ダスティア・カリウスに代わって軍を率ひきいてきたのは、長男のアゴールである。

　彼は四十に近い小柄な中年男で、容よう姿しは父親によく似ていた。背が低いわりに、妙に大きな存在感があるところもそっくりである。

　出迎えに立ったフェリオは、これまで彼と話したことがなかった。

　日ひ頃ごろは当主のダスティアに代わって、彼が領地を治めているらしい。国王の葬そう儀ぎにも参列する予定だったが、たまたま風邪かぜをこじらせて寝ていたために、これまで今回の事件の外側にいた。

　一通りの挨あい拶さつを済ませ、今後の方針について協議した後、ラシアンはアゴールを屋敷に泊めようとした。

　しかし当のアゴールは、〝恐れながら〟とそれを固こ辞じした。

「戦いくさを控えた兵達が天幕テントに寝ね泊とまりしているというのに、私だけが柔らかい寝台ベツドに寝ていては、部下に対して心苦しく思います。どうぞ、お気き遣づかいなく──」

　穏おだやかな低い声で、アゴールはそう応こたえた。

　ラシアンは慣れているらしく、苦笑して冗じよう談だんを返す。

「さてさて。そうなると、私も天幕テントで眠ったほうがいいでしょうか」

「ここは貴方あなたの領地です。領主が屋敷にいなくてどうしますか」

　にこりともせずに言い置いて、アゴールは屋敷を出て行った。その背を、フェリオは呆あつ気けに取られて見送ったものである。

　貴族である彼がラシアンの屋敷に泊まっても、兵達はそれを当然として受け止めるだろうし、またいないほうが、近衛このえの者達は気が休まるはずである。彼が天幕にいたからといって、他の兵達がより楽になるわけでもないのだ。

　兵達の張った天幕に彼が戻った後で、ラシアンはフェリオに笑みを向けた。

「今の方かたを、どう思いましたか？」

「はい。実直そうな方とお見受けしました」

　ラシアンは、指先で顎あごを撫なでながら頷うなずいた。

「確かに、実直な男です。ですが、同時に頭の回る男です。彼が私の屋敷に泊まらないのには、兵の士し気きが云うん々ぬんというのとは別の理由があります」

　ラシアンの言に、フェリオは首を傾かしげた。外がい務む卿きようは人を食った顔で笑う。

「つまり警戒しているのですよ。我々の中に、〝内ない通つう者しや〟がいないかと──なにせ、レージク様の動きが見事すぎました。よほどに腕のいい間諜スパイを抱えているのでしょうが、その連中が、徴ちよう兵へいした者達の中に紛まぎれ込んでいる可能性もあります。用心に越したことはありません」

　溜ため息いき混じりに言って、ラシアンは肩の凝こりをほぐそうと首を回した。

「そうした者が襲ってきても、いざという時にすぐ兵に通達を出せるよう、傍そばにいたいという事情もあるのでしょう。父親が囚とらわれているというのに、あの落ち着き──有ゆう事じの官僚とは、かくありたいものです」

　言われてはじめて、なるほどとフェリオは納なつ得とくした。

　アゴールは政せい務む卿きようの後こう嗣しと目もくされている。彼の行動と思し考こうを威い厳げんのあるものにしているのは、その自覚らしい。

　出陣を翌朝に控えた前夜とあって、その日は早めに休息を取るよう、通達が出された。
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　日暮れと同時に降り始めた雨は、夜半に豪雨となった。

　大きな寝台ベッドでぐっすりと眠っていたリセリナは、空から響いた不意の雷らい鳴めいに眼めを覚ました。

　雷鳴の去った後には、窓を叩たたく雨音と、かすかなフェリオの寝息が耳に聞こえた。雷かみなりでも起きないほど、眠りが深いらしい。

　部屋の中、リセリナはそっと身を起こした。

　すぐ隣の寝台に眠るフェリオの安らかな寝顔を、少しだけ覗のぞき見して、くすりと笑う。

　初めての出陣を控えているというのに、彼は日ひ頃ごろと変わらない様子だった。神経が太いのか、それともこの数日で激動した情勢に慣れたのか──両方かもしれない。

　同じ部屋にいるのは、彼女とフェリオだけではなかった。護ご衛えいとして、騎士のライナスティとディアメルも簡かん易い寝台ベッドで眠っている。金髪の青年は身を丸めて、黒い肌はだの娘は両手を体の上で揃そろえて、それぞれに睡眠をとっていた。

　常ならば、貴き人じんの寝しん所じよにこうした形で泊まることはあり得ないらしいが、今は暗殺者が怖こわい状況である。

　いつでも戦いに移れるよう、用心に用心を重ねて、全員が自らの武器を脇わきに置いていた。

　リセリナは寝台を下りて、水差しの置かれたテーブルに歩み寄った。

「──眠れませんか」

　声をよこしたのは女騎士のディアメルだった。寝起きらしく、声は少し掠かすれている。

「すみません。起こしちゃいましたか？」

　彼女は感覚が鋭するどい。特殊な能力を付加されたリセリナ達ほどではないだろうが、この世界の常じよう人じんとしてはかなりのものである。南方出身の民は総じて感覚に優すぐれているらしいが、その中でも彼女は特別だと聞いた。

　ディアメルは寝そべったまま、ごく小さな声で囁ささやく。

「リセリナ様のせいではありません。雷かみなりでたまたま眼めが覚めただけです。それより貴方あなたのほうは？　ただでさえ慣れない環境でしょうに、寝ておかないと行こう軍ぐんが大変ですよ」

「ありがとうございます。でも大丈夫です。私もちょっと眼が覚めちゃっただけですし、これでも結構、頑がん丈じようですから」

　リセリナは声を潜ひそめてそう返した。ディアメルは「そうですか」とだけ言って、後は口と眼を閉ざした。

　──そう。多分、この場の誰だれよりも、私が一番〝頑丈〟なはず──

　若じやつ干かんの自じ嘲ちようを込めつつ、リセリナは心中でそう呟つぶやいた。

　元の世界で、リセリナは人から失敗作とも言われていたが、その理由は〝昇しよう華か時の暴走〟にあり、身体的にはまったく問題がない。

　昇華とは、思し考こうや感覚が戦闘のために特化した状態を指す。昇華中には、論理的な思考力や言語能力、それに感情の多くを失うが、その分、反射神経や咄とつ嗟さの判断力が大幅に向上する。

　たとえば──認にん識しき票ひようを持っていない敵の殲せん滅めつを命じられた場合には、たとえ相手が命いのち乞ごいをする女子供でも、一いつ切さいの迷いを捨てて即そく座ざに殺すことができる──つまり、リセリナ達の技術における〝昇華〟とは、人間の思考をより機械に近づける質のものだった。

　作戦の前に、腕輪の端たん子しから昇華中の条件を入力されると、あとにはその条件に従って動く人形が出来上がる。ただしこれは脳にも体にも負ふ担たんが大きいため、通常は安全装置として、時間の制限もかけられる。リセリナを追ってきたイリス達も、この世界に来た際には昇華状態にあったが、今は元に戻っているはずだった。

　成功した被ひ験けん体たいである彼らは、自らの意思でも条件を設定して昇華することができる。身体的な負担やデメリットもあるだけに、気軽にスイッチを切り替えるようなわけにはいかないが、このことは彼らの強さにつながっていた。

　リセリナは、その点では失敗した素材だった。彼女は作戦のデータを入力されても、人じん為い的てきな措そ置ちでは昇華状態にならない欠けつ陥かん品ひんだったのである。

　リセリナの昇華は、〝自らの生存本能〟によってのみ発動してしまう。つまり、切せつ羽ぱ詰つまった恐怖や疲労、それに怒りなどが引き金となり、自らの意思とは無関係に、逃とう避ひ行動に近い形で昇華が起きるのだ。その暴走じみた特性のためか、本来ならば保たれるはずの昇華中の記憶さえもが飛んでしまう。

　発動そのものがエラーに近いだけに、安全装置としての時間制限も明確にはない。まるで獣けもののように勝手気ままに過ごして、眠った後にやっと元に戻るという、半なかば二重人格的な状況が続いている。

　仲間には、昇しよう華か中のリセリナは穏おだやかな虎とらのようだと言われていた。何者をも寄せつけず、孤こ高こうの時を過ごす密みつ林りんの王者──そんな印象らしい。

　リセリナ自身、その録画映像を見せられた時には驚いた。超ちよう然ぜんと冷ややかにカメラを見み据すえ、悠ゆう々ゆうと構える様さまは、確かに猫ねこ科の動物に似ていた。もっとも、昇華中の彼女はさほど獰どう猛もうではなく、人を避ける傾向こそあったが、逃げる者を傷つけたりはしなかった。もし暴れて人を襲うようであれば、すぐに〝処分〟されていたに違いない。

　その後、欠けつ陥かんの原因が解明される前に、彼女は仲間達を裏切って追われる身となり、そしてこの世界にやって来た。

　そんな自分が、今、ここにいる──そのことを、リセリナは不思議に思っていた。ほんの一ヵ月ほど前までは、まるで予想もしていなかったことである。

　テーブルの水差しで喉のどを潤うるおした後、リセリナは再び寝台ベッドに潜もぐり込もうとした。

　その時、激しい雨の音に混じって、異質な風の音が聞こえた。

　嵐あらしの風とは少し違う。

（……鳥の羽音──？）

　そう気づくや、リセリナはびくりとして窓に駆け寄った。

　シルヴァーナとウルクは昼のうちに出しゆつ立たつしていた。もちろん玄げん鳥ちように乗ってではなく、旅装に化ばけての旅路である。

　その道で何かの変事が起き、シルヴァーナが玄鳥と共に戻ってきたのかと思ったのだ。

　窓を開けると、夜空では雨と風が踊っていた。

　髪が濡ぬれるのも厭いとわずに、リセリナは頭を外へ出す。

　その時、雷光が閃ひらめいた。

　眩まばゆい閃せん光こうの中に、一瞬だけ、巨鳥の影が浮いて見えた。夜空を遮さえぎるようにして、地上の様子をうかがい──眼下を狙ねらって急降下してくる。

　その真下には、兵達の天幕テントが並んでいた。

　シルヴァーナじゃない──そう気づくや、リセリナは咄とつ嗟さに床ゆかを踏み鳴らした。

「フェリオさん、起きてください！　敵です！」

　甲かん高だかく叫ぶが早いか、自身は窓から外へ身を躍おどらせる。逸いち早はやくディアメルが、続いてフェリオ達が眼めを覚ます気配を背後に感じながら、リセリナは外へ飛び降りた。二階の高さから、それこそ猫に近い身軽さで難なく着地する。

　天幕のあのあたりには、確か──アゴールという名の、高位の貴族がいるのだ。

　その人物のことをリセリナはよく知らなかったが、しかし今のフェリオ達にとって大切な同志であることは承しよう知ちしている。

　急降下した玄げん鳥ちようは、天幕テントの一つを切り裂き、再び上空に舞い上がった。

　襲ってきた玄鳥は、おそらくは王都でフェリオを襲った者か、あるいはその仲間だろうとリセリナは判断した。

　背後の窓から、起きてきたフェリオが声をよこす。

「リセリナ！　すぐに行くから、無理をするな！」

「大丈夫です！　アゴール様のことは任せてください！」

　早口にそう返事をしておいて、リセリナは雨中を一心に走り出した。
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　出陣を明日に控えた兵達は、天幕テントの内側で休養の眠りをとっていた。

　その中に一人、一ひと際きわに若い少年が混ざっている。

　ローム家の領地に住むその少年の名は、エンジュ・シェパードといった。

　ほんの数日前まで、彼の周りには奇妙な人々がいた。

　神の御み使つかいと名乗った、得え体たいの知れない人々──

　かぼちゃ頭のパンプキン、姿の見えないカトル、怜れい悧りな美青年のバニッシュ、幼く人見知りの激しいシア、筋肉質の中年男ムスカ、そして、彼らを束たばねる黒髪の少女、イリス──

　神殿から来た騎士に〝来訪者ビジター〟と呼ばれていた彼らは、つい先日、エンジュの家から出て行った。

　その後、ぽっかりと心に穴が空いたような気分で呆ほうけていたエンジュの元に、徴ちよう兵へいの知らせが来た。

　その知らせは、エンジュには関かかわりのないものだった。

　徴兵の対象は家長と長男を除く十八歳から三十五歳の男で、エンジュは独ひとり身みの家長であり、同時にまだ十六歳だった。つまりは徴兵の対象からまったく外れていたのである。

　だからエンジュは今、自ら志願してこの場にいた。

　そうした志願兵は他ほかにも多い。村の力自じ慢まんや、血けつ気き盛んな者達は進んで兵隊に加わっていたし、若い者達の間では〝戦いくさに行った〟という事実が箔はくになる。つまりはそのくらい、アルセイフという国は戦乱から遠ざかっていたのだが、エンジュの動機は彼らと違っていた。

〝あの家に、一人でいたくない──〟

　それは、ひどく子供じみた思し考こうだったかもしれない。来訪者ビジター達が一度に去ってみると、エンジュは途と端たんに寂さびしさを感じたのだ。親が死んだ時にも感じたのと似た虚きよ無む感かんが、どうしようもなく心を締め付け、気がつくとエンジュは志願兵としてここに来ていた。

　一人で暮らし続けることに飽あきていたのかもしれない。何か──何でもいいから、〝自分にできること〟をしたいという欲求もあった。

　戦乱に加わる理由としては、馬ば鹿かげていると自分でも思う。

　それでもエンジュは、この戦いをきっかけにして新しい世界に触れたかった。

　それが素晴らしい世界である必要はない。たんに、今までと違う刺激であればそれでいい。

　ともすれば周囲と肩が触れがちなほどに狭せまい天幕テントの中で、エンジュは毛布にくるまっていた。

　夜が更ふけるにつれて、雨足は強くなるばかりだった。出陣前夜だというのに、先行きが不安になる天候ではある。明日には止むだろうが、行軍の道は酷ひどい状況になっているだろう。

　雨音に重なって、不意に雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　エンジュはますます眠れなくなり、寝そべったまま、改めて考えた。

　──自分の選択は、本当にこれでよかったんだろうか。

　村で世話になっていた弓ゆみ師しの老ろう爺やからは、戦争に参加するなどやめろとしきりに止められた。徴ちよう兵へいに引っ掛かる年齢としならばともかく、わざわざ自分から志願していくなど言ごん語ご道どう断だんだとも言った。

　今回の戦争は、他国からの侵しん攻こうがあったわけでもない。貴族、王族同士の内ない紛ふんである。〝故郷を守る〟という大たい義ぎ名めい分ぶんさえないそんな戦争に関かかわるなど、確かに今までのエンジュならあり得なかったと思う。

　──来訪者ビジターの一人、ムスカという男に、エンジュはこの国の諸もろ々もろの事を話して教えた。その時、彼が話していた言葉を今になって思いだす。

〝戦争が起きる理由は主に三つある。一つ目は土地や物資や財産の奪い合い。二つ目は価値観や思想の相違による諍いさかい。そして三つ目は、この二つの理由によって起きた戦争に対する怨えん恨こん──〟

　他ほかにもあるかもしれないと断った上で、ムスカはしみじみとそう言った。

　彼の世界では、戦争が盛んだったらしい。そして彼は、エンジュが平和だと言ったアルセイフのことを、しきりに褒ほめていた。

〝それは得え難がたいものだから、大事にしなければいけない〟と言っていた。

　しかし、エンジュは戦いに加わる選択をした。他の来訪者ビジター達にとってはどうでもいいことのはずだが、ムスカはきっと、いい顔をしないだろう。

　再び雷鳴が轟いた。

　ふとエンジュは、その音に違い和わ感かんを覚えた。

　雷鳴に合わせて、風を切る音が耳に迫った気がしたのだ。

　その直後、エンジュのいる天幕テントのすぐ近くで、激しい衝しよう突とつの音が響いた。

　眠っていた兵達も飛び起きるほどの音である。

　初めから眼めを覚ましていたエンジュは、すぐに天幕の隅すみに置いた愛用の弓と矢や筒づつを取り上げ、逸いち早はやく外に走り出た。

　数すう瞬しゆん遅おくれて、周囲の天幕からもぞろぞろと兵が顔を出してくる。

　闇やみの中、エンジュは周囲の様子をうかがった。

　異変は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　少し先にあった、もっとも大きな天幕テント──カリウス家の兵を率ひきいるアゴール卿きようが眠っていた天幕が、その屋根を完全に崩くずされていた。

　風の仕し業わざかとも思ったが、そこまで強い風は吹いていない。

　エンジュは夜空を見上げた。

　真っ暗な空には何も見えない。雨雲のために、星も月も遮さえぎられていた。

「玄げん鳥ちようの襲撃だ！　アゴール様をお救すくいしろ、下した敷じきになっている！」

　見張りをしていた兵の誰だれかが叫んだ。

　それと同時に、再び空から風が落ちてきた。

　起きたばかりのエンジュは──夜空に向けて、すっと矢を番つがえた。

　玄鳥のことは、話には聞いていた。アルセイフの近辺に棲すむ玄鳥は、せいぜい鷹たかと同じ程度の大きさだが、先だって軍ぐん務む卿きよう達を襲った玄鳥は、セブラズ山地に棲む最大種のものだったらしい。

　だが──

　所しよ詮せんは、鳥だ。

　エンジュはそう思った。
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　自分の本職は狩人かりうどである。獣けものに怯おびえていては生計も立てられない。

　眼めを覚ましたばかりの他の弓兵達は、まだ矢を撃てる状態になかった。

　雨と共に、天幕テントの傍そばに黒い風が落ちてくる。その直前、周囲に点ともされた篝かがり火びに燃料が足され、闇やみ夜よに迫る巨鳥の影が浮かび上がった。

　黒い羽毛の中に、ほんの一瞬だけ、さらに黒い眸ひとみがきらめいた。

　その刹せつ那なを見計らって、エンジュは下から矢を射い掛かけた。

　雨と風に負けぬよう、限界まで弦つるを引き絞しぼり、そして鳥の速度と進む方向を瞬しゆん時じに予測して、その場所にその瞬間、矢が到達するように──

　それは、エンジュが子供の頃ころから狩人として修練を積み、そして自然と身につけた技術だった。

　エンジュにとって、弓矢は手足の延長である。ずっと一人で狩かりをしていた彼自身は気づいていなかったが、その技術はいつのまにか、人の言う〝達たつ人じん〟の域いきにまで達していた。

　来訪者ビジター達はもちろん、この軍隊での上官達も、そして長年の付き合いである村人達さえも知らなかったその技ぎ量りようが、この突発的な事態において、当人の自覚もないまま発揮されたのである。

　一直線に飛んだ矢は、吸い込まれるようにして玄げん鳥ちようの左目を射抜いた。

　黒い巨鳥の絶ぜつ叫きようが響き渡り、鳥は暴れながら空に舞い上がった。ひどく揺れてまともに飛んではいなかったが、それでもどうにか、この場から撤てつ退たいしていく。

　狙ねらって撃って、そして当たった──

　エンジュ自身にとっては、たったそれだけのことだったが、その場にいた兵達からは一いつ斉せいに歓かん声せいがあがった。兵達のほとんどは、その結果を〝偶ぐう然ぜん〟か〝奇き跡せき〟と見たのだ。

「おい、やったな！　若いの」

　同じ天幕に寝ていた狩人出身の中年男が、エンジュの背を思い切り叩たたいた。

　エンジュは曖あい昧まいに笑って頷うなずく。きちんと狙い通りに当たったことには安あん堵どしていたが、今はアゴール卿きようの安あん否ぴがまず気き遣づかわれる事態だった。こうした時に、あまり大喜びをする性格でもない。

　天幕は簡かん易いなものだったが、骨組みには材木が使われている。打ち所が悪ければ死にかねないし、骨を折っていれば今後の指揮が難しくなるはずだった。

　すぐに崩くずれた天幕のほうへと、兵達が集まっていく。その間にも、アゴール卿と共にいた護ご衛えいの兵達が、次々と天幕から這はい出してきた。

　中には軽傷を負っている者もいたが、玄鳥が戻ってくる気配はなく、救出作業は順調に進みそうだった。

　エンジュは弓を置き、その輪に加わろうとした。

　背中を叩いた中年の兵が、ぼやくように呟つぶやいた。

「それにしても、えらく強ごう引いんな襲撃だったな。アゴール卿を狙ったタートムの仕し業わざだろうが、こんな荒っぽいやり方じゃ、標的を殺やれるかどうかも運うん次し第だいじゃねぇか」

　舌した打うちまじりに言って、兵は作業に入る。

　エンジュも言われてみて気づいた。あのままエンジュの矢が当たらなければ、ここは大混乱に陥おちいっていただろう。この雨の中でしかも夜のこと──混乱すればするほど、玄げん鳥ちようで〝標的〟を確実に仕し留とめることは難しくなる。

　やがて天幕テントがどけられ、そこから壮年の小男が助け出された。威い厳げんに満ちた顔をやや無ぶ愛あい想そうに歪ゆがませつつ、兵達に肩を借りて立ち上がる。

「ご無事だ！　アゴール卿きようはご無事だぞ！」

　兵達に安あん堵どが広がった。

　エンジュはその時、貴族というものを初めて直じかに見た。アゴールというその中年男は、どことなく弓ゆみ師しの老ろう爺やに似ていた。顔そのものが似ているわけではなく、頑がん固こそうな表情や、鋭するどい眼めつきに共通点があったのだ。立場を入れ替えたとしても、さほどおかしくない。

　つまりは、貴族といっても普通の人間である。

　道を開けようとして、エンジュは脇わきに寄った。動いたエンジュの視界に、アゴールの背後──少し離れた位置に立つ、一人の兵の姿が見えた。

　男はその手に、短剣ダガーを隠かくし持っていた。エンジュの位置から、その刃やいばの光がわずかに見えた。

（……え？）

　一瞬、呆あつ気けにとられた。男はいたって目立たぬ風ふう貌ぼうで、その姿は他の兵達に埋まい没ぼつしている。

　周囲の人間は、彼のことを気にもしていなかった。

　この場には、外がい務む卿きようラシアン・ロームの兵と、アゴールが領地から連れてきた兵とがいる。そのために、見慣れない顔であっても不ふ審しんには思われにくい。

　エンジュが見つめる前で、男は何気ない足取りでアゴールとの距離を詰め、そして──

「待ちなさい！」

　甲かん高だかい少女の声が唐とう突とつに響き、周囲で風が動いた。

　燕ツバメが飛び出したのかと見み紛まごう速さで、声の主ぬしがアゴール卿と男の間を素早く遮さえぎる。

「近衛このえの方々はアゴール卿を守って、ラシアン卿の屋敷へ！　急いでください！」

　甲高く声を張ったのは、黒髪を雨に濡ぬらした少女だった。顔は見えないが、機き敏びんに動けそうな短いスカートに、袖そでの広い従者の上着をまとっている。

　周囲の兵が呆ぼう然ぜんとする中、少女は兵の一人──短剣ダガーを隠し持った刺し客かくに向けて、飛びかかった。

　闇やみの中で、その手の甲こうが鈍にぶく発光している。

　刺客の男は、舌打ちと共に短剣を少女に向けて突き込んだ。

　──〝刺された〟と、エンジュは思った。

　少女の動きは速かったが、その動きの速さゆえに、相手の突きに対応し切れたようには見えなかった。

　刺し客かくの男はしかし、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべ、そのまま逃亡にかかる。

　少女は追う。その足元の水みず溜たまりに、真っ二つに折れた短剣ダガーの刃が落ちた。

　今の一瞬に何が起きたのか、他の兵達にはもちろん、エンジュにもわからなかった。その少女が刺客の動きに気づき、そしてアゴール卿きようの危き難なんを救ったことは間違いない。だが、何をどうすれば短剣ダガーの刃が一瞬で折れるのか、それがわからない。

「この人、暗殺者の仲間です！　気をつけて！」

　少女が叫びながら追う。

　兵に化ばけていた暗殺者は身を翻ひるがえして右に折れ、ちょうどエンジュのいる方向へと逃げてきた。

　エンジュは身構えた。弓はすでに置いてしまったが、咄とつ嗟さに体当たりで止めようとする。

「だめ！　まだ武器をもって──」

　少女の声がした。刺客の左手に、もう一本の短剣ダガーが閃ひらめいた。

　気づくなり、エンジュは身を硬かたくする。

　避よけきれない──

　そう思った次の瞬間に、銀の光が翻り、刺客の腕があり得ない方向に曲がった。

　エンジュが瞬まばたきをした、その一瞬のことである。

　短剣を握った刺客の腕は、肘ひじ関かん節せつから先がぐきりと折れていた。その衝しよう撃げきで刺客は膝ひざを折り、エンジュと体当たりする格かつ好こうになる。

　エンジュはぬかるみに足をとられ、そのまま刺客と一いつ緒しよに背から倒れこんだ。

「取り押さえろ！　自殺させるな！」

　頭の上で響いた大きな声は、まだ少年のものだった。

　泥どろを背にして振り仰あおいだエンジュの眼めに、紫むらさき色いろの髪をした、歳としの近そうな少年が映った。立たち居い振ふる舞まいからして、どうやら貴族の子弟らしい。平服を身につけていたが、その手には抜き身の剣が握られていた。

　一見すると細剣レイピアのようだが、刃があるのは片側のみで、細剣レイピアよりも金属が厚い。北方民族が好んで使う、戦場では珍しい型の剣である。

　その剣の峰みねで腕を折られた刺客は、エンジュのすぐ脇わきで兵達に取り押さえられた。

　まったく抵抗せずに、刺客はぐったりとしていた。

　──その眼めはすでに、焦しよう点てんを失っている。

　彼の口の端から、黒い血が溢あふれていた。

〝自殺させるな〟と少年は指示したが、その点では刺客のほうが上うわ手てだったらしい。彼は残った手に針のような刃を握り、それで自らの心臓を貫つらぬいていた。

「捕まるくらいなら──か」

　苦にがい声で呟つぶやき、少年が顔を歪ゆがめた。エンジュもつい視線を逸そらす。

　最初に襲ってきた玄げん鳥ちようは、おそらく陽よう動どうだったのだろう。騒ぎを大きくし、その隙すきをついて、刺し客かくが要よう人じんを暗殺する算さん段だんだったに違いない。しかしエンジュの弓によって、玄げん鳥ちようの騒ぎは中ちゆう途と半はん端ぱなままで収しゆう束そくし、さらには少女によってその後の暗殺も阻はばまれた。

　仕事を果たせぬままに息を引き取った刺客の体は、その場の兵達によって運ばれていった。持ち物を手がかりに依頼主を探りたいところだが、死を選んだその手て際ぎわを見る限り、相手は覚かく悟ごの上で来ていた節ふしがある。たいした物は持っていないと見ていい。

　少年が、倒れたエンジュに向けて手を差し伸べた。

「──大丈夫か？　さっきの弓は遠くから見ていたよ。凄すごい腕前だ」

　歳としのせいか、貴族にしては人ひと懐なつっこい声だった。

　エンジュはその声に、惹ひき込まれるような印象を感じる。

「いや、別に──」

　高こう貴きな人間との会話に慣れないエンジュは、つい適当な声で返した。差し出された手を摑つかむと、意外に強い力が返ってきた。容よう姿しはいかにも貴族の子弟ながら、力の強さは戦士のものに近い。

　アゴール卿きようへの暗殺を未然に防いだ少女が、足早に傍そばへ駆けてくる。

「フェリオさん！　お怪け我がは？」

　心配げにかけられたその声に、エンジュは聞き覚えがあった。

　はっとして顔をあげると、雨に濡ぬれた黒髪の隙すき間まから、少女の整った顔が覗のぞいていた。

　正面から見たその容よう貌ぼうは、紛まぎれもなく──

「イリス!?　どうして君が、こんなところにいるんだ！」

　立ち上がりざまに、エンジュは大声を出していた。

　彼女は他の来訪者ビジター達を伴ともない、神殿に行ったはずだった。だが、エンジュの目の前には、忘れようとしても忘れ難い印象の〝彼女〟が立っていた。

　少女が、びくりと立ち竦すくんだ。大きな眸ひとみを見開き、片手でその唇くちびるを塞ふさぐ。

　──違う。

　エンジュは、自分の勘かん違ちがいだったことにすぐ気づいた。

　顔は不思議なほどによく似ていた。だが、雰囲気がまるで違うのだ。

　イリスはもっと刺とげ々とげしく、そして冷たい印象を漂わせていた。常に張り詰めていて、見ているのが痛いた々いたしい──そんな雰囲気の少女だった。

　だが今、目の前にいる少女は、むしろ柔やわらかい印象で、人を和なごませる眸の色をしている。それにイリスは長髪ではない。

　エンジュは慌あわてて無礼を詫わびた。

「悪い、間違えた。知っている人に似ていたから──」

「……イリスを、知っているんですか？」

　少女が声を震わせ、身を乗り出した。その反応にエンジュは面めん食くらう。

　そして気づく。

　ムスカ達が言っていた。彼らは、〝イリス〟とよく似た容よう姿しの少女を追っていると──

「じゃあ、君が……〝リセリナ〟か？」

　エンジュはその名を口にした。リセリナと少年、その二人が急に表情をこわばらせた。

　フェリオと呼ばれた少年が、エンジュの腕をきつく摑つかんだ。その力の強さに、エンジュは眉まゆをひそめる。

「悪いけど──一いつ緒しよに来てくれないか？　館やかたのほうで話をしたい。ここは他ほかの兵達に任せておけばいいから」

　断る理由はなかった。エンジュにとっても、彼女──リセリナは、イリス達とつながる接点である。

　リカルドというあの神殿騎士の話では、来訪者ビジター達は国王を殺してしまったらしい。アルセイフの人間が、彼らの行方ゆくえを追っていることも知っていた。

　だが、リセリナという少女が王族と一緒にいることは、イリス達もまだ知らないはずである。

　エンジュが頷うなずくと、フェリオという少年は少し力を緩ゆるめた。

　彼の名にも聞き覚えがあった。

　確か──ラシアン卿きようが今回の挙きよ兵へいにあたって擁よう立りつした、アルセイフの第四王子──その名が、フェリオというはずだった。王族の中ではごく目立たない存在で、エンジュ自身、今回の乱が起きるまでその名を知らなかったほどである。

　彼とリセリナという少女との関係をいぶかしく思いながら、エンジュは雨の中を領主の館へと導かれた。
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　フェリオの前で、その少年はエンジュ・シェパードと名乗った。

　少し陰かげのある、どちらかといえば物静かな印象の少年だった。

　口調はややぶっきらぼうで、相手が王族と知っても、物もの怖おじもしなければ虚きよ勢せいを張りもしない。その意味では、歳としのわりに世よ捨すて人びとのような雰囲気を醸かもしている。

　ローム家の領民である彼は、近隣の村では狩人かりうどとして暮らしていたらしい。

　フェリオは初め、彼が〝志願兵〟だということを意外に思った。

　世捨て人を連想させるような雰囲気だけに、あまり〝志願〟しそうな性格には見えなかったのだ。力を誇こ示じしたり、箔はくをつけて喜ぶような人間なら、もっと言動が目立っていい。また、愛国心に燃えているようにも見えない。

　そんなエンジュは、穏おだやかな口調で淡たん々たんと、自分と来訪者ビジター達の顚てん末まつを話した。

　そして数日前、来訪者ビジター達が神殿騎士に連れられていったところで、彼の話は終わった。

「──エンジュ。よく話してくれた」

　話を聞き終えたフェリオは、ほっと息を吐いた。

　ここはラシアンの屋敷の、奥まった一室である。天幕テントを壊こわされたアゴール卿きようは別室に保護され、フェリオ達もエンジュの話を聞きながら人心地ついたところだった。

　フェリオの隣には、リセリナが肩を震わせ座っていた。その背後には、護ご衛えいの騎士、ディアメルとライナスティも付き従っている。

　いずれも、沈黙が長い。

　騎士達にとって、来訪者ビジターは国王と皇太子を殺した仇かたきでもあった。フェリオにとってもそれは同様だったが、その後に起きた頭の痛い諸問題のせいで、来訪者ビジター達への意識が薄れかけていたことも事実である。

　恨うらみを募つのらせる暇ひまさえなく、次から次へと事態が動いてしまった。おまけにフェリオにとっては、殺された兄も父も縁えんの薄い血族だった。身み内うちといっても数度しか話したことのない、赤の他人のような人々である。葬そう式しきの時でさえ涙が出なかったほどなのだ。

　エンジュの話は、薄れかけていた国王達の死について、その犯人の存在を再認識させるきっかけとなった。

「あの人達を捕まえたら、処しよ刑けいするのか」

　問うエンジュの声には、やや険けんが籠こもっていた。言葉遣づかいが無ぶ愛あい想そうなのは最初からだが、この問いには敵意に近い響きもある。

　問われたフェリオは返答に迷った。

　少なくとも捕まえられれば、国王を殺したかぼちゃ頭は特に死罪を免まぬかれないだろう。だが、彼らがおとなしく殺されるとは思えないし、なによりまず、前提として〝捕まえられる〟気がしない。

　おそらくは、発見と同時に、殺すか殺されるかの争いになる。またフェリオとしては、彼らがリセリナの命を狙ねらっているという点にも危機感を抱いていた。

「処刑か──それに近いことになるのかもしれない」

　考えあぐねた末すえ、フェリオは正直に答えた。エンジュの眼めつきが、さらに険けわしくなった。

「だけど、ことはそう単純じゃない。神殿の出で方かたも気になるし、殺せればいいってものでもない気がする」

　ディアメルがぴくりと動いた。

「フェリオ様、それでは、連中を陛へい下かの仇としては追わぬということですか？」

「仇は仇だ。だけど、仇をとるためにウィータ神殿と戦争を起こすようなことになったら、死んだ父上に対してそれこそ申し訳ない。仇をとれば父上が生き返るわけでもないだろう」

　フェリオは声を潜ひそめて呟つぶやいた。出過ぎた言葉だったことに気づいたのか、ディアメルはすぐに口を閉ざす。

　来訪者ビジター達は神殿騎士に保護されたという。フォルナム神殿はアルセイフの領内だけに、彼らにとって安住の地には成り得ない。遠からず、来訪者ビジター達はウィータ神殿に連れていかれるのだろう。

　フェリオの選せん択たく肢しは二つ。

　彼らを追うか。今は放置するか──

　亡なくなったラバスダン王の面おも影かげが、フェリオの脳のう裏りに浮かんだ。

　兄のことは嫌いだったが、父王の仇かたきはとりたいと思う。縁えんが薄かったとはいえ、それが息子むすことしての務めだろうとも思った。

　だが──それが最良の選択だとは、思えない。

　来訪者ビジターは極ごく秘ひでウィータ神殿に保護された。つまりウィータは彼らの存在を隠かくし、守ろうとしている。

　エンジュの話によれば、ウィータ神殿は来訪者ビジター達の知識を必要としているらしい。

　アルセイフが来訪者ビジターの引渡しを求めれば、彼らはその存在を隠いん蔽ぺいするだろう。その上でもし、アルセイフ側が強ごう引いんな態度をとれば、そこに新たな〝戦乱の火ひ種だね〟が生まれかねない。

　ウィータ神殿は、その火種をむしろ喜ぶかもしれない。アルセイフを制せい圧あつすれば、フォルナムの輝石セレナイトも自由に扱えるし、タートムとの連携もより強固なものになる。

　どちらの言い分に正当性があるかは問題でない。

〝奴やつらに戦いの口こう実じつを与えたら、駄だ目めだ──〟

　フェリオはそう結論づけた。

　ラバスダン王は、何よりも平和と調和を愛した王だった。仮かりに仇を討うったところで、そのためにアルセイフの領民が死に、この国が滅ほろびるようなことになったら──そう思うと、感情よりも王族としての理性が勝まさった。

〝人の上に立つ者は、情を失ってはいけない〟とは、フェリオがウィスタルから学んだことである。だが同時に、彼かの剣けん聖せいはこうも続けた。

〝といって、情に流されてもいけません。王族ならば尚なおのこと、私欲や私し怨えんを捨て、まず第一に国のことを考える。一いつ介かいの戦士であればともかくとして、王族という立場にある者は、まず国のことを考えなければなりません。その視点をもてば、自ずとやるべきことが見えてきます──〟

　今は囚とらわれの身となっている師の言葉を反はん芻すうし、フェリオは唇くちびるを嚙かんだ。

　自分がもし王族ではなかったら、勝手に動くという選択肢もあるかもしれない。だが今のフェリオの双そう肩けんには、国の将来そのものがかかっている。

　この状況下で、その事実を見失うことは許されない。私欲をいくら満足させたところで、王族としての務めを果たしたことにはならないのだ。

　ライナスティとディアメルが、固唾かたずを飲んで言葉を待っていた。

「──今の話は、しばらく秘密にしておいてくれ」

　考えた末すえに、フェリオは一同にそう告げた。

「来訪者ビジターのことについては、その行方ゆくえがわかっただけで充分だ。今はレージク兄様への対たい処しよに集中しよう。まず国内を安定させないことにはそれどころじゃない。リセリナも──いいね？」

　暴走を戒いましめるつもりで、フェリオは彼女の眸ひとみを見つめた。

　リセリナは表情を硬かたくして、発言を控えていた。

「君も来訪者ビジター達の後を追いたいかもしれないけれど、〝ウィータ神殿〟は君が思っているよりも危ない連中だ。フォルナム神殿とはまるで違う。君が一人で動いたら、きっとシルヴァーナ達にも迷めい惑わくがかかる」

　フェリオはやや厳きびしい声で言った。リセリナはしばらく迷って、その後に小さく頷うなずく。

「今はフェリオさんの手助けをするって決めていますから、大丈夫です。ウルク様ともそう約束しました」

　声からは迷いが吹っ切れていた。もともと、彼女は〝来訪者ビジターから追われる〟立場であって〝追う〟立場ではない。

　続いて、フェリオはエンジュに向き直る。

「エンジュ、君もこのことは黙っていてくれ。君が話したって知られたら、神殿に命を狙ねらわれるはずだ。来訪者ビジターへの対処をどうするかについても、今は保留としかいえない」

　エンジュは無言で頷いた。その態度は落ち着き払っている。

　彼は神殿騎士に口止めをされたとも言っていた。それでも彼がこのことを話したのは、彼自身が来訪者ビジター達のことを心配しているためらしい。神殿騎士の悪名を知る者ならば、当然のことではある。

　だが、フェリオ達はその来訪者ビジター達と敵対する関係だった。

　来訪者ビジターに肩入れする彼にとってみれば、神殿騎士は信用できないが、だからといってフェリオ達を信頼することもできない──そんな状態のはずである。

　それでもエンジュは、おそらくはそれを承しよう知ちで、フェリオ達に来訪者ビジターの行方を話したのだ。

　フェリオはふと、そのことを不思議に思った。

「エンジュ。君は来訪者ビジターの身を案じているようだけど、どうして俺おれ達に、彼らのことを話してくれる気になったんだ？　いってみれば、敵対する存在なのに──」

　フェリオはそう聞いてみた。狩人かりうどの少年、エンジュは顔を伏せる。

「……よくわからない。でも、貴方あなたにはさっき、危ないところを助けてもらったし──それに、たんに誰だれかに話しておきたかったのかもしれないし。あと──」

　エンジュは口くち下手べたで、その語り口は訥とつ々とつとしていた。

「あと、俺も、〝来訪者ビジター〟の人達のことが気になってて──俺が何かを要求できる立場じゃないってことはわかっているけど、もし差さし支つかえなければ、俺にもイリス達のことを教えてもらえないか」

　エンジュの視線は、リセリナに注がれていた。

　リセリナは戸と惑まどい、フェリオの顔色をうかがってきた。

　エンジュがテーブルに身を乗り出す。

「そんなにたいしたことじゃなくていい。ただ、俺おれはあの人達のことを何も知らないから……家族がどうしているのかとか、どういう生き方をしてきたのかとか、妙に気になって……ムスカは、そういうことはほとんど話してくれなかったから」

　途と切ぎれがちなエンジュの声には、好奇心以上の切実な響きが籠こもっていた。

　彼にとって、来訪者ビジター達とはどういう存在なのか──そのことが、フェリオには改めて気になった。

　リセリナを見ていれば、来訪者ビジターは常じよう軌きを逸いつした力を持っているとはいえ、感情を持った人間であることがわかる。

　フェリオがリセリナのことを放っておけずにいるのと同じように、エンジュも来訪者ビジター達のことを気き遣づかっている。このことから、他の来訪者ビジター達も殺さつ人じん鬼きなどではなく、少なからず人間的な心を持っていると見ていい。

　リセリナは、フェリオの言葉を待っていた。エンジュに対して、勝手に返事をすることは憚はばかられたらしい。

　フェリオは思し案あんしながら、小声に問う。

「リセリナ。馬車を用意するから、行こう軍ぐん中、三人で話をしてもいいかな。話したくないことは、話さなくてもいい。でも、俺も聞いておきたいことがいくつかある」

　フェリオの言葉を待ってから、リセリナは素直に頷うなずいた。

「……はい。私達の技術の知識に関かかわること以外なら、話しても大丈夫だと思います。それに、イリス達の状況は私も気になっていましたから、エンジュさんからもっといろいろとうかがいたいです」

　エンジュがほっとしたように頷いた。

　一方で、フェリオは思し案あんする。

　彼は決して味方ではないはずだった。

　今は争う理由がないが、もし来訪者ビジター達の居場所が見つかったら、エンジュはその来訪者ビジター達の味方をすることだろう。それを承しよう知ちで、フェリオはこうも思う。

　彼の存在が、来訪者ビジター達との接点をつくってくれるかもしれない──

　それは漠ばく然ぜんとした期待だった。

　また彼のほうでも、リセリナから他ほかの来訪者ビジター達への接点ができないかと期待しているに違いない。今のところは、共に〝情報が欲しい〟という点で目的が一致している。

　背後で会話を聞いていたライナスティとディアメルは、互いに顔を見合わせていた。

　国王の仇かたきの行方ゆくえは気になるはずだったが、今はウィスタルやダスティア達を救出するのが先だった。しかも件くだんの来訪者ビジター達が神殿に保護されたとなれば、対応を間違えればアルセイフの国そのものが危あやうくなる。

　一いつ介かいの騎士達にとっては、判断に困る事態である。

　ライナスティがふっと肩の力を抜き、やや苦にがい笑みを見せた。

「フェリオ様、このこと、ラシアン卿きようには伝えますか？」

　フェリオは首を縦に振った。

「もちろんだ。明日、俺おれから話すよ。できればシルヴァーナ達にも伝えたいけれど、連絡の手段がないな」

　シルヴァーナ達へ連絡する方法については、ついに教えてもらえなかった。あるいはまだ信頼されていないのかもしれないが、当人は〝カシナート司し教きようが来たせいで、連絡の経けい路ろがほとんど麻ま痺ひしている〟とぼやいていた。

　おそらくそれも事実なのだろう。神殿の間諜スパイがしつこく動き回っているために、シルヴァーナ達は拠きよ点てんのほとんどを一時放ほう棄きしているらしい。

　北方民族のシルヴァーナ達とフォルナム神殿との関係を、カシナート達が証しよう拠ことして摑つかめば、フォルナム神殿は自治権を取り上げられるかもしれない。

　そんな危険を冒おかしてまで何故なぜ、フォルナムは北方民族を支援しているのか──フェリオはそのことも疑問に思っていた。シルヴァーナは〝過去に因いん縁ねんがあったらしい〟としか言わなかったが、彼らの間にある絆きずなは相当に強いものである。

　あるいは──アルセイフとフォルナム神殿の結びつきよりも、強い絆かもしれない。

　その背後関係も、おいおいわかることだろう。

　窓の外は、少しずつ白しらみはじめていた。

　いつしか雨は止み、遠くの山々の稜りよう線せんがくっきりと見えてくる。

　出陣の朝だった。
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　外がい務む卿きよう、挙きよ兵へい──

　その報が城と王都を駆け巡った後にやってきたのは、城下の人々の混乱だった。

　人々はそれぞれに家財道具をまとめて、我先にと他所よその街まちへ逃げ出していった。

　ラシアン・ロームが出しゆつ奔ぽんした時点で、不ふ穏おんな空気を察した者も多少はいたが、その兵が実際に動き始めた今、人々の不安は頂点に達している。

　城内もひどい。

　葬そう儀ぎのために滞たい在ざいしていた諸しよ侯こうが次々に、表面上は〝自領で兵をまとめる〟と言って脱出し、残ったのは軍ぐん閥ばつに属するうちの数人だけだった。

　彼らはクラウスを補ほ佐さする形で、兵の指揮をとることになっていた。

　諸しよ侯こうを乗せた馬車が、大急ぎで王都を出て行く中、レージクは自室に籠こもって、クラウスから回された書類を整理していた。

　防ぼう壁へきの補修工事が済んだ旨むね、麾き下かの商人達を使って糧りよう食しよくの確保に成功した旨、有力貴族であるグレナデン家の支援を取り付けた旨──その他にも、さまざまな事項が報告書の形でまとめられていた。

　当のクラウス・サンクレットは、迎げい撃げき作戦の仕上げに余よ念ねんがない。

　ラシアンの領地は王都からほど近く、早はや馬うまなら一日の行こう程ていである。だが、千人単位の行こう軍ぐんとなれば、どう急いでも二日、普通に進めば三日はかかるはずだった。あまり急いで兵を疲れさせると、肝かん心じんの戦いで役に立たなくなる。加えて、先夜の雨で道の状態も悪い。

　レージク自身は、決戦を三日後と読んでいた。

　退たい屈くつな書類仕事を進めながら、レージクはこの戦いについて考えていた。

　戦略や戦術については、クラウスに任せてある。今のレージクが考えるのは、その意義と、そして勝敗が決した後に導かれる結果についてだった。

　今回の戦争は、アルセイフ一国内での権力争いに見えて、中身はそうではない。戦いの背景には、北方の大国、タートムの存在がある。

　レージクはタートムの支援を受けている。といっても、物資の支援ではない。阿片アヘンなどは相手が気を利きかせて融ゆう通ずうしていたが、それはあくまで副ふく次じ的てきなものである。

　シズヤ達をはじめとする、タートム側の間諜スパイの情報網こそが、レージクにとっては何よりの支援だった。

　タートム側の信用を得るのは、並なみ大たい抵ていのことではなかった。初めの頃ころは、レージクはただ監かん視しされる立場だったのだ。その思想が正しく理解されたのは、ここ数年のことである。

　以来、ラバスダン王の死後にはレージクが権力を握れるようにと、順調に策さく謀ぼうが練ねられてきた。

　そこへ飛び込んできたのが、国王と皇太子の予期せぬ突然の死である。これで予定が狂った。

　レージクは〝実権〟を握らなければならなかった。そのためには、生き真面目まじめな軍ぐん務む卿きようや、政治力の強い政せい務む卿きよう、切れ者の外がい務む卿きようなど、邪じや魔ま者ものが多すぎる。彼らが実権をもち、レージク本人が傀かい儡らいとされてしまっては、そもそもの即そく位いの意味がない。

　レージクの目的は、ただ〝国王になること〟ではなかった。国の施し政せい方針を、自らの独断で決められる立場に立つことこそが目的である。

　そのために、軍務卿を暗殺し、その犯人に仕立てることで正せい妃ひや政務卿の一派を片付け、ついに即位を果たした。

　今回の内乱で、逃げたり日和ひより見みを決め込んだ負い目を持つ貴族達には、もはや政治的な発言力はない。あとの敵は、外がい務む卿きようと第四王子のフェリオのみである。

「あいつらは、戦う気か──俺おれは〝無条件降こう伏ふく〟を選んだが──」

　レージクはぽつりと呟つぶやいた。

　その呟きの焦しよう点てんは、今回の内乱ではなく、隣りん国ごくタートムの存在に絞しぼられている。

　大国タートムは、アルセイフの肥ひ沃よくな土地と、その労働力を欲していた。フォルナム神殿の輝石セレナイトや、その経済力も、喉のどから手がでるほど欲しいに違いない。

　土地が少し違うだけで、これだけの貧ひん富ぷの差が生まれることを、レージクは理り不ふ尽じんなことだと感じていた。アルセイフの富をタートムに分け与えることについて、彼には抵抗がなかったし、むしろ当然のことのようにも考えていた。

　もっとも、アルセイフの王家でそんなことを考える者は他ほかにいない。

　この二国は古来から犬けん猿えんの仲であり、アルセイフは守る側、タートムは侵しん攻こうする側という図式が出来上がっていた。悪いのは、力ずくで事態を打開しようとするタートムの側──その認識が根強い。

　だからこの両国間では、近い将来、必ず戦争が起きるはずだった。

　──はずだった。

　この内乱の真の意味は、そこにこそある。

　レージクはタートムに対して、戦う前に〝無条件降伏〟することを決めており、タートムもその内意を承しよう知ちしている。つまり、レージクが実権を握れば、タートムとアルセイフとの戦争は回かい避ひできるのだ。

　外務卿あたりは、もうこのことに気づいているだろう。だが、フェリオはまだ知らないかもしれない。

　この戦いの結果を導くことは、この国の未来を選択することと同義である。

　戦争を避け、タートムに服従して搾さく取しゆされながらも生き延のびるか。

　わずかな勝機を信じて、タートムの脅おどしに屈くつさず、この国と人々を守るために戦うか。

　どちらの選択も、民には多大な負ふ担たんがかかる。

　しかも後者の選択は、タートムに勝てればこの国を守れる代わりに、負ければ人材と物資のほぼ全すべてを失う。万が一勝ったとしても、その犠ぎ牲せいは甚じん大だいなものとなるだろう。

　そしてレージクの見るところ、このアルセイフという国に〝勝機〟はない。

　貴族達はだらけきっている。

　民は戦争に慣れていない。

　兵は弱く、指揮官の技能を持つ者も多くはない。

　物資だけは豊富にあるが、そのため余よ計けいに、民は安あん穏のんたる暮らしを求めて覚かく悟ごが決まらない。

　レージクは、この国の未来に希望を見出せなかった。

　陳ちん腐ぷな喩たとえをすれば、アルセイフは肥こえた豚ブタのような国である。

　対するタートムは、物資にこそ乏とぼしいが、そのために餓うえた獣けものにも近い剽ひよう悍かんな国風を持っていた。

　戦争になれば勝てるはずがない。それなら戦う前に降こう伏ふくしたほうが、傷は少なくて済むし、レージクにとってはそのほうが、王家に対する真まっ当とうな復ふく讐しゆうにもなる。

　民は王家を守るために存在すると、貴族の連中は信じていた。

　勝手な話だと思う。くだらない王家を守るために他の人間が戦うなど、反吐へどが出る思想だった。

　レージクもまた、本来は平民の出しゆつ自じである。王家の勝手な論理に巻きこまれた身として、自分が同じ愚ぐを犯おかすつもりはない。民に対してどうこうではなく、こんな王家が〝誰だれか〟に守られるということが、レージクにはただ不快だった。

　この王家を、戦乱の敗者という悲劇の主人公にするつもりもない。

　王家は今のまま、ただ在あるだけ──これから始まる他国の実質的な侵しん攻こうに対しても何もせず、臆おく病びように縮ちぢこまって、ひたすら迎げい合ごうしていればいい。

　そうすることで、この王家を〝役立たず〟として人々に認識させ、その権威を失しつ墜ついさせることが、レージクの望みだった。

　歪ゆがんだ欲望ではある。だが、レージクにとってこれは、王家に対する小こ気き味みのいい復讐だった。

　レージクが暗い情熱に思し考こうを沈める中、不意に扉とびらが鳴った。

「陛へい下か、ブラドー様がお見えです。いかがいたしましょうか」

　娘の声が問いかけてきた。

　第三王子、ブラドー──

〝そういえばそんな奴やつもいたか〟と、レージクはいまさらのように思いだした。軟なん禁きんを命じておいたが、そもそも逃げ出す体力もない病弱な王子である。編み物が趣味で、生まれてこの方、馬にも乗ったことがないようなひ弱な青年だった。

　何の用かはわからないが、特に断る理由もない。この状況下で、何も出来ない第三王子がどんな顔をしているのか、興味もあった。

「通せ」

　レージクは無ぶ愛あい想そうに応じた。

　女が一いつ旦たん、扉の前から去り、しばらくしてから足音が立った。

「兄上、失礼いたします」

　第三王子のブラドーは、ひょろりと細い身を滑すべり込ませるようにして部屋に入ってきた。

　レージクは上うわ辺べだけの微笑を作る。

「もう具合はいいのか。今日はどうした？」

　ブラドーは、母親である第三妃ひの死後、その衝しよう撃げきで体調を崩くずしていた。ここしばらくは部屋に籠こもりきりだったはずで、その顔色もいつにも増して青白い。

　ブラドーは細い瓜うり実ざね型がたの顔に、気弱げな微笑を浮かべていた。

「はい、おかげさまで。今日は兄上に、折り入ってお話があって参りました」

「話？　まぁ、座れよ」

　レージクは席を立ち、ブラドーを奥のテーブルへと導こうとした。

　背を向けた、その次の瞬間──

　悲鳴があがった。

「がっ──」

　振りかえると、ブラドーが苦しげに呻うめき、床ゆかに倒れ伏していた。

　王子を組み敷いているのは、侍じ女じよに化ばけていたタートムの間者スパイ、シズヤだった。

　倒されたブラドーの手には、鋭えい利りな短剣ダガーが握られている。

　レージクは驚いて、一瞬だけ硬こう直ちよくした。

　第三王子の腕の関節を極きめて締め上げつつ、シズヤがくすりと笑う。

「──やっぱり、兄弟ね？　考えることが似ているわ」

〝暗殺〟という手段を多用したことに対するその揶や揄ゆを、レージクは苦にがい顔で受け流した。

　実際、驚かされた。

　気弱な第三王子、ブラドーの、どこにこんな決断力があったのか──その点では、自分の認識が甘あまかったと言わざるを得ない。

　組み敷かれて呻く弟に、レージクはゆっくりと歩み寄った。

「……俺おれを殺すつもりだったのか？　ブラドー」

　血のつながらない弟を見下ろし、レージクはわかりきっていることを問いかけた。

　ブラドーは悔くやしげに呻く。その眼めに存外な強い光が宿っているのを見て、レージクは眉まゆをひそめた。

（──こいつは、兄弟の中で一番、親父おやじに似ているかもな）

　そんなことをふと思う。死んだラバスダン王も、日ひ頃ごろはただの温和な男だったが、時折、こうした眼の光を見せることがあった。もっともそれは、ごく近しい者達しか知らなかった王の真価である。

　その意味では、第三王子は体こそ弱かったが、あるいは皇太子よりも亡なき王に似ていた。

「そんなひ弱な体で、よく決断したもんだ。正直なところ驚いたぞ。動機は？」

　薄笑いを浮かべて問う。

　ブラドーは険けわしい眼でレージクを見上げた。

「──貴方あなたは、この国にとって邪じや魔まなんだ」

　すかさずレージクは、彼の頭を蹴りつけた。

　鈍にぶい音の後、ブラドーは鼻血を噴ふきながら、痛みにしばらく沈黙する。

「邪魔で結構。その口ぶりだと、あらかたのことは知っていそうだな。ひと思いに殺やっておくか」

　思し案あんを固めぬままに呟つぶやく。泣いて命いのち乞ごいをするかと思えば、ブラドーはさらに険けわしい眼めでレージクを見上げた。

「……好きにすればいい。僕が死んでも、まだ、フェリオがいる」

　第三王子の口からその名が出るや、レージクはすっと眼を細めた。

　ブラドーは、声を殺して呟く。長い髪を乱した彼は、這はいつくばりながらも気き迫はくを失っていなかった。

「あの子なら、貴方あなたを力ずくで止められる。兄上──フェリオは、貴方なんかには負けないよ。絶対に」

　言葉面づらは陳ちん腐ぷだったが、ブラドーの声には彼のものとは思えない力強さが籠こもっていた。

　レージクは、彼のその変化を奇き異いに思う。

　内乱と母親の死が、彼を変えたのか──それだけではないだろう。ブラドーにはもともと、こうした資し質しつが備わっていたのかもしれない。ひたすらに平和だった今までの国では、その資質を発揮する機会も、またその必要もなかったのだ。

　フェリオのことについても、レージクは侮あなどっていた。剣の腕がそれなりに上達していると噂うわさには聞いていたが、シズヤを退しりぞけ、再三にわたる罠わなを搔かい潜くぐってきたその能力は、並なみ大たい抵ていのものではない。

　──この国の人材も、案外、捨てたもんじゃなかったか──

　内乱の前と今とで、レージクは認識を改めつつあった。

　外がい務む卿きようだけではなく、埋うもれていた人材が今、動き始めている。

　レージクの補ほ佐さをするクラウス・サンクレット。

　反旗を翻ひるがえし、王都を脱したベルナルフォン・レスターホーク。

　ラシアン卿と合流した政せい務む卿きようの長子、アゴール・カリウス。

　たった今、思わぬ意思の強さを見せた第三王子のブラドー。

　そして、第四王子フェリオ──

　捕らえている政務卿ダスティアや、王宮騎士団長のウィスタルらも合わせれば、他国と比しても悪くない有能な家臣団が出来上がるかもしれない。

「なぁ、ブラドー──フェリオは、俺おれに勝つかな？」

　レージクは、眼下のブラドーに向けて冷ややかに問いかけた。

　ブラドーは、見上げる険けわしい視線を返事とする。

「──そうか。勝つと信じるか。ならばお前は顚てん末まつを見届けろ。俺が勝つか、あいつが勝つか──それまでは生かしておいてやる」

　レージクは顎あごをしゃくった。シズヤがブラドーの腕を器用に縛しばり上げ、せっついて立たせる。

「だそうよ、王子様。陛へい下かの御お慈じ悲ひで命がつながったわね」

　冗じよう談だんめかして言うシズヤに、ブラドーは何も言い返さなかった。ただの侍じ女じよと思っていたに違いない。今のシズヤはレージクの警けい護ご役やくであり、同時に監かん視し役やくでもあった。
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　シズヤがブラドーを連れて行くと、レージクは何事もなかったかのように書類仕事へと戻った。

　フェリオと自分と、どちらが勝つか──

　その結末は、この国の命運を明確に左右する。困ったことに、どちらがましかさえも後世にならなければわからない。

　あいつは──フェリオは、そのことがどこまでわかっているんだろうか。

　レージクはふと、そんなことを考えた。
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　荷馬車の荷台に揺られながら、フェリオは首を傾かしげていた。

　目の前には、来訪者ビジターの少女リセリナと、そしてエンジュ・シェパードという名の狩人かりうどの少年がいる。

　三人の乗った馬車は、兵達の糧りよう食しよくを運ぶための、まさにただの荷馬車だった。周囲を王宮騎士団の騎士達によって警備されながら、一行は王都に向けての道を急いでいる。

「──要するにイリスって子は、リセリナの妹なのか？」

　来訪者ビジター達のことを語るリセリナに、フェリオはそう問いかけた。

〝彼女が知る、来訪者ビジター達のことについて〟──フェリオはこの馬車の中で、彼女からそのことを聞いていた。エンジュとも約束した通り、その内容は来訪者ビジター達個人の性格や生い立ちに関するものだった。

　フェリオの問いに、リセリナは首を横に振る。

「妹とは少し違うんです。複ふく製せい品ひんていうか……私もイリスも、クローンで……うぅん、これじゃわかんないですよね。イリスは、もう一人の私なんです。裏を返せば、私はもう一人のイリスで……他ほかにもいましたし、どちらが姉で妹で、っていう関係じゃありません」

　リセリナの答える声は歯切れが悪かった。フェリオにとっては、どうもよくわからない。双ふた子ごなのかとも思ったが、リセリナの言うところではそういうわけでもないらしい。

「君は、父親がこっちの世界に来ているかもしれないって、言ってたよね？」

　まだフォルナム神殿にいた頃ころ──保護されたシルヴァーナの部屋で、リセリナは父親のことを話していた。変名がいくつもあって探しにくいが、ひょっとしたらこっちの世界に来ているのかもしれない──そんなことを言っていた。

「そのお父さんは、イリスって子にとっても父親なんじゃないのか？」

　リセリナはすぐに首を横に振った。

「お父さんっていっても、私は養女だったので、血のつながりはないんです。実際に私を作る研究をしていた人なので、ある意味では本当に父親みたいなものなんですけれど──」

「……作る？」

　妙な言い回しだと思った。リセリナは困ったように首を傾かしげる。

「私のいた世界では、人間を技術的に〝作る〟ことができたんです。詳くわしいことは、コウ司し教きようから口止めされているので言えませんが──私やイリスは、その方法で作られた人間です」

　フェリオはエンジュと顔を見合わせた。理解のできない内容に、エンジュも不ふ審しんげな顔をしている。

「そうして作られた人間は、普通の人より体が丈夫だったり、病気になりにくかったり、運動能力に優すぐれていたり──そういう恩おん恵けいを受けますが、その代わり、研究用の素そ体たいとして、いろいろな実験を試されることにもなります」

　リセリナは淡たん々たんと静かな声を紡つむいだ。

「私もイリスも、そんなわけでちょっと特殊な環境下にいました。お互い、最近まで面めん識しきはなかったんですけれど……あの子は別の研究所にいて、私はムスカ教授のいる研究所にいたんです。で、その二つの研究所が七年くらい前に統合されて、その時に方針がいろいろと変わって──このあたりの話は、かなりややこしくなりますから──」

　リセリナは言葉を濁にごした。話しにくいことらしいと察して、フェリオは別のことを問う。

「それで、そのイリスっていう子は、どういう子なんだ？」

　それはエンジュが聞きたがっていたことだった。荷物に囲まれた狭せまい荷台で、無口な狩人かりうどの少年が若じやつ干かん、その身を乗り出す。

　リセリナは頷うなずいて、その先を話しはじめた。

「イリスは軍人です。まだ私と同おない年どしで若いですけれど、仕官が早かったので、年上のムスカ教授よりも立場は上ですね。来訪者ビジター達の中では指揮官みたいな立場にいます」

　来訪者ビジター達の詳しよう細さいを、フェリオはリセリナから聞かされていた。

　筋肉質の男、ムスカ。白はく皙せきの貴き公こう子し、バニッシュ。かぼちゃ頭のパンプキンに、姿の見えないカトル、幼い子供のシア、そして──

　リセリナと同じ顔をした少女、イリス・エリニュエス。

　この六人が、リセリナを追ってこの世界に迷い込んだ来訪者ビジターである。

　その中で、少女であるイリスが指揮権を持っているということに、フェリオは若干の違い和わ感かんを抱いた。

「イリスって子の育ての親は、軍ぐん閥ばつの貴族みたいなものだったのか？」

「いえ、私達の世界に貴族はいません。特権階級はいますが、要するに〝お金持ち〟がその立場に立つので、普通の人でも出しゆつ世せすればその特権階級に食い込めます。もちろん、血筋がよければそれだけ、出世するのに有利ではありますけれど……私達は、そういう血筋には恵まれていません」

　エンジュが首を傾かしげた。

「バニッシュって奴やつは、イリスのことを〝お嬢様〟って呼んでいたけれど……」

「あの人はイリスの保護者に仕えていた人です。イリスの護ご衛えいを任されていて──フェリオさんは知っていると思いますが、イリスの能力は〝領域〟を指定してその範囲内に爆発を起こす力で、咄とつ嗟さには使いにくいんです。だからその隙すきを補ほ佐さするために、バニッシュがいます」

　リセリナの答えに重ねるようにして、エンジュはさらに問いを発した。

「あの男、やけに愛あい想そがなくて、ぴりぴりしていたけれど、ひょっとして危ない奴なのか？」

　リセリナは微かすかに首を傾げる。

「むしろ危ないのは、パンプキンやカトルのほうだと思います。バニッシュは無ぶ愛あい想そうですが、考え方はまともですし。ただ、あの人には奥さんと子供がいますから──一番、元の世界に帰りたがっているのは、彼かもしれません」

　その事実が意外だったらしく、エンジュは沈黙した。フェリオもバニッシュという青年の姿は見ていたが、子供がいそうな歳としには見えなかったのを憶おぼえている。

　リセリナの言葉を受けて、フェリオは少しだけ、来訪者ビジターの立場に同情した。

　リセリナも含めて、果たして彼らは帰る手段を見つけられるのかどうか──

　エンジュとリセリナの話で、彼らがただの殺さつ人じん鬼きではなく、自分達と同じ生きた人間だということはよく理解できた。それだけに、突然にこの世界に放り込まれたことへの戸と惑まどいは察するにあまりある。その上、直後に国王殺しで追われる身となったことは、仇かたきとはいえ気きの毒どくにさえ思った。

「それから、パンプキンとカトルの素す性じようについては、私もよく知りません。凄すご腕うでだって評判は聞いてますが──ムスカ教授については、研究所が統合される前からの知り合いですから、よく知っています。悪い人じゃないんですが、私はあの人達を裏切りましたから、きっと怒っているはずです。それで最後の一人のシアですが……あの子はまだ子供ですし、事情がよくわかっていないと思います。訓練の一いつ環かんで、実戦に慣れるために連れていかれたんだと思いますが……」

　リセリナは溜ため息いきを吐ついた。

「あんな子供まで……本当に、酷ひどい話です」

　万ばん感かんを込めたような短い言葉に、フェリオは彼女が背負った物の大きさを推おし量はかった。

　狩人かりうどの少年、エンジュが、伏せていた顔を上げた。

「リセリナ──って、呼んでいいのかな」

「はい、構いません。なんですか？」

「聞いておきたいんだけど……イリス達と和解できる可能性はないのか？」

　エンジュの発した問いは、フェリオも気にしていたことだった。だが来訪者ビジターに肩入れするエンジュからこの問いが出たことについては、少し意外に思う。

「──俺おれはできれば、あの子に人殺しなんかして欲しくない。誰だれかの敵かたき討うちなんてのも、なんだか……違う気がするんだ」

「……違うって？」

　フェリオは問いかけた。エンジュが、来訪者ビジターの少女に〝何を感じた〟のか──その答えが、そこにある気がした。エンジュは躊躇ためらいがちに呟つぶやく。

「あの子は……冷れい徹てつに見えたけど、なんか無理してるみたいにも見えて……俺の勘かん違ちがいかもしれないけど、この子に恨うらみがあるわけじゃなくて、この子を恨みたがってるだけなんじゃないかって……そんな気がした」

　答えるエンジュの目には、優やさしい光が宿っていた。

　フェリオは彼の様子を見て、その繊せん細さいな心を察した。

　リセリナは、目を見開いたまま固まっている。

　しばらくして、彼女は哀かなしげに首を横に振った。

「イリスは私のことを許さないと思います。さきほど話した、彼女の保護者──その人を殺したのが、私なんです」

　そう告げたリセリナは、かすかに肩を震わせていた。

　殺人の告白を聞かされたエンジュは、驚いた様子で眼めをしばたたかせた。

　フェリオは特に驚かない。

　彼女の〝戦闘力〟の一いつ端たんを、フェリオは知っている。あの力は、明らかに争いのためのものだった。

「私が殺したイリスの保護者は、研究所の責任者でした。私は寝ね返がえって、彼を殺して──それで追われる身になったんです。だからイリスが私を恨うらむのは、当然のことなんです」

　リセリナは、溜ためていたものをやっと吐きだしたように、大きく息をついた。

　フェリオはその肩に手を置き、彼女を労いたわった。あまり思い出したくなかったことに違いない。具体的にどういった事態だったのかはわからないままだが、リセリナとイリス達の関係は把は握あくできたように思う。

　そしてフェリオは、エンジュに向き直る。

「……エンジュ。君はこれから、どうするんだ？　来訪者ビジター達に、リセリナがここにいることを知らせるのか？」

　エンジュの目許が歪ゆがんだ。

　その返答如何いかんでは、彼をこのまま行かせるわけにはいかない。だが同時に、彼がそうはしないだろうということも、フェリオは予測していた。

　エンジュは、イリスに〝人殺しをさせたくない〟と言った。その言葉を信じれば、今、リセリナの所しよ在ざいを彼らに知らせることに利はない。

「俺おれは──志願兵だから」

　エンジュがぽつりと呟つぶやいた。

「この内乱が終わるまでは戦う。その後のことは──その後で考えたい。正直なところ……俺はイリス達の味方だけど、彼女達が絶対に正しいとは思っていないんだ」

「それは──どうしてですか？」

　リセリナが不思議そうに問う。エンジュは溜め息を吐ついた。

「ムスカ本人が言っていた。〝我々は道を間違えた〟って。それでイリス達に聞こえないように、俺にこうも言ったんだ。〝私は本当は、リセリナがこのまま見つからなければいいと思っている〟って──」

　リセリナが固まった。

　フェリオも眉まゆ根ねを寄せて思し案あんする。来訪者ビジター達の間にも、かなりの温度差があるらしい。

「教授は……私のことを、許してくれているんでしょうか──」

　リセリナがぽつりと呟く。エンジュは口元に手を添そえた。

「──わからない。詳くわしいことは聞かなかったから。だけどあの人には、誰だれかを恨うらんでいるような様子はなかった。強しいて言えば、自分を責せめているような印象はあったけど──そのあたりは、俺の勘かん違ちがいかもしれない」

　その答えを聞いたリセリナの眸ひとみには、うっすらと涙が浮いていた。

　悲しみの涙ではない。希望を見出した人が、感かん極きわまって浮かべた涙のようだった。

　フェリオは何も言わずに、彼女の肩にそっと手を置いた。

　リセリナは頷うなずき、肩の力を抜くように吐と息いきをつく。

　話をあらかた終えたエンジュは、馬車の幌ほろから通ってきた道のほうへと視線を向けていた。

　フェリオも彼につられて、通ってきた道を眺める。

　雨の後で土が緩ゆるみ、先行した馬車の轍わだちで道は酷ひどい状態だった。

　だが、どんなに荒れた道でも、目的地に通じる貴き重ちような道である。

　その道のいずこかを、来訪者ビジター達は今いま頃ごろ、歩いているのかもしれない。

　彼らのことは、もうしばらく後回しにするしかない。今のフェリオには、やるべきことが多すぎる。

　三人を乗せた荷馬車は小こ刻きざみに揺れながら、戦場を目指して順調に進んでいった。
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　王都の動乱は、離れた地に在あるフォルナム神殿にも暗い影を落としていた。

　大地の輝石セレナイトを産出するその要所は、アルセイフにとっても経済の要かなめであり、その関係も密接である。政治の方針が変化した場合、その影響を受ける可能性もあるだけに、神しん官かん達は固唾かたずを飲んで内乱の決着を待っていた。

　ウィータ神殿から派は遣けんされてきた若き司し教きよう、カシナート・クーガにとって、彼らの緊張ぶりは冷笑の対象だった。

「この程度の内乱で浮き足立つとは、先行きが不安なことです」

　あてがわれた宿舎の一室で、カシナートはそう本音を漏もらした。

　小さなテーブルを挟はさんで、正面には髭ひげ面づらの大男が座っていた。

　神殿騎士団団長、ベリエ・バーミリオンである。

　ベリエは撫なでつけて整えた黒髪に指を通し、ごりごりと頭を搔かいた。

「そういう素そ朴ぼくな連中だから、あんたもやりやすいんだろう。北方民族を支援している連中の尻尾しつぽは摑つかめたのか？」

　その物ぶつ騒そうな眼めを細め、ごく薄く嗤わらう。

　問いを受けたカシナートは、人を射すくませる怜れい悧りな眼まな差ざしで彼を見み据すえた。慣れているベリエは動じない。

「さすがに、なかなか証しよう拠こまでは摑めません。ですが、すでに容よう疑ぎ者しやは絞しぼれていますから、後は──」

「なるほど、証拠を捏ねつ造ぞうすればいい、か。信しん教きよう監かん査さ院いん院いん主しゆ殿どののそのあたりの手腕は、ビランチャ司教の仕込みかね」

　ベリエがくっくっと、肩を揺らしておかしげに笑った。信教監査院院主とは、すなわちカシナートのことである。ビランチャというのはカシナートの支援者で、ウィータ神殿では〝非情の調ちよう停てい者しや〟とあだ名される老ろう司し教きようだった。神殿のためとあれば、汚い手段も躊躇ためらわずに遂すい行こうする、裏の仕事に精通した男でもある。

　カシナートは感情を殺した声で応じた。

「人聞きの悪いことをおっしゃらないでください。本来、あったはずの証しよう拠こを再現するだけのことです。捜そう査さを踏まえて、内容には充分留りゆう意いしています」

　言葉そのものは丁てい重ちようだが、声には常じよう人じんが聞けば背筋が粟あわ立だちそうな凄すごみがある。

　ベリエは軽く手を振って、その発言を受け流した。

「威い張ばったって捏ねつ造ぞうは捏造だ。まぁいいがね。俺おれには関係ない」

　カシナートもこれ以上は否定しない。

　二人の会話を遮さえぎって、扉とびらが鳴った。

　廊下から、カシナートの腹心である女おんな神しん官かん、ヴェルジネの落ち着き払った声が響いた。

「さきほど、副団長のリカルド様がお着きになられました。〝お客様〟もご一いつ緒しよです」

　カシナートはすぐに席を立った。ベリエも待ちかねていたように重い腰を上げる。

　扉を開けたヴェルジネは、感情を消した眼めのまま微笑を湛たたえていた。

「ご指示の通り、すでに霊れい安あん室しつへ向かわせております。地下でお会いいただけますわ」

　部下の報告に頷うなずき、カシナートは足早に廊下へ出た。

　ヴェルジネの言った客とは、〝来訪者ビジター〟のことである。本来ならば彼らは、フォルナムには立ち寄らせず、そのままウィータ神殿へ向かわせる予定だった。一応は国王殺しの犯罪者達であり、神官達に面めんの割れている者もいる。

　だが、当人達のたっての希望で、来訪者ビジターの一人──〝ガーゴイル〟という怪かい物ぶつの死体を検けん分ぶんしたいと要求された。

　許きよ諾だくはしたものの、ここの神官達に見つかると面めん倒どうなことになる。警備を神殿騎士団で固めるなどの前準備を済ませた後で、ようやくその運びとなった。

　カシナートは、来訪者ビジター達とまともに会うのは初めてだった。

　国王が殺された日、かぼちゃ頭とは剣を構えて対たい峙じしたが、その他の面々についてはよくわからない。説せつ得とくの任務に成功した騎士、リカルドからの報告では、彼らは一見すると普通の人間らしい。ただ少々、人知を超えた部分をあわせもっていると聞く。

　カシナートは、その〝人知を超えた部分〟に期待していた。

　西の大国、ラトロアが研究中の新技術や、その技術を用いた兵に対抗するためには、彼ら来訪者ビジターの知識と力が欲しい。

　その力の一つ──ガーゴイルの体は、地下の霊安室に放置されたままとなっていた。

　フォルナム神殿側で秘ひ密みつ裏りに処理する予定だったのを、カシナートが差し止め、今はウィータに運ぶための手続きを開始している。だが、コウ司教を中心とするシャジールの民が、〝来訪者ビジターの知識〟が外に漏もれることを懸け念ねんしており、なかなか了りよう承しようを得られずにいた。

　下手へたに強行すれば、神殿の自治権を侵しん害がいすることになる。最終的にはそれもやむを得ないが──今はまだ、その時期とは言い難い。神殿の自治権を取り上げるには相そう応おうの理由がいる。

　階段を下った地下は、神殿騎士達によって厳きびしく警備されていた。

　神しん官かん達はここのところ、ひっそりと祈いのりの日々を送っている。本来は聖せい祭さいの時期だったはずが、国王の死で祭事は中止となり、神殿の全体は火が消えたように静まり返っていた。

　霊れい安あん室しつの扉とびらは開け放たれていた。

　つかつかと踏み込んだカシナートの眼めの前には、大きな男の背があった。

　禿とく頭とうにがっしりとした体たい軀くは、戦士のそれを思わせる。彼はガーゴイルの体に屈かがみ込み、しきりに何かをいじっていた。

　その脇わきにいた娘が、カシナートがやってきたのに気づいて振りかえる。

　目を引くほどに美しい少女だった。

　短く切り揃そろえた黒髪をさらりと揺らし、彼女は軽く会え釈しやくをした。

　彼女も大柄な男も、騎士達の用意した神官の服で変装をしている。

　二人を監かん視しするように立つのは、にやけた顔の青年──神殿騎士団、副団長のリカルドだった。

「これはこれは。カシナート司し教きように団長。お疲つかれ様さまです。こちらのお二ふた方かたが、例の方かた達です」

　リカルドは胸を張って言った。彼らを説せつ得とくして連れてきたのは、紛まぎれもなく彼の手て柄がらである。

　カシナートは形だけの微笑を見せた。

「リカルド殿どのこそ、お疲れ様でした。よく連れてきてくださいましたね」

　社交辞じ令れいのつもりで告げると、リカルドはかしこまって一礼をした。

　ガーゴイルの体をいじっていた禿頭の男が、やっと振りかえった。

「失礼した。貴方あなたが、カシナート司教か」

　野太い男の声で問われ、カシナートは深ふか々ぶかと頷うなずいた。

「ウィータ神殿の司教、信しん教きよう監かん査さ院いんの院いん主しゆを務めております、カシナート・クーガと申します。来訪者ビジターの方々におかれましては、ご機き嫌げんうるわしく──」

「そんな丁てい重ちような扱いを受ける身でないことはわかっている。お互い、用件を急ごう。ここに長居はできないのだろう？」

　男が静かな口調で呟つぶやいた。

　筋肉質の体たい軀くに似ず、その口調は学者のように理知的だった。見た目と言葉遣づかいの間に隔へだたりを感じ、カシナートはわずかに戸と惑まどう。だが、話の早そうな相手であることには満足した。

「私の名はムスカ。こちらの娘はイリスという。他の仲間は目立つので、外に置いてきた。早さつ速そくだが──ガーゴイルの体を誰だれかが調べたな。ここに嵌はまっていた石はどうしたね？」

「石？」

　カシナートはムスカの手元を覗のぞき込んだ。ランプの明かりに照らされたガーゴイルの体には、小さく凹くぼんだ個所があった。そこに〝石〟とやらが入っていたらしい。

「私は詳くわしいことは知りません。ただ、この体の検けん分ぶんに、来訪者ビジターのリセリナという少女が関かかわったとは聞きましたが──」

「リセリナ──そう。あの子が盗とっていったのね」

　少女が澄んだ声で呟つぶやいた。可愛かわいらしい顔立ちのわりに、その声質はひどく冷たい。

「盗っていったということは、そこには貴方あなたがたにとって、重要な物があったのですか」

　カシナートが問うと、ムスカは軽く肩を竦すくめた。

「武器のエネルギー源──補給物資のようなものだ。この世界では手に入れようがないから、残っていれば確保しておこうと思ったんだが、考えたことは彼女も同じらしい」

「それがないと、貴方がたは超人的な力を発揮できないわけですか」

　カシナートは軽い失望とともに問いかけた。彼らの知識だけでも欲しいのは事実だが、できればその武力もあてにしたかったのだ。

　ムスカは眉まゆをひそめた。

「我々を戦場に立たせるつもりかね」

　カシナートは〝しまった〟と思った。今の問いは、不用意に相手の警戒を強めてしまったかもしれない。

「そのつもりはありません。ですが、ご存知のようにこの地も物ぶつ騒そうです。いざという時に、来訪者ビジターの方々が自衛の手段を持っているのかどうか、その点が気になったまでのことです」

　その弁べん解かいは、一応の理解を得たようだった。ムスカの表情はやや険けわしいが、特に怒った様子はない。

「心配されるほど弱くはないつもりだ。ここにあった石は、あくまで予備に欲しかっただけでな。それにその石は、我々の武器や戦闘力を派は手でに使う時にしか消費しない。その機会がないことをお互いに願おう」

　ムスカは答えて、ガーゴイルの体から離れた。

「石のことは別としても、今の我々には、できればこのガーゴイルの体が必要だ。持っていけるようにしていただけるとありがたいが──」

「それについては数日、お待ちいただくことになります。構いませんか」

　カシナートはできるだけ誠実さを装よそおい、その頰ほおに微笑を乗せた。

「構わない。故障時の部品取りに使いたいだけだ」

　答えるムスカは、やや表情をこわばらせていた。それなりに用心深い男らしい。

　二人の話が一段落したのを合図に、脇わきに立っていたイリスがカシナートへ微笑を向けてきた。

「その若さで司し教きよう様なんて、凄すごいですね。私はイリス・エリニュエス。立場としては、こちらのムスカ教授の上官にあたります。よろしく」

　その言葉に、カシナートは面めん食くらった。てっきり、この禿とく頭とうの大男が来訪者ビジター達のまとめ役だと思っていたのだ。

　イリスはにっこりと微笑ほほえみ、握手を求めてきた。

　その微笑に、カシナートは不ふ穏おんな気配を察する。

　イリスというその少女に、カシナートは悪女の匂においを感じた。

〝この娘は、油断できない〟

　カシナートの理性が警けい鐘しようを鳴らした。外がい見けんに騙だまされれば、いずれ食い殺される──そんな予感を覚えた。

　少女の細い手をそっと握り返しながら、カシナートは彼女と真まっ向こうから視線を合わせた。

　イリスは眼めを逸そらさない。そしてその眼は、他人に感情を読ませない。

　手を離して、カシナートはムスカに視線を移した。

「ところで、貴方あなたがたが用いるその〝石〟というのは、そんなに貴き重ちような品なのですか？　代だい替たい可能な鉱物などは？」

　ムスカは溜ため息いきで応じた。

「我々の世界では、非常に手のかかった品だった。この神殿には、〝御柱ピラー〟というのがあるな？」

　カシナートは頷うなずいた。

「我々の世界にも、外観のよく似たものが一本だけあった。〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟と呼ばれていたが、ここのように垂直には立っておらず、横に寝た状態で遺い跡せきから発見されてな。我々はその研究をしていた。腕輪に使う石、〝マテリアルコア〟は、その研究の副産物だ」

　ムスカは自らの腕輪を指先でいじり、蓋ふたのような部分を開けて見せた。

　カシナートが覗のぞき込むと、そこには白く濁にごった、親指の先ほどの小さな石が収まっていた。

「軸シヤフトの研究過か程ていで、そこに隠かくされた情報や軸シヤフトそのものの組そ成せいを解かい析せきし、我々はその不ふ可か思し議ぎな素材を再現しようとした。そちらはまだ研究中だが、模も造ぞう品ひんのような形で、この巨大なエネルギーを秘めたマテリアルコアの製造には成功した。魔術師の軸メイガスシヤフトそのものをダイヤモンドに例えれば、これは出で来き損そこないの石せき墨ぼくのようなものかな？」

　ムスカの出した例えはよくわからなかったが、その言葉の内容よりも、むしろ〝マテリアルコア〟そのものの印象がカシナートには気になった。

「これは──〝輝石セレナイト〟ではないのですか？」

　カシナートはぽつりと呟つぶやいた。

　腕輪から出した石を見つめながら、ムスカが初めて苦笑した。

「我々もそのことに期待し、立ち寄った村にあった大地の輝石セレナイトを借りて、腕輪に使えるかどうかを試してみた。結果はまるでだめだったな。やはり、そう都つ合ごうよくはいかないらしい」

　カシナートは首を傾かしげ、ムスカの指先から白く濁った石を借りた。

　流通する〝輝石セレナイト〟は、総じて無色透とう明めいのものである。

　だが──

「……失礼ですが、〝精製前〟の輝石セレナイトでは、試されましたか？」

　カシナートが問うと、ムスカとイリスが眼めをしばたたかせた。

　カシナートにとっては予想通りの反応だった。

　彼らに限らず、民衆の手に精製前の輝石セレナイトが渡る機会はない。また渡ったところで、それは使用法のないただの〝白い石〟である。

　シャジールの民によって精製されなければ、輝石セレナイトは何の効果ももたらさないのだ。だから世間に流通する輝石セレナイトは、全すべて精製済みのものである。むしろ、精製されたものだけが〝輝石セレナイト〟として扱われるともいえた。

　カシナートは彼らに説明をする。

「輝石セレナイトは、そのままでは我々には意味のないものです。シャジールの民が精製することで、その産出地に応じたさまざまな効果を持つようになります。この白く濁にごった石は──精製前の、柱ピラから湧わき出たばかりの輝石セレナイトに、非常によく似ています。そちらでは試されましたか？」

「──いいや。精製という話も、今、初めて聞いた。どういうことか、詳くわしく聞きたい」

　ムスカは身を乗り出した。その眼めには知性の光が強く、彼が主に〝好奇心〟からカシナートに問いかけていることがうかがえる。一方の娘、イリスのほうも反応は見せたが、ムスカほどではない。

　カシナートは思し案あんした。

「──精製前の輝石セレナイトを、用意させましょう。試してみる価値はあるはずです。話については、のちほど場所を変えてゆっくり──」

　カシナートには、確信があった。

　シャジールの民は有史以来、ずっと何かを隠かくし続けている。彼らと来訪者ビジター達の間には、何か密接な関係があるはずなのだ。でなければ、彼らが昔から来訪者ビジターの保護に積極的な理由がわからない。

〝この世界に突然に迷い込み、困っているから助ける〟──そんな人道的な理由も、もちろんあるだろう。シャジールの民は愚おろかしいほどに温おん厚こうで優やさしい。

　だが──カシナートには、腑ふに落ちない。それがどうにも不快である。シャジールの民が人に対して優しく接すれば接するほど、カシナートは彼らの心の裏側を探りたくなるのだ。

　カシナートは二人の来訪者ビジターを見み据すえ、その眼を細めた。

「──シャジールの民は、貴方あなたがたの世界にもいるのですか？」

　イリスが冷さめた眼のまま首を横に振った。

「蛇へびの姿をした人達のことよね。狩人かりうどの子から聞いてはいるけど、そんな人達は私達の世界にはいなかった。御柱ピラーの異変を察さつ知ちしたりするんでしょ？」

「はい。一ひと筋すじ縄なわではいかない方々ですが──そのうち、機会があればお引き合わせします。もっとも、フォルナム神殿のシャジールの民とは接触させるわけにいきませんが」

　もし来訪者ビジターと見破られたら、間違いなく揉もめることになる。ムスカ達もこれには素直に頷うなずいた。

　カシナートの背後では、黙りこくったままの団長、ベリエ・バーミリオンがじっと立ち尽くしていた。

　髭ひげをたくわえたその口元には、冷ややかな薄い笑みが浮いている。

　彼が発する殺さつ気きじみた闘争心に、カシナートは気づかぬ振りを通した。

　彼は来訪者ビジター達と戦いたいのだ。

　今は状況を考こう慮りよして堪こらえているが、それがいつ爆発するか、カシナートにもわからない。

　来訪者ビジターと神殿騎士団──今のカシナートの手には、その物ぶつ騒そうな二振りの刃は物ものが握られている。

　扱いを間違えれば我が身を危あやうくする刃やいばだが、カシナート自身は、その刃を使いこなすつもりでいた。
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　その日、アルセイフの王都セイラムからは、生活の匂においがほとんど消えていた。

　ごくごく一部の頑がん固こ者ものを除いて、多くの民衆は付近の街まちへと退たい避ひを終えている。軍ぐん務む卿きようのクラウス・サンクレットも避難を推すい奨しようしたため、人々のその動きは迅じん速そくだった。

　王の死以来、長く王都を覆おおっていた不安の影が、ここにきて現実の脅きよう威いとなったのである。

　王都を混乱に陥おとしいれた両軍の勢力は、朝の時点では、互いに視界に入らぬだけの距離を保って対たい峙じしていた。

　この日の早朝、互いの使者が行き来し、それぞれに〝投とう降こう〟を勧すすめる書状の交換が行われた。双そう方ほうの回答は、揃そろいの判はんを押したように〝拒きよ絶ぜつ〟となり、決戦回かい避ひの最後の機会も失われた。

　この時、フェリオとラシアンの軍から使者に立ったのは、まだ少女の兵士だった。連れてきたのは黒い肌はだの女騎士で、一頭の馬に二人でまたがってきたのだ。

　迎えたレージク派の部隊長は、そのことにひどく驚かされた。

　女騎士のほうは、名前は知らないが見覚えがあった。王宮騎士団の所属で、肌の色からして南方の出しゆつ自じらしい。

　そしてもう一人──正式の使者としてやってきたのは、およそ戦場に似合わない、長い黒髪をもった美しい娘だった。

　一応は歩兵の胸当てを身につけてはいたが、柔やわらかい曲線を描く細身の肢し体たいといい、白く眼めに映えるような肌といい、間違っても兵士には見えない。

　兵達が囲む中、彼女は微笑を見せて部隊長に書状を託たくし、こう呟つぶやいた。

「決けつ裂れつした場合、攻撃の日時は、今日の昼ひる頃ごろになります。王宮騎士団が先陣を切りますから、もし逃げるなら朝のうちです」

　微笑とともに発せられたその無礼な物言いに、部隊長は怒りをおさえ、こう切り返した。

「アルセイフの民として、国こく賊ぞくに対し背を向ける気はない。私も部下達も同様だ。書状は預かる。使者殿は、早々に自陣に戻られるがよろしかろう」

　部隊長にとっては、敵である彼女も同国の民だった。戦場の作法としても、使者を手にかけるのはよほどのことだし、なにより彼女はまだ子供のような歳としである。

　──こんなかよわい娘まで徴ちよう兵へいしなければならないほど、ラシアン卿の軍は切せつ羽ぱ詰つまっているのか──

　部隊長に限らず、使者に立った彼女を見た兵達は、一いち様ようにそう思った。

「戻る前に、お返事をいただきたいのですが──」

　少女が呟く。部隊長はすでに、上官から返事の指示を受けていた。

「そちらの陣にも我らの使者が行っているはずだ。もはや戦いは避けられぬ。使者殿は見たところ、戦う者ではあるまい。もし望むなら、こちらでその身を預かるが……」

　部隊長の温情を受けて、少女の微笑が哀かなしげに歪ゆがんだ。

「こんな素す敵てきな土地でも、戦いは避けられないのですね」

　涼すずしく澄んだその声には、謳うたうような響きがあった。

　歩兵の軽装に身を包んだ少女は、優やさしげなその眼まな差ざしを部隊長に据すえた。

「時に、貴方あなたは──神の御ご加か護ごを信じますか？」

　何を言っているのかと、部隊長は眉まゆをひそめた。少女は、にっこりと──それこそ女神のような微笑を見せる。

　その笑顔に、何故なぜか部隊長の背は総そう毛け立った。

「この戦いにおいては、大たい義ぎのあるほうに、その加護があります。具体的には──」

　少女が石いし畳だたみの道に、手を伸ばした。

　その手の先が、ぼんやりと光り──石畳の一部が切断され、少女の細い手に持ち上げられた。

　磨みがいたような切断面をもつ石の塊かたまりは、人の頭ほどの大きさがあった。大の男がようやく持ち上げられるような塊を、少女は苦もなく片手で捧ささげ持っている。

　あり得ない光景を目にして、周囲の兵達が揃そろって後ずさった。

　少女は石畳の塊を、すっと上に放り投げた。彼女の両手が、眼めにかすむほどの速さで縦横に走り、そして──

　石の塊は、いくつもの細こまかい小石となって、その場にざらざらと落ちた。

　部隊長は腰を抜かして、その場に座り込んだ。

　そして少女が、どこか哀かなしげな微笑を浮かべる。

「──今日の戦いでは、私がフェリオ様をお守りして、この身を戦場に舞わせます。もう一度、申し上げますが──」

　少女の澄んだ声は、周囲の兵達にも向けられていた。その足元には、得え体たいの知れない力で切断された細かい石が散乱し、今の光景が夢や幻まぼろしでないことを主張している。

「……こうなりたくなかったら、今のうちにお逃げください。手て加か減げんは、できません」

　聖母のような顔で、少女が冷たく言い放った。

「う……うわ……」

　若い兵が漏もらした小さな悲鳴を皮切りに、見守っていた兵達の間に恐きよう慌こうが訪れる。

　腰を抜かした部隊長をほうって、気け圧おされた兵達は次々に悲鳴じみた声をあげ、その場から逃げ出して行った。

　しかし逆に、この騒そう動どうを聞きつけて、何事かとやってくる兵もいる。

「何があったんですか！　隊長！　しっかりしてください！」

　混乱の中、やってきた兵に助け起こされ、部隊長は我に返った。慌あわてて使者の少女の姿を探したが、混乱の中、彼女は女騎士と共にもう姿を消していた。
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「──神の加か護ご、だと──？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、部隊長は頰ほおを引きつらせた。

　その朝、実際に脱走した兵は、その場にいたほんの十数人に過ぎなかった。だが、〝敵軍には得え体たいの知れない力を使う娘がいる〟との噂うわさは、たちまち周囲の部隊にも伝でん播ぱし、兵達に確かな不安をもたらしたのである。
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　フェリオとベルナルフォンは、王都を前にした平原で、兵達の足を止めていた。

　部隊を任された将しようとしては二人とも若い。ベルナルフォンは二十八歳、フェリオにいたってはまだ十六歳である。

「さて、向こうはどう出ますか──」

　隻せき眼がんで王城を遠くに見定め、ベルナルフォンが独ひとり言ごとのように呟いた。

　フェリオはこの場所に帰ってきた感かん慨がいを覚えながら、城から突き出た鐘しよう楼ろうを眺めた。

　レージクの兵は、街まちに陣じん取どったまま動かない。フェリオ達が攻めてくるのを待つ構えである。

　彼らが王都から出てこない理由については、フェリオ達にも察しがついた。一つには、王宮騎士団の騎兵が存分に暴れられる平野での決戦を嫌がってのことだろうが、もう一つには、〝王都を攻めさせる〟ことで、フェリオ達が反はん乱らん軍ぐんであると諸しよ侯こうに印象づけたいのだろう。

　また、レージク側の兵達にとっては戦術的に有利な点もある。

　どちらも戦いくさに慣れない兵ならば、少しでも土と地ち鑑かんのある場所で戦ったほうが有利でもあるし、王都の中ならば迎え撃つための柵さくなども設置しやすい。そして持久戦になれば、諸侯もいつまでも黙って見ているわけにはいかなくなるし、状況が悪くなれば人ひと質じちをちらつかせることもできる。

　フェリオ達としては、だから持久戦は避けたい。相手に人質を使う暇いとまを与えず、できるだけ迅じん速そくに王城を制せい圧あつし、政せい務む卿きようやウィスタルらを助け出さなければならなかった。

　フェリオ達の策はすでに定まっていた。

　攻略に時間をかけられない以上、紡ぼう錘すい形けいの陣をもって敵中を突破し、一気に城を制圧する──ベルナルフォンが主張したその案は、いかにも乱暴なようだったが、納なつ得とくのいくものだった。用兵に詳くわしくないラシアンやアゴールも、その案には賛さん意いを示している。

　戦に慣れないアルセイフの兵は、総じて闘争心に欠ける。王宮騎士団が先導して、こちら側が勢いづけば、敵の側では腰を引いてしまう兵も多いはずだった。そのことも見越しての強行策である。

　軍議の席では、むろん他の案も検討されたが、包囲するには兵が足りず、持久戦もだめとなれば、結果的に採とれる策は限られてしまう。

　もし相手が撃って出てくるようなら──とも考え、街まちを眺められる平野で三十分ほど待たい機きしてみたが、相手にはまったく動く様子がない。

　いよいよ、待まち伏ぶせの構えである。

　斥せつ候こうの連絡では、街の道には騎馬に対抗するための柵が設けられているという話だった。広い平野での戦いであれば騎兵の存在は心強いが、狭せまい街中で、しかも柵を構えた相手に対しては、その機動力を充分には生かせない。

　柵はほぼ大道の全すべてに設けられているものの、小道は空あいている。だが、まさか小道で細長く兵を展開する愚ぐは犯おかせない。民家の屋根から弓で狙ねらわれでもすれば、逃げ場もなく壊かい滅めつに追い込まれる可能性があった。

　多少の無理を押してでも大道を制圧しなければ、先には進めない。

　馬上のベルナルフォンは、思し案あんげに顎あごを撫なでた。

「やはり出てはきませんか。向こうの指揮官、クラウス・サンクレットは厄やつ介かいですよ。あの男が軍の全権を任されているとしたら、出てこないのも当然ですが──」

　ベルナルフォンの声こわ音ねに、怯おびえる様子はない。だが、緊迫の様子は伝わってくる。

　フェリオは馬上から問いかけた。

「この間も聞いたけど、クラウス卿はそんなに手て強ごわい相手か？」

　ベルナルフォンは、答えるまでに数すう瞬しゆんの間まを置いた。

「──少なくとも、私はそう思います。もちろん実戦をおこなったことはないはずですから、買かい被かぶりの可能性もありますが……」

　ベルナルフォンは厳きびしく目許を歪ゆがめた。

「あの男は商売において、短期間であれだけの成功を手にしました。以前──あの男は言ったのです。〝商売は、戦争に似ている〟と」

　フェリオは小首を傾かしげて、その言葉を聞いた。

「戦いの基本は、互いの戦力を知り、戦場を理解し、武器や物資といった補給を用意して、勝つための方策を練ねることです。そして商あきないの基本は、顧客の要望と自らの商品を知り、市場を理解し、流通を整え商品を運び、売るための方策を練ることにあります。もちろんどちらも机き上じようの論だけでは成り立ちませんが、案外、似ている部分は多い──」

　ベルナルフォンはひどく難しい顔をしていた。

「違うのは、戦いくさは人の血と涙をもたらし、商売は人の活力と笑みを生む点だと──クラウスはそう言っていました」

　ベルナルフォンの言葉には、納なつ得とくできる部分もあった。だが、不可解な部分も多い。

「つまり、優すぐれた商人は優れた指揮官でもあるってことなのかな」

　フェリオが問うと、ベルナルフォンは首を横に振った。

「人には天てん分ぶんがあります。必ずしも、優れた商人が優れた指揮官であるとは言えませんし、その逆もまた然しかりです。似ている部分は多くても、そもそも要求される技能が違いますので──ですがごく稀まれに、その両方で才を発揮できる者がいるのも事実です。私の見たところ、クラウスはその稀け有うな例の一人でしょう。あの男の商法は、軍ぐん閥ばつであるサンクレット家の屋敷にあった兵へい法ほう書しよを元にして実じつ践せんされています。そんな男が、暇ひまつぶしの片手間にやった商売で、あれほどの成功をおさめた──ロセッティのような商人が周囲を固めていたことも大きいですが、あの才が、本来の戦場で発揮されたらどうなるか──私としては、用心せざるを得ません」

　フェリオは思し案あんを巡らせた。

　ベルナルフォンの言は、あるいは杞き憂ゆうかもしれない。だが、彼の予測があたっていれば、この戦いは苦しいものになるだろう。

　開戦を間近に控えたフェリオの傍そばには、金髪の青年騎士ライナスティと、黒い肌はだに軽装の鎧よろいを身につけたディアメルとが付き従っていた。

　来訪者ビジターの少女──リセリナも、すぐ脇わきに控えている。彼女は一人で馬に乗れないため、今はディアメルと相乗りしていた。

　本人は近衛このえ兵へいのような顔で堂々と戦せん陣じんに加わっていたが、その容よう姿しは周囲に比して明らかに浮いている。

　彼女は今朝、ディアメルと共に敵陣への使者に立ち、現地で戦意を挫くじく一ひと芝しば居いを打ってきたばかりである。〝危険だから〟とフェリオは止めたが、成功する自信があると彼女に押し切られ、結果としては上手うまくいったらしい。

　周りの兵達は、無む論ろん、彼女の素す性じようを知らない。

　フェリオは周囲の彼女達に視線を送った後で、兵達を振りかえった。

　預かった先陣の兵は二千──主戦力は騎兵が四百、残りは歩兵である。フェリオが名目上の指揮官であり、ベルナルフォンがその参さん謀ぼうという位置づけだった。麾き下かの部隊は、各貴族の子弟が士官となり仕切っている。

　その直後の第二陣は、ラシアンとアゴールの兵が合わせて約千七百で、この一陣と二陣がほぼ全兵力だった。第二陣のうちの約三百が補給物資の護ご衛えいと救きゆう護ごを担当する兵で、これは後こう背はいに控えている。

　調ちよう練れんも足りない、たかだか四千にも満たない兵を、あまり分散させるわけにもいかない。そんな愚ぐ策さくを採れば、あっさりと各個撃破されるだけである。

　フェリオは預かった兵達を見渡す。一時待たい機きを命じたために、彼らの多くは座って休んでいた。

　兵達の目は、若いというよりは〝幼い〟とさえ言える指揮官を、不安げに見上げていた。脇わきにベルナルフォンという偉い丈じよう夫ふがいるとはいえ、〝この指揮官に命を預けていいのか〟と、迷っている様子もある。

　フェリオはその歩兵達に向けて、馬上から大だい音おん声じようを張った。

「全軍、立て！」

　フェリオの号令に応じて、合図のラッパが吹き鳴らされた。急場の吹すい奏そう者しやは、脇に控える騎士のライナスティである。

　妙に多芸なその青年は、高らかに澄んだ音をその場に響かせた。

　待機を命じられていた兵達が、次々に立ち上がる。

　自分を見つめる兵達に向けて、フェリオは可能な限り悠ゆう然ぜんと構え、馬上から朗ろう々ろうたる声を張った。

「これより我らは、王都に進軍する！」

　先陣を務める二千の兵──密集した彼らの隅すみ々ずみにまで届きそうな、よく響く声だった。実際には、周囲に集つどっている小隊長達に聞こえれば充分なのだ。だがフェリオは、その背後にいる兵達にもできるだけ聞こえるようにと、精一杯の声を張った。

　フェリオは王族として、彼らをこの国のために〝戦わせよう〟としている。

　そのことを自身にも言い聞かせるつもりで、フェリオは腹から声を出した。

　兵達の視線が一身に集う。

「最終的には城を制せい圧あつし、政せい務む卿きようら、囚とらわれの人々を救出することが目的だ。諸しよ兄けいも不安とは思うが、それは我々を迎える敵軍にしても同じこと。怯おびえる必要はない！　この戦いはただの内乱ではなく、この国の命運をかけた一戦だ。戦功の著いちじるしい者には、むろん褒ほう賞しようも与えられるだろう。諸兄の奮ふん戦せんに期待する！」

　即そく座ざに大おお仰ぎような歓かん声せいをあげたのは、フェリオと内意を通じてあった王宮騎士団と傭よう兵へい部隊だった。すぐに歓声は兵達にも伝でん播ぱし、地鳴りのような波となって周囲に拡散する。

「……名演ですな」

　脇わきのベルナルフォンが苦笑混じりに囁ささやいた。フェリオの大声も、騎士団の歓声も、あらかじめ決められていたことである。

　兵達には、〝勢いづくきっかけ〟が必要だった。腹の底から応こたえる歓声は、彼らの闘志を奮い立たせるための苦く肉にくの案である。

「王宮騎士団と傭兵部隊の歓声のおかげだ。これが勢いの足しになればいいけれど──」

　フェリオが肩を竦すくめてそう呟つぶやくと、ベルナルフォンは眼めを細めた。

「……ほう。お気づきではない？」

　声は笑いを含んでいる。フェリオは首を傾かしげた。

「何に？」

　ベルナルフォンが眼を瞑つぶる。ウィンクのつもりらしいが、元から隻せき眼がんのため、単に両眼を瞑る格かつ好こうとなった。

「兵達は、騎士団の歓声につられたわけではありませんよ。いかにも堂々たる〝貴方あなたの声〟に、反応したのです。演説の内容そのものは没ぼつ個こ性せい的てきでしたが、今の声は素晴らしかった。台本を知っていた私でさえ、妙に気が昂たかぶりましたよ」

　ベルナルフォンの指摘に、フェリオは眼をしばたたかせた。隻眼の貴族は不ふ敵てきに笑い、馬の腹を軽く蹴った。

「──貴方が、この国の王族でよかったと思います」

　ベルナルフォンは背を見せながら、独ひとり言ごとのように呟いた。

　フェリオは咄とつ嗟さに返事ができない。ベルナルフォンの様子は、たんに冗じよう談だんを言っているようにも見えた。

　進軍開始を知らせるラッパの音が、兵達の待たい機きする平原に響き渡る。

　小隊長らが自身の部隊の指揮に戻り、軍はすぐに統制を得て動きはじめた。

　馬は並なみ足あしから早はや足あしとなり、四百の騎馬が連なる。歩兵達も後ろから動き出した。

　隻眼の将しようと肩を並べ、フェリオも馬を進ませる。

　果か敢かんな進軍は波のようになって、いよいよ王都へ迫ろうとしていた。
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　リセリナは、女騎士ディアメルの馬に同乗し、先陣に加わっていた。

　王都の街道に入ってすぐに、馬を止める柵さくが視界に入る。

　先の尖とがった丸太を前方に突き出させただけの、造つくりはいたって単純なものだが、その効果は侮あなどれない。

　柵さくの背後には、弓兵と槍そう兵へいを中心とした敵部隊が控えていた。

　怯おびえた様子の彼らは、まだ遠い位置から矢を射い掛かけてきた。

　フェリオが騎馬を止め、盾たてを構えた兵達と槍兵を前に出させる。

　敵軍も木の盾を頭上に掲かかげており、弓はあまり通じそうにない。

　これからここで、押し合いの戦いになるらしい──リセリナはそう察する。

「弓兵部隊は援護射撃を！　槍兵は突……」

　フェリオが突撃の号令を発そうとした瞬間、リセリナは、ディアメルの馬から猫ねこのように飛び降りた。

「フェリオさん。ここは、私に任せてください」

　にっこりと笑みを残して、いきなり駆けはじめる。説明しても、止められるか、あるいは理解してもらえないはずだった。

「な……リセリナ!?　待……」

　フェリオが慌あわてた様子で声を張ったが、リセリナは振りかえらない。獣けものじみた動きで敵陣に走り、すぐに柵の前まで肉にく薄はくする。

　そして──両軍は、後に〝戦せん姫き〟と呼ばれる娘の、初うい陣じんを目にすることとなる。
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　走りながら、リセリナは腕輪の調子を確かめた。

〝ガーゴイル〟の体から回収したマテリアルコアは、当分は使える量が残っていた。腕輪から四し肢しへと活力が漲みなぎり、感覚の範囲が広がり、三百六十度全すべての様子が手にとるようにわかる。

　腕輪の力なしでも、リセリナはこの世界の戦士に負けない程度の格かく闘とう術じゆつを身につけている。

　そして腕輪の力によって、身体能力やその他の要素が強化されれば──

　リセリナは、次々に飛んでくる矢を難なくかわした。かわしにくい矢は、光をまとった手しゆ刀とうで鏃やじりごと跳はね飛ばし、たちまちに防ぼう護ご柵さくの前へと迫る。

　その動きに驚いたのは、柵の真後ろにいた槍兵達だった。

　前方に向けて先を尖らせた幾本もの丸太、その隙すき間まから槍やりを突き出し、リセリナを狙ねらおうとする。だが、狭せまい柵の隙間からただ突き出されるだけの槍など、彼女にとっては矢よりもかわしやすい中ちゆう途と半はん端ぱな攻撃に過ぎなかった。

　光をまとった手刀が舞う。

　リセリナの周囲の丸太がたちまち地に落ちて転がり、大道を塞ふさいだ柵はその場に瓦が解かいした。

　踊り子が舞うように軽やかに、リセリナは高々と宙ちゆうに飛んだ。その通った軌き跡せきから一瞬遅おくれて、周囲の柵さくがあっさりと壊こわれていく。

　歓かん声せいと悲鳴とが交こう錯さくした。

　歓声はフェリオ達の軍から、悲鳴は王都を守るレージクの軍から発せられたものである。

「こ、この女──！」

　複数の兵達がリセリナの身を狙ねらい、苦しまぎれに槍やりを突き出した。

　迫った槍の穂ほ先さきを、リセリナは手で止めた。

　手の光に触れた穂先は、まるで木の葉が散るようにして砕け落ちる。

　そしてリセリナは、敵の槍そう兵へいに優やさしい微笑を向けた。

　演技としての笑みである。〝得え体たいの知れない化ばけ物もの〟とでも相手に思わせられれば、狙い通りだった。

　案あんの定じよう、若い敵兵は気きの毒どくなほどに顔を引きつらせる。

　リセリナは彼の脇わきから突き出された別の兵の槍を、そのまま素早く輪わ切ぎりにした。

　同時に飛んできた矢を紙一重に避けて摑み、元の方向へ投げつける。矢は弓手の頰ほおをかすめて後ろへ抜けた。

　兵達が、恐きよう慌こう状態に陥おちいる。

　ほんの一瞬の旋せん風ぷうが敵陣を舞っただけで、その陣は総そう崩くずれとなった。

「突撃！」

　リセリナの鋭えい敏びんな耳に、フェリオの指揮する声が響いた。

　道を塞ふさいでいた柵のほとんどが壊れたことで、騎兵が存分に動けるようになっていた。石いし畳だたみに地鳴りを立てながら殺さつ到とうする騎馬の迫力に、敵兵は耐たえられない。

　リセリナに対して恐おそれ慄おののいていた兵達も、もはやまともに戦えず、その場を一いち目もく散さんに退しりぞいていく。追つい撃げきする形で、騎兵が辺りを蹂じゆう躙りんした。

「リセリナ！」

　刀ではなく馬ば上じよう槍やりを構えたフェリオが、傍そばに馬を寄せてきた。

　リセリナの周囲に、もう敵兵はいなかった。騎馬の突撃によって、戦場は城の方角へと流れていく。押しているのは無む論ろん、フェリオ達の側だった。

　ベルナルフォンが率そつ先せんして戦場を駆け抜け、王宮騎士団の騎士達も追撃に走る。

「リセリナ、乗れ！」

　フェリオが馬の後ろを示した。

　リセリナは戸と惑まどった。自分はまだ疲れてもいないし、こんな状況下でフェリオの馬に乗るのも、少し憚はばかられる。

「味方の兵まで驚いている！　君が俺おれの味方だと知らしめるためにも、しばらく一いつ緒しよに行動するんだ！」

　フェリオの声には焦あせるような響きがあった。

　リセリナははっとする。〝この世界〟では、リセリナのような戦い方ができる者はいないはずだった。敵に〝化ばけ物もの〟と恐れられるのは望むところだが、味方に背を狙ねらわれるようではややこしいことになる。

　これまで、味方の兵達は彼女のことを、フェリオに気に入られているただの従者だと思っていたに違いない。外がい見けんが戦う者に見えないのは、リセリナも自覚していた。

　そこへ神かみ懸がかった戦闘力を見せつけられれば、多少なりとも困こん惑わくするのは当然である。

　リセリナは軽く跳はねて、フェリオの背後に飛び乗った。

　兵達がどよめくのへ、フェリオが指揮官としての声を張る。

「この娘は俺おれの護ご衛えい者しやだ！　彼女がつくってくれた好機を逃すな、追つい撃げきにかかれ！」

　指揮の声に、兵達は俄が然ぜん、勢いづいた。

　フェリオの背に摑つかまりながら、リセリナは瞠どう目もくする。

　この少年自身は、おそらく気づいていない──彼の声や立たち居い振ふる舞まいには、やけに人を惹ひきつけ、好感を抱かせる力があった。

　その〝人を惹きつける力〟が、兵達に作用し、彼らの士し気きを高めている。

　それが王家の血筋によるものなのか、それともフェリオ自身の才能なのかはわからない。どちらにしても、指揮官としては得え難がたい資し質しつといえた。

「リセリナ、可能ならこのまま城へ突っ込む。門を突破する時に、また力を貸して欲しい」

　フェリオが小声に呟つぶやいた。

「──すまない。君に負ふ担たんをかける」

　いかにも申し訳なげなその声に、リセリナは微笑を返した。

「気にしないでください、フェリオさんには一いつ宿しゆく一いつ飯ぱん以上の御ご恩おんがありますから。それに、ウルク様の真似まねをするわけではありませんけれど、危なっかしくてほうっておけません」

　くすりと笑って答えながら、リセリナは飛んできた流れ矢を摑つかんだ。何事もなかったかのように矢を投げ捨てて、フェリオの背に改めて摑まる。

　この世界にやって来て、初めて会ったのが彼だった。

　はじめは、ただのお人好しの少年だと思っていた。歳としが近いせいもあって、いい友人になってくれるかもしれないとも感じた。

　そんな彼が、今ではこの国の未来を担になう重要な人間となっている。これからもきっと、その重みは増していくことだろう。

　そのことで距離が遠くなったように感じて、リセリナは少しだけ寂さびしく思った。だが、それ以上に嬉うれしくも思う。

　リセリナは、フォルナム神殿でのことを思い出していた。あの時のフェリオは、「兄が即そく位いしたら臣しん籍せきにくだる」と言っていた。野や心しんも持たずに、ただ自分の立場を受け入れ、自身が内乱の火ひ種だねにならぬようにと気をつかっていた。

　結果として、内乱は起きてしまったが──

　この乱が治まった暁あかつきには、彼はきっと、この国の柱になる。助けてもらった恩おんもあるし、今はその力になりたい。

　フェリオの肩越しに、高い鐘しよう楼ろうを持つ城が見えた。

　リセリナは改めて気を引き締める。

　王都の道を、軍は迅じん速そくに駆けていった。
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　軍ぐん務む卿きようクラウス・サンクレットは、城じよう壁へきに沿って建つ物もの見みの塔とうから街まちを眺めていた。

　そこからは、おおまかな戦況がうかがえる。

　敵軍は二つに分かれていた。フェリオ達の率ひきいる突撃の部隊と、補給部隊と共にその背後に控えるラシアンの本隊である。

　その布ふ陣じんは、クラウスが予想していた形の一つと合がつ致ちしていた。

　王都の道はさほど広くない。下手へたに突撃の兵数を増やせば、機動性を落とすことになる。精せい鋭えいをもって突撃し、敵を蹴け散ちらして城に迫る──その戦略は、クラウスの眼めから見ても理にかなっていた。

　だが、理はあっても独どく創そう性せいには欠け、たんに無難な慣かん例れい通りの用兵ともいえる。力押しの戦法でもあり、ある意味ではベルナルフォンのいかにも好みそうな用兵だった。

　クラウスはしばらく、遠とお目めに街の様子を観察していた。

　敵軍と味方の兵が接触し、いよいよ戦いが起きた。

　そして、ほんの一瞬で──その陣が瓦が解かいし、敵軍が防ぼう護ご柵さくを突破した。

　クラウスは瞠どう目もくした。何が起きたのかと、思わず窓の外に身を乗り出す。

　付つき添そっていた衛兵も、背後で低く声を漏もらした。

「ぐ、軍務卿閣かつ下か──」

　クラウスは唸うなった。

「突破されるのは予定のうちですが……早すぎる。何があったのか、報告を急がせなさい」

　衛兵の一人が返事をして駆け出した。

　クラウスは、戦況をじっと見守った。味方の防御はいきなり崩くずれ、敵は追つい撃げきしながら城へと迫ろうとしている。

　こうした内乱では、短期決戦が望ましい。敵は人ひと質じちのことを考えて救出を急ぎたいはずだし、レージクの側としても、政治の中ちゆう枢すうである王都で混乱が長引くことは避けたい。長くとも、一週間のうちに──できれば三日以内に白黒をつけたかった。

　クラウスの細い眼が据すわった。

「ああもあっさり突破されるとは──思っていたよりも、手て強ごわいということですか」

　独ひとり頷うなずき、背後に控えた兵に向き直る。

「予定を前倒しにします。赤の狼煙のろしでグレナデン隊に合図を。黒の狼煙で、崩くずれた一番隊には撤てつ退たいを指示してください。二番隊は継続して城の防ぼう御ぎよにあたりつつ、いつでも出撃できるように準備を。いざ出撃時には、一番隊と合流させます」

　クラウスは険けわしい声で指示を飛ばした。素早く復ふく唱しようして、伝令の兵が走る。

　やがて中庭から、赤と黒の狼煙があがりはじめた。

　煙を見るや、クラウスは胸が焼けるのを感じた。

　ニナが死んで、呆ぼう然ぜん自じ失しつの状態にあったあの日──クラウスは、レージクから敵かたき討うちを誘われ、承しよう諾だくした。

　その時にも、城の庭では狼煙があがっていた。

　──心が軋きしむ。

　吐はき気けを堪こらえながら、敢かん然ぜんと街まちを見下ろした。

　反はん乱らん軍ぐんは、ニナ達を殺したのは正せい妃ひの閥ばつではなく、タートムの勢力だと主張していた。

　仮かりにそうだとしても、クラウスがレージクの味方をすることには変わりない。サンクレット家は、〝レージクを支える〟と、父や祖父も決めていた。

　その方針に変更はない。

　クラウスは、ニナを殺した犯人を憎にくんでいる。それは間違いないが、首しゆ謀ぼう者しやと目もくされていた正妃が何者かによって殺された今、クラウスを突き動かしているのは、その憎ぞう悪おだけではない。

　臣として、この乱を治めること。

　そして、正統な後継者であるレージクの体制を磐ばん石じやくのものとすること──

　暗殺の前まで、クラウスはレージクを見捨て、皇太子の息子むすこを擁よう立りつすべきとまで祖父に進言していた。

　当時の情勢を鑑かんがみるに、自分の進言は間違っていなかったと思う。あの時点で祖父達を説せつ得とくできていれば──そう悔くやみもした。

　結果、父と妹、第二妃、第三妃が殺され、外がい務む卿きようラシアンや王子フェリオも危険な目に遭あった。

　──祖父には見破られたが、レージクを捨てる進言は、ニナのためでもあった。

　妹のニナとレージクとは、許婚いいなずけの関係にあった。だがレージクのように女遊びの絶えない夫では、不幸になるのが目に見えている。この政局の混乱に乗じて、なんとかしてやりたかったという打算も確かにあった。

　幸い、第三王子ブラドーは性しよう根ねが優やさしく、決まった婚こん約やく者しやもいなかった。ニナとも歳としが近い。もし祖父がレージクを捨てる決断をしていれば、クラウスは第三王子とニナとを引き合わせるつもりだったのだ。

　だが、その彼女はもういない。

　花嫁姿も見せることなく、彼女はクラウスより先に、冥めい府ふへと旅立ってしまった。

　喪そう失しつ感かんに心を蝕むしばまれながら、クラウスは憑つかれたようにレージクの手足として働いていた。

　今が正しよう念ねん場ばである。

　反乱軍の中心は、外がい務む卿きようラシアン・ローム──あの政治家さえ潰つぶせば、瓦が解かいする軍勢だった。

　クラウスは冷さめた眼めで街まちを見下ろす。

　フェリオ王子の率ひきいる先陣が、勢いづいて進撃してくる。結果として、ラシアンの本隊はその背後に取り残される格かつ好こうとなっていた。

　クラウスの眼に、細い光が宿った。
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　前線の様子は、外務卿ラシアン・ロームの元に逐ちく一いち届いていた。

　フェリオとベルナルフォンの率いる先陣は、道に設けられた防ぼう護ご柵さくを突破し、今にも城へと迫ろうとしている──

　その過か程ていにおいて、フェリオの従者らしき娘が奮ふん迅じんの働きを見せたと、斥せつ候こうは興奮気味に語っていた。

　はて、と、首を傾かしげて、ラシアンはその少女のことを思いだした。

　リセリナという名の彼女は、フェリオと神殿で知り合ったらしい。その素す性じようはどうも定かではない。騎士達は何かを知っている様子だったが、ラシアンもわざわざ問とい質ただしてはいなかった。

　戦士としての修しゆう練れんを積んでいるらしく、アゴールも暗殺者に狙ねらわれた際、彼女によって助けられたという。

　本陣を為なす天幕テントの内側には、そのアゴール・カリウスも同席していた。

「ラシアン卿。なにやら、心苦しいものがありますな」

　中年の貴族は苦笑混じりにそう呟つぶやいた。

「王子であらせられるフェリオ様が最前線で戦い、臣下たる我々が後陣に備える──少々、情けないとも思います」

　その言葉に、ラシアンも頷うなずきを返した。

「はい。ですが仕方ありません。フェリオ様は用兵について、騎士団長であるウィスタル卿からの教えを受けているそうです。騎士団への指揮も堂に入ったものでした。戦いの心得を知らぬ文官の我々では、前線に出たところで足手まといになるだけです」

　ラシアンは淡たん々たんとそう告げた。

　アゴールが意い味み深しんに眼を細める。彼の父親である囚とらわれの政せい務む卿きよう、ダスティア・カリウスが考え込む時と、そっくりの表情だった。

「確かに、足手まといには違いありませんな。ですが、我々が先陣に立たぬ理由は他ほかにもあるはず──ラシアン卿きよう、そろそろ、腹を割っていただきたい」

　アゴールが声を潜ひそめる。

　ラシアンは微笑を返した。

「これはこれは。私が何か隠かくし事ごとをしていると？」

「私も父の影響か、政治に関かかわる鼻は利きくつもりです。貴方あなたがあの御お方かたに何を期待しているのか──薄うす々うす、わかる気がして参りました」

　アゴールの声は穏おだやかだった。ラシアンは片目を瞑つぶって見せる。

「そこはアゴール卿のご想像通りです。フェリオ様には、ここらで存分に〝目立って〟おいていただきましょう。あの方は、これからこの国の柱になられる方です」

　ラシアンは感かん慨がいを込めて呟つぶやいた。

　第四王子、フェリオ・アルセイフという少年は、つい先日まで、あまり目立たない王族だった。母方の実家もなく、また正せい妃ひ達に疎うとまれていた関係で、貴族達からも存在を忘れられがちだった。そんな弱い立場にあった彼のことを、ラシアンも今まではそれほど、気にしたことはなかった。

　彼を見る眼めが変わったのは、国王の葬そう儀ぎの日である。

　あの日、フェリオは可か憐れんに成長した一人の少女を連れていた。

　ウィータ神殿の司し祭さい、神しん姫きの妹、ウルク・ティグレー──

　外がい務む卿きようであるラシアンならずとも、驚く組み合わせである。

　ラシアンはそこで、フェリオの存在にまず政治的な価値を見出した。

　ウィータ神殿が治める国、ジラーハと、アルセイフの間には、あまり国交がない。決して険けん悪あくなわけでもないが、間に他の一国を挟はさんでいるため、歴史的に関わりが薄いのである。

　だが、これから将来のことを考えると、ラシアンとしては強大国であるジラーハとの縁えんを強くしておきたい。フェリオとウルクの関係は、そのための布ふ石せきになりそうだった。

　その後、間諜スパイからの報告とラシアン自身の推理によって、婚こん約やくの件は噓うそだと見破ったものの、決して芽めがないわけではないと思っている。

　ウルクはフェリオのことを、心憎にくからず想おもっている──若い日の社交術で鳴らした勘かんが、そう訴えていた。

　そしてフェリオと話をして、彼の性格、その剣の技ぎ量りようを知っていくうちに、ラシアンの期待は確信に変わった。

　すなわち、フェリオ・アルセイフは、この国の未来を護まもる人材の一人であると見極めをつけた。

　アゴールも、どうやら同じようなことを感じたらしい。子供の頃ころはまったく感じなかったが、今のフェリオには、人を魅了してやまない何かが備わっていた。

　それは〝王者の資し質しつ〟と言ってもいい。ウィスタルの教育によるものか、それとも彼の才が開花したということなのか──そこはわからないが、ラシアンはこの国のために、彼に仕えることを決めたのである。

　フェリオ自身は、まだ自分がラシアンの忠ちゆう誠せい心しんを得ているなどとは夢にも思っていないだろう。だが、ラシアンは着々と、彼の出しゆつ世せのために策を立てつつあった。

　この軍の総司令官にフェリオを据すえたのも、その一策である。

　彼の果か敢かんな戦いぶりは士官達を唸うならせ、貴族達を瞠どう目もくさせるはずだった。その噂うわさが広まれば、今まで無視していたフェリオに興味を持つ貴族が、必ず増えてくる。

　この乱で仮かりに勝てたとして、その後、第三王子のブラドーが即そく位いするか、それともフェリオが即位するかは、ラシアンにもまだわからない。

　もし仮にブラドーが即位した場合でも、フェリオはその弟たる勇ゆう将しようとして、重きを為なすに違いない。

　フェリオは玉ぎよく座ざを望んでいない。なのに、〝この国を護まもる〟ということにかけては、ラシアンでさえも驚くほどの責任感を見せる。

　先人として、そしてこの国の忠臣として、ラシアンはフェリオになら、この国の将来を預けられると思った。

　そのためには、これから貴族達の支持を彼に集める必要がある。

　ダスティアもラシアンも高齢である。この国の次代を担になうのは、フェリオの世代なのだ。ラシアンは内心のそんな思いを微笑で隠かくして、アゴールに目め配くばせを送った。

　視線の意味を察して、アゴールはわずかに唸うなる。

「中立を旨むねとされるラシアン卿きようが、そこまで贔ひい屓きにされるとは意外に思います」

　ラシアンは首を横に振った。

「アゴール卿。この期ごに及んでの戯ざれ言ごとと受け取られるかもしれませんが、私は中立の立場を捨てる気はありません。我々が勝っても、この乱の後には、旧レージク派の貴族達との軋あつ轢れきが避けられません。ですから私は、この乱が終わった後は、また折を見て中立の立場に戻るつもりです。だからこそ、今のうちからフェリオ様のために、私ができることをしておく必要があるのです」

　ふむ、と、アゴールは顎あごを押さえた。

「貴方あなたも難なん儀ぎなことですな。ですが、その役は貴方にしか為せぬことかもしれません」

「アゴール卿の役割にも、私は期待しております」

　ラシアンは誠意を込めて彼の顔を見据えた。

　小柄なアゴールは、いかめしい顔を歪ゆがめ、上うわ目め遣づかいに天幕テントの天てん井じようを見上げる。

「私は、父の代理でここにいるだけです」

「いいえ。政せい務む卿きようは正せい妃ひの閥ばつ──正妃や皇太子の死によって、事実上、彼らは担かつぐ存在をなくしております。〝反はん乱らん軍ぐんとしてフェリオ様に加か担たんした〟貴方あなたの口くち添ぞえが、彼らとフェリオ様を結びつけるのです。そうして初めて、私は安心して中立の立場に戻れます」

　アゴールが大おお仰ぎような溜ため息いきを吐ついた。

「──貴方がフェリオ様を擁よう立りつすれば済むことでしょうに。貴方には、その資格があると思いますが？」

「それでは、カリウス家やサンクレット家の諸しよ侯こうが不満を持ちます。政せい務む卿きようや貴方のように、私の立場を正確に理解している方々ばかりではありません。よしなに願いますよ、アゴール卿」

　他家の後こう嗣しに向けて、ラシアンはそう願った。

　アゴールは無言で頷うなずいた。互いの間にたった今、一つの密みつ約やくが為なされたのだ。

　話が終わったのとほぼ同時に、天幕テントの外から兵士の声が聞こえてきた。

「ラシアン様！　敵兵です！」

　ラシアンは眼めを剝むいた。ついさきほど、フェリオ達が優勢で城に肉にく薄はくしているとの報を受けたばかりである。敵兵は、フェリオ達の前にいるはずだった。

「敵兵だと？」

「はい、伏ふく兵へいです！　我々の〝背後〟から、約一千ほどの部隊が迫っています。ご指示を！」

　兵の悲鳴じみた報告に、アゴールが決然と立った。体は小さいながら、表情と態度が悠ゆう揚ようとしているために、やけに力強く見える。
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「ラシアン卿きよう、どうやら、文官だからと日和ひより見みをさせてはもらえぬようです」

　アゴールの言葉に頷うなずきながら、ラシアンは足早に天幕テントを出た。
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　外の兵達は指揮を待つまでもなく、臨りん戦せん態勢をとりつつあった。前方に気を払っていた兵達が、続々と後方に回ってくる。その指揮をしたのは、後方警備にあたっていた貴族らしい。

　敵兵は、王都とは逆の側──ラシアン達の背面から現れたのだ。

　いつから兵を隠かくしていたのか──そもそも、どうして見つけられなかったのか、ラシアンは疑問に思った。

　だが、敵兵の掲かかげた旗はた印じるしを遠とお目めに見て、その理由を察する。

　現れた敵兵は、王都の衛兵でもなく、サンクレット家の私し兵へいでもなかった。盾たてに三羽の鳥をあしらった旗印は、王都の程近くに領地を持つ、グレナデン家の家か紋もんである。

　グレナデン家は軍ぐん閥ばつの中流貴族だった。

　軍閥とはいえ、彼の家はサンクレット家とあまり仲が良くない。加えて、今回の乱は軽けい挙きよを慎つつしむべき要素が多く、ほとんどの貴族はしばし傍ぼう観かんの姿勢をとっている。グレナデン家もその方針だったはずだが──

（いざ戦いとなって、恩おんを売ろうと援軍に駆けつけたか……？）

　ラシアンはそう判断しかけて、すぐにその考えを打ち消した。王都の側を見れば、赤と黒の狼煙のろしがあがっている。あらかじめ申し合わせた用兵なのだ。

　グレナデン家の兵は、ラシアン達に気け取どられぬように距離を保って待たい機きしていたのだろう。そして主戦力であるフェリオ達が離れるのを待って、奇襲をかけてきたのだ。

　ラシアンは叫んだ。

「こちらのほうが兵数は上だ！　踏み止まれ！」

　アゴールが馬にまたがり、近衛このえ兵へいを伴ともなって支援に向かう。

　本陣の兵達は防ぼう壁へきのように陣を為なし、迫り来る敵の槍そう兵へい達と槍やりを交し合った。

　弓兵がその背後から援護するが、矢には限りがあるため、あまり多用させるわけにもいかない。

　その時、王都の側からも、騎馬の蹄ひづめが波のように迫ってきた。

　一瞬、王宮騎士団が戻ってきたのかとラシアンは期待した。

　だが、そこにいたのは──

「ラシアン外がい務む卿きよう！　反はん乱らん軍ぐんの首しゆ魁かいとして、召めし捕とらせていただく！」

　野太い声で喚わめいたのは、ダスティアと共に捕らえられたはずの、近衛騎士団団長だった。その背後には、百騎ほどの騎馬と五百ほどの歩兵が続いている。

　近衛このえ騎士団は、王族の警護を行う、貴族出身層を中心とした騎士団である。

　王宮騎士団は王宮を、近衛騎士団は要よう人じんを護まもるという名目があったが、役目が入れ替わることも珍しくない。今などは、その〝王宮騎士団〟が王宮を攻めようとしているくらいである。

　現れた近衛騎士団は、正せい妃ひの閥ばつからレージクに寝ね返がえったものらしい。もっとも、〝近衛騎士団〟というだけに、王族を護るのがその責せき務むである。即そく位いしたレージクを彼らが護ろうとすることは、むしろ当然のことともいえた。

　ラシアンは歯は嚙がみした。

　近衛騎士団は、フェリオ達の進路を避け、王都の脇わきからここまで回り込んできたらしい。

　ラシアン達の本陣は、前と後ろを挟きよう撃げきされた形となる。

　近衛騎士団の騎士達は、馬上から槍やりを突きこみ、地上の兵達を蹂じゆう躙りんしはじめた。

「押さえろ！　突破されるな！　まず軍馬を仕し留とめなさい！」

　具体性には欠ける指揮だったが、今のラシアンにはそれが精一杯だった。他ほかの誰だれでも、この状況下では仕方がない。

　ラシアンは声を張り上げて、必死に周囲の兵達を鼓こ舞ぶし続けた。
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　フェリオ達が背後の異変に気づいたのは、城の城じよう壁へきが間近に迫ってからのことだった。

　乱戦の音にまず気づいたのは、リセリナだった。

　フェリオの後ろで馬にまたがっていた彼女は、不意に表情を改め、背後を振りかえった。

　その直後に、彼女は近くにあった屋敷の屋根へと身軽に駆け登り、視界を確かめてすぐに降りてきた。

　そして、表情を険けわしくして言ったのだ。

「──フェリオさん！　ラシアン卿きようの本隊が、伏ふく兵へいに襲われています！」

　フェリオは驚いた。敵に余よ剰じよう兵力があったとは思えない。たった今、街まちに防ぼう御ぎよを敷いていたサンクレット家の私し兵へいを蹴け散ちらしてきて、城の側には衛兵達が籠こもっている──それが敵の全兵力だと思っていた。

　事実、伏兵の半数以上は、態度を保留と思わせていたグレナデン家が、今はじめて王都に迫らせた兵なのだが、フェリオがそんなことを知る由よしもない。

　ラシアン達のいる本陣からは、緊急事態を知らせる狼煙のろしがあがりはじめていた。そのことに気づいて、多くの兵が足を止める。

　フェリオの背筋に冷ひや汗あせが浮いた。伏兵の可能性を失しつ念ねんしていたわけではないが、襲われるとしたら待まち伏ぶせの形で、先陣が狙ねらわれると思っていた。

　相手の狙いは外がい務む卿きよう、ラシアンの身らしい。

　その首をとれば、この戦いくさが終わることを彼らは知っている。守りに徹てつするかと思いきや、逆に攻勢をかけてきたのだ。

　主戦力であるフェリオ達が、本隊から離れるのをわざわざ待って──

　フェリオは目許を歪ゆがめた。

　フェリオ達はいつの間にか、すっかり〝攻める〟気になっていた。相手はひたすらに護まもりを堅めて王都と城に籠こもり、周辺の諸しよ侯こうが動くまでの時間稼かせぎを狙ねらっているように見えた。

　しかしそれは、フェリオ達の読み違いを誘う罠わなだったらしい。

　入り組んだ王都で、全軍を自在に動かすことは難しい。特にラシアンの軍は、機動性に欠ける補給部隊を護らなければならない。

　城に攻め込む隊と、王都の外側で待たい機きする隊とに、戦力を分断させることが、クラウスの狙いだったとしたら──

　思し案あんするフェリオのすぐ脇わきに、ライナスティが馬を寄せてきた。

「フェリオ様！　どうします!?　このまま城を落とすか、それとも救援に戻りますか！」

　焦あせりを含んだ声で、若い騎士は叫んだ。

　フェリオは馬の首を巡らせる。

「アルセイフの城だって、そうたやすくは陥おとせないはずだ。下手へたをすると、先にラシアン卿きようの部隊が壊かい滅めつさせられる！」

　そうなれば、フェリオ達も城の勢力と背後の勢力に挟はさまれる。

「ライナスティ、先行しているベルナルフォン卿に伝えろ！　全軍、本陣の救援に引き返す！」

　決断すると、フェリオは迅じん速そくだった。麾き下かの兵達も、その号令に応じて来た道を引き返しはじめる。今ならば、ラシアン達の本隊と自分達とで、敵を挟み撃ちにもできるはずだった。

　一いつ刻こくを争う事態である。

　ライナスティは先行している部隊に決定を伝えるために馬を走らせ、フェリオの脇には、女騎士のディアメルがついた。

「フェリオ様。これが敵の策だとすれば、さきほど蹴け散ちらした連中が、足止めに回っているかもしれません。どうかくれぐれもご注意を」

　ディアメルが怜れい悧りな声で呟つぶやいた。フェリオを守る王宮騎士団の騎士達も、心なしかその包囲を狭せばめている。

　フェリオは懸けん命めいに馬を走らせた。

　ベルナルフォンの言う〝クラウスの厄やつ介かいさ〟とは、こういうことだったのかと、いまさらのように思う。

　決して奇策ではない。相手を勢いづけておいて、その隙すきに伏ふく兵へいをもって本陣を狙うなどは、むしろ兵法としては常じよう套とうの手段である。

　だが、それでもフェリオ達にとっては盲もう点てんだったのだ。

　クラウスは故こ意いに〝守りに徹てつする〟姿勢を見せ、そのためにフェリオ達は〝守る相手を攻める〟つもりで、この戦闘を開始していた。

　その時点で、フェリオ達は彼の術中に嵌はまった。

　だが、まだ致ち命めい的てきな失策ではない。本陣にも兵は多く残っており、そう簡単には負けないはずだった。

　今ならば、まだ救援が間に合う。

　フェリオの鎧よろいを摑つかむリセリナの手にも、力が籠こもっていた。

　部外者なりに、彼女はこの国のことを心配してくれている。彼女を追ってきた来訪者ビジターが国王と皇太子を殺した事実も、まだ尾を引いているに違いない。

　そのことをやや心苦しくも思いながら、フェリオは彼女に感謝した。もし、敵の防ぼう御ぎよを突破するのに味方の兵を著いちじるしく疲ひ弊へいさせていたら、ラシアンの救援どころではなかっただろう。

　怒ど濤とうの勢いで城に近づきつつあった軍勢は、素早く進路を反転させ、本隊の救援に向かった。




　　　　　　　[image: ]




　物もの見みの塔とうから、軍ぐん務む卿きようクラウスは街まちを見下ろしていた。

　城に迫りつつあった敵兵は、本陣が襲われていることに気づいて引き返しつつある。

　クラウスにとっては読みの通りだった。

　すぐ脇わきには、国王であるレージクも自ら、戦況を見に来ている。

　酷こく薄はくな光を湛たたえた眼めで、レージクはじっと街を睨にらみつけていた。

「フェリオめ、引き返したか。もう少し、右う往おう左さ往おうするかと思ったが──」

「ベルナルフォンが補佐役についているようです。そんな愚ぐは犯おかさないでしょう」

　クラウスはそう断言した。素早い決断がフェリオだけで為なされたことなど、彼は知らない。

「彼らがこのまま攻めてくるようであれば、ラシアン卿を討うち取とった後で、あの強襲部隊と城の軍勢とで挟はさみ撃うちにできたのですが──そこまで馬ば鹿かではありませんでしたね」

　相手の取った行動は正しかったが、ほぼ予定通りの流れではある。味方のこの後の行動については、事前に連絡した策を狼煙のろしの合図で知らせていけばいい。

　レージクが薄く嗤わらった。

「ラシアンかフェリオか、どちらかでも殺せれば、それで軍勢は瓦が解かいする──そう言ったな、クラウス？」

　クラウスは頷うなずいた。

「その通りです。どうやらカリウス家のアゴール卿も陣に加わっているようですが、実質的な中心であるラシアン卿と、建たて前まえとしての中心であるフェリオ様──どちらかを召めし捕とれば、反はん乱らん軍ぐんは力を失います」

　頭かしらを潰つぶせば、今回のような形の反はん乱らん軍ぐんは無力化される。クラウスはそう読んでいた。

　グレナデン家の援えん軍ぐんをわざわざ合流させずに、王都から離れた位置に待たい機きさせてまで、彼はこの戦いに備えてきた。今のところ、状況は有利である。

　クラウスの策は、フェリオ達に盲もう点てんを作り出し、その盲点を突くことにあった。

　ウィスタルが育てた王宮騎士団と、サンクレット交こう易えきから分離した傭よう兵へい部隊とは、ともに厄やつ介かいな戦力である。数こそ少ないが、勇ゆう猛もう果か敢かんで腕のたつ兵は、仲間の士し気きを高め、同時に相手の士気を奪う存在だった。

　できれば、彼らと真正面から戦いたくはない。

　レージクの即そく位いと正せい妃ひの死をきっかけとして、正妃の閥ばつに近かった近衛このえ騎士団の抱き込みに成功し、そしてグレナデン家の援軍という心強い味方も加わった。近衛騎士団に関しては、この戦いで功を立てれば、王宮騎士団を廃して彼らの立場をより高める旨むねを通達してある。平民の多い王宮騎士団を日ひ頃ごろから毛嫌いしていた近衛騎士団にとっては、ここは自らの存在感を示す絶好の機会だった。

　この二部隊を伏ふく兵へいとして効果的に用い、クラウスはラシアン達の裏をかいたのだ。

　守りを堅める姿勢を見せて籠ろう城じようし、市街に大急ぎで柵さくをつくった。あくまで撃って出ず、そうして待まち伏ぶせに徹てつする構えを見せつけた。

　結果、彼らは主力をもって城を攻め、補給部隊を後方に待機させて守るという、いかにも無難な策を採とった。今の戦況は、クラウスが定めた筋書きから少しも抜け出ていない。

　レージクが興味深そうに、クラウスの顔を一いち瞥べつした。

「で、この後はどうする気だ」

「準備は整っています。この戦い──今日か、あるいは遅おそくとも三日のうちには終わるでしょう。後はできるだけ、よい形で終わるように努力するだけです」

　軍ぐん師しの眼めをして、クラウスは呟つぶやいた。

　レージクが頼たのもしげに頷うなずく。

「お前が味方にいてくれてよかった。俺おれ一人で奴やつ等らと渡り合うのは無理だっただろうからな」

「勿もつ体たいないお言葉です」

　クラウスはそつなく返したが、その声には愛あい想そも何もない。いかにも硬こう質しつなその声を受けて、レージクは頰ほおをいびつな形の微笑に歪ゆがめたが、言葉では何も言わなかった。

　軍服の裾すそを翻ひるがえし、クラウスは戦場を凝ぎよう視しする。

　フェリオ達は、ラシアンと合流するだろう。最初に街まちの防ぼう壁へきを破られた部隊を、この隙すきに城内へと収容し、代わりに疲労のない衛兵を外へと出す。

　ラシアンを襲ったグレナデン家の兵と近衛騎士団の強襲部隊は、左右に分かれて一時退たい避ひする予定だった。

　そうすれば、フェリオ達は一ひと塊かたまりになって、各個撃破の策を採るだろう。

　その時こそが──クラウスの、そしてレージクの勝機でもあった。
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　ラシアンとアゴールは奮ふん戦せんしていた。

　周囲を敵兵に囲まれた状態で、近衛このえ騎士団の騎兵が戦場を搔かき回している。馬ば上じよう槍やりをもった彼らは、歩兵にとっては危険な存在だった。

　対抗できるはずの王宮騎士団は、フェリオと共に城攻めに回っている。数こそほぼ互ご角かくながら、戦況は明らかに不利だった。

「騎兵に対してはまず馬を狙ねらえ！　槍兵は隊列を乱すな！」

　滅めつ多たに出すことのない大声に喉のどを枯らしながら、ラシアンは兵を鼓こ舞ぶした。

　戦いくさに慣れない兵達は、しかしよく戦っていた。アルセイフの民は元来、闘争心には欠けるものの、根が真面目まじめで責任感も強い。徴ちよう兵へいされた兵でも、兵士としての自覚を持っていた。

　他国の民兵ならば、さっさと武器を放り出して逃げ出すような局面でも、指揮官さえまともならば、ぎりぎりまでは踏み止まろうとする。

　苦しいが、耐えればフェリオ達の部隊も戻ってくるはずだった。今はその救援を待つしかない。

　乱戦の合あい間まを縫ぬって、鎧よろいに身を固めた重装備の騎兵が迫った。正規の訓練を受けた、近衛騎士団の騎士である。

　指揮官であるラシアンを守ろうと、ローム家に古くから仕える数少ない私し兵へい達が立ち塞ふさがった。

　槍で馬を突き、数騎を止める。しかし抜けなくなった槍の隙すき間まを縫って、倒れた仲間の背後から別の騎馬が飛びかかった。

「ラシアン卿きよう、お覚かく悟ごを！」

　敵の勢いは止まらない。ラシアンは思わず頰ほおを引きつらせた。

　その背後から、直線的な光が疾はしった。

　飛んだのは、一本の矢──

　その矢が馬の眉み間けんを鋭するどく射抜き、乗っていた騎士は馬上から投げ出された。衝しよう撃げきで立てない間に、槍が殺さつ到とうする。

　続けざまに二本、三本と矢が飛び、迫っていた騎馬はことごとく足を止められた。

　狙ねらいすました神しん速そくの矢は、一本たりとも敵を外はずしていない。

　ラシアンは驚いて背後を振りかえり、弓手の姿を見定めた。

　そこに弓を構え立っていたのは、ごく軽装の少年兵だった。

　さして表情を険けわしくするでもなく、無心となり淡たん々たんと矢を放っている。少年の弓から矢が放たれるたびに、馬や人が射抜かれ、戦いから外はずれていった。

　彼の顔には見覚えがあった。三日前、領地で合流したアゴール・カリウスが刺し客かくに狙ねらわれた際、空から襲ってきた玄げん鳥ちようを弓矢で追い返した少年──その功を称たたえたフェリオが、道中、馬車を共にしていたその少年だった。

　ラシアンが見守る前で、少年の手元にあった矢はたちまちに射ちつくされた。その速さと正確さは並なみの技ぎ量りようではない。

　瞠どう目もくするラシアンを尻しり目めに、少年は矢を補給するため、陣の奥へと戻っていった。入れ替わりに別の弓兵が援えん護ごに回るが、こちらの腕前は他ほかと変わらない。

　ラシアンは啞あ然ぜんとして少年の背を見送った。

〝あり得ない〟ものを見た気がした。走っている馬の眉み間けんを次々と連続で射抜くなど、人間技とも思えない。

　少年の名は憶おぼえていなかったが、彼が玄鳥の眼めを射抜いた噂うわさは聞いている。偶ぐう然ぜんのことだとばかり思っていたが、今の技量を見る限りでは、彼は狙ってそれを為なした可能性が高い。それでいて、本人は当たり前のことをしたように平然としている。

　信じ難いことではある。

　ラシアンは、やがてはっとして指揮に戻った。

　今の少年に助けられたことは間違いない。礼は後回しにして、まずは互いに生き残ることが先決だった。依い然ぜんとして気を緩められる状況ではない。

　苦しい防戦を続けるうちに、前線で変化が起きた。乱戦模も様ようにあった敵兵が散さん開かいしはじめ、やや浮き足立っている。

　眼を凝こらすラシアンの視界に飛び込んできたのは、駆けつける王宮騎士団と、彼らを率ひきいるフェリオの勇ゆう姿しだった。

「ラシアン卿きよう！　ご無事ですか！」

　馬上から発せられたのは、戦場でもやけによく響く大声だった。同時にそれは、味方の士し気きを煽あおる声でもある。

　馬ば上じよう槍やりを構えるフェリオの周囲では、騎士達と、そしてやけに身軽な少女が、進路を切り開くのに躍やつ起きとなっていた。奇妙な光を宿した両手をもって、彼女は素す手でで敵兵をあしらっている。

　フェリオの無事に、ラシアンは心しん底そこから安あん堵どした。それと同時に、少女の奇妙な技をいぶかしく思う。暗殺者の技術なのか、それとも──考える暇ひまもなく、敵兵はみるみる割れていった。

　フェリオ達はラシアンの元に突っ込み、再び馬首を巡らせた。

「ラシアン卿！」

「フェリオ様、ここは無事です！　後こう背はいをアゴール卿が護まもっております！　グレナデン家の伏ふく兵へいに意い表ひようを突かれましたが──」

　フェリオが頷うなずき──この状況下にも関かかわらず、微笑を見せた。

　ラシアンは眼めを剝むく。彼のその余よ裕ゆうの表情が、一瞬だけ、騎士団長のウィスタル・ベヘタシオンと重なって見えた。

　ラシアンは慌あわてて眼を擦こすった。

　フェリオはまだいかにも若く、体格もウィスタルほど大きくはない。だが、まとった雰囲気には近いものがあった。

　ウィスタルもまた、そこにいるだけで兵を鼓こ舞ぶすることができる、不思議な器うつわをもった武ぶ将しようだった。彼の弟子でしでもあるフェリオには、その要素までもが受け継がれたらしい。

　フェリオは槍やりを天上に掲かかげ、周囲の兵にも聞こえるような大声を張った。

「じきにベルナルフォン卿きようも戻る！　近衛このえ騎士団は王宮騎士団に任せろ！」

　騎士達の反応は、大地を揺らすほどだった。

　ここは市街を外はずれた平野部である。騎兵がもっとも活躍できる地形であり、そのためにラシアン達も近衛騎士団を相手に苦戦した。

　だが、騎兵同士となれば条件は互ご角かくである。

　近衛騎士団の騎士達も、王宮騎士団を目標に定め、隊列を整えながら突撃してきた。

　この二部隊は犬けん猿えんの仲だった。

　豪ごう壮そうな鎧よろいをまとった近衛騎士団に対し、王宮騎士団は装備もそれぞれに勝手で、だいたいは傭よう兵へいのような軽装である。女騎士のディアメルなどにいたっては、細く締まった腕を剝き出しにし、その姿は戦場において涼すずしげですらあった。

　近衛騎士団に属するうちの数十騎が、槍のような陣じん形けいをとって一いつ斉せいに迫る。

　見守るラシアンとしては気が気でない。

「フェリオ王子！　その首、貰もらい受ける！」

　先頭近くでそう叫んだのは、近衛騎士団の団長だった。大柄で力の強い貴族だが、もう一方の団長である囚とらわれのウィスタルに比べると、人じん品ぴんも腕前も落ちる。

〝首を貰う〟とまで言われたフェリオは、眼を険けわしく据すわらせていた。

　配下の騎士達も、それぞれに馬を走らせる。

　毛色のまったく違うそれぞれの騎士達は、互いに馬を進めてぶつかり合った。

　擦すれ違った後には、勝敗は概おおむね決していた。

　近衛騎士団の団長は、フェリオと擦れ違った。

　フェリオの手には、すでに馬ば上じよう槍やりは握られていなかった。その槍は、もう片方からフェリオを狙ねらった敵の馬に突き刺さっている。

　そして──

　近衛騎士団団長の首は、兜かぶとと鎧の境さかい目めから分かれて、宙ちゆうに高々と飛んでいた。

　一瞬の静せい寂じやくをおいて、ぼとりと頭が地に落ちる。

　馬上に残った体から血が噴ふき出し、その周囲に悲鳴が起きた。

　振りかえったフェリオの刀には、血の跡も残っていない。ただの一瞬で敵てき将しようを葬ほうむった刃は、陽光を反射して鋭するどく光っていた。

　ラシアンはぞくりとした。

（──王族に対して、〝首を貰もらう〟は、失言だったな）

　その無礼な言葉がなければ、あるいは腕の一本くらいで済んでいたかもしれない。

　蹴け散ちらされた近衛このえ騎士団は、散さん々ざんたる有あり様さまだった。多くは馬を殺されて戦場に投げ出され、無事な者は数人である。対する王宮騎士団の側も、馬を殺された者は数騎にのぼったが、重傷を負った者は見当たらない。

　これが練れん度どの差かと、ラシアンは改めて感心した。近衛騎士団とて、騎士としての修しゆう練れんを積んでいる。だが、王宮騎士団は身分を問わずに〝腕前〟だけを基準として、ウィスタルが育てあげた部隊だった。それを考こう慮りよすれば、当然の結果かもしれない。

　近衛騎士団団長を斬きり捨てたフェリオは、いたって平然としていた。

　フェリオが敵を容よう赦しやなく斬り捨てたことは、ラシアンにとっても意外なことだった。いつもは優やさしげな彼だが、戦場での顔は戦う者のそれである。

　フェリオが烈れつ火かの如ごとく叫んだ。

「近衛騎士団団長は討うち取とった！　これより掃そう討とう戦せんに入るが、深ふか追おいはするな！」

　びりびりと、腹に響くような指揮だった。

　紫むらさきの髪を戦せん塵じんに乱したその勇ゆう姿しは、一枚の絵画のようだった。眼まな差ざしは敢かん然ぜんと戦場を見み据すえ、十六の少年とは思えない威い厳げんをその身にまとっている。

　その脇わきに控えるリセリナという少女の美しさ、それに騎士団の勇ゆう壮そうな面々が、彼の威厳をさらに押し上げていた。

　見つめるラシアンは、不意に肌はだが震えるのを感じた。

　フェリオのことは、〝聡さとい王子だ〟とは思っていた。剣の腕が立つことも知っていたし、以前に王都を脱した際には、その技ぎ量りようの一いつ端たんを垣かい間ま見みてもいる。

　だが、〝戦場〟で直じかに見るフェリオ・アルセイフは、ラシアンの想像以上に光っていた。

　ラシアンは震えた。

〝私は、今──英えい雄ゆうが誕生する瞬間に立ち会っているのか──？〟

　年とし甲斐がいもなく、そうとさえ思った。それほどに、フェリオの存在はこの戦場で目立っていたのだ。

　フェリオ達が援えん軍ぐんとして間に合ったことで、戦況は一変した。

　敵兵が大おお慌あわてで退しりぞき始める。指揮官を失った近衛騎士団も、副官の指示で撤てつ退たいをはじめた。

　王宮騎士団がその追つい撃げきにかかり、他の兵達も後に続く。ここで彼らを痛めつけておけば、今後の戦いに有利に働くはずだった。

　数日前の軍議で、用兵に詳くわしいベルナルフォンから聞かされたことを思いだす。

　内乱に限らず、敵兵は〝殺す〟よりも〝怪け我がをさせる〟ほうが、敵の力を削そぎやすい──彼はそう言っていた。

　死んだ兵は戦場にさらしておけばいいが、怪我をした兵には、食糧と治療が必要となり、移動の枷かせにもなる。戦えない兵を多数抱えることは、時に敵軍にとって、死者を出す以上の痛いた手でになるのだ。

　ことに今回は、同一国内の内乱である。兵士も人間である以上、家族がいるし、その恨うらみを買うような事態はできるだけ避けたほうがいい。

　フェリオもそのことには納なつ得とくした様子だった。近衛このえ騎士団長を討うち取とったことは、その提言に矛む盾じゆんするようだったが、しかし頭かしらの潰つぶれた近衛騎士達は実際に壊かい走そうを始めている。

　フェリオの行為は、相手の士し気きを効果的に削ぐ結果となっていた。

　優やさしげに見える彼に、そんな決断をくだせる精神が宿っていたことに、ラシアンは内心で驚いていた。だが、同時に頼たのもしいとも思う。

　──これは、戦争なのだ。人を殺すことを快楽にするようでも困るが、優しいばかりで戦えない人間では国を護まもれない。

　指揮を執とるフェリオを遠とお目めに見つめながら、ラシアンはひっそりと、彼を育ててくれた騎士団長ウィスタルに感謝した。
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　リセリナは、戦場に舞っていた。

　フェリオの傍そばで彼を護りながら、時には飛んでくる矢を落とし、敵兵を手しゆ刀とうで倒し続けた。

　人を傷つけることは、決して好きではなかった。戦うことに対する恐怖もないわけではない。

　だが、それでもリセリナは戦場に立つことを選んだ。

　何もせずに後こう悔かいするよりは、自らの心に正直に生きたほうがいい──行方ゆくえ知れずになった義ぎ父ふが、よく言っていた言葉である。

　今のリセリナは、フェリオを護りたいと願っていた。助けられた恩おん義ぎもあるし、迷めい惑わくもかけた。その上、この少年はどうにも見ていて危なっかしい。

　この世界で武力を振るうことについては、フォルナム神殿のコウ司し教きようから戒いましめられていた。

〝平へい穏おんな日々を過ごしたければ、自衛のためでない限り、その力を隠かくすべきです〟

　蛇へびの頭をもったシャジールの司教は、そう言っていた。だが、リセリナはその約束を破ってしまった。

　後悔はしていない。フェリオを助けたいと願う心に従ったまでである。

　光をまとった手刀を振るうと、敵兵の鎧よろいや剣はいともあっけなく壊こわれた。時には相手に傷を負わせながら、リセリナは舞うように戦い続ける。

　戦いながら、周囲の視線を強く感じた。〝化ばけ物もの〟とでも思われそうな気がしたが、敵の視線はともかくとして、味方の視線には不思議と不快感がない。

　リセリナの前に、複数の槍そう兵へいが立ち塞ふさがった。

　騎士の数人が、すかさずその援えん護ごに回る。

「リセリナ様！　こいつらはこちらで片付けます！」

　その声には、リセリナに対する警戒や敵意がなかった。

　そして気づく。

　騎士達のリセリナを見る眼めは、多分に尊敬と親しみを含んでいた。

　強い者に対する敬意──

　そして、同じ者を護まもろうとする者への連帯感──

　リセリナは、内心でくすりと笑った。フェリオのことが心配なのは、自分やあのウルクという司し祭さいばかりではないらしい。騎士団の人々にとっても、彼は主人であると同時に、家族のような存在でもあるらしかった。

　当のフェリオも、奮ふん戦せんを続けている。

　リセリナは少し疲労を覚えて、息をつくためにフェリオの馬へと飛び乗った。

「リセリナ、疲れたか？」

　しばし追つい撃げきを騎士達に任せて、フェリオが気き遣づかってくれた。リセリナは首を横に振る。

「まだ平気です。ただ、この後のことを考えて……」

　呟つぶやいたリセリナは、不意に異い臭しゆうを嗅かいだ気がして、言葉を途中で止めた。

　あたりには、人馬から溢あふれた血と汗の匂においが満ちている。不快な匂いには違いなかったが、その匂いの中に、なにか異質な物が混じっている気がした。

　この匂いは、確か──

　リセリナの背が、ぞっと粟あわ立だった。

　敗北を悟さとった敵兵が、次々に平原を走って逃げていく。彼らの動きに統制された様子はなく、てんでんばらばらに散さん開かいしていった。

　その逃げていく敵兵の一人に、リセリナの眼が吸い寄せられる。

　兵士は腰に革かわ袋ぶくろをつけていた。

　逃げざまに、彼はその革袋の口を開けて、中の液体を平野に撒まいていく。

　平野の草は丈たけがごく短く、くるぶしの辺りまでしかない。その上に何か液体をこぼしながら、兵達は逃げて行く。

「フェリオさん！　急いで全軍をここから離れさせてください！　特に補給部隊を！」

　気づくとリセリナは、フェリオの耳元で叫んでいた。

　フェリオが眼をしばたたかせる。

「リセリナ？　それはどういう……」

「油です！　あの人たち、この辺りに油を撒まきながら逃げて……」

　リセリナの鼻には、明らかに〝油〟の匂においが感じられていた。血の匂いに混じって、今や辺りの至るところにその匂いが満ちている。

　追つい撃げきを続けるフェリオ達の前方に、弓兵の部隊が現れた。

　それぞれが、特殊な形状の矢を構えている。鏃やじりの代わりに、油を染しみ込ませた布を巻いた矢──リセリナはその古ふる臭くさい武器を、知識で知っていた。〝火ひ矢や〟というのだ。

　フェリオと騎士団も事態を察した。

「火か計けいか!?」

　フェリオが声を荒げたのとほぼ同時に、敵兵の火矢に松明たいまつから火が点ともされた。

　そして放たれた矢は、赤々と燃えながら平野を飛び、次々に大地へと突き立つ。

　ほぼ全方位から、たちまち白い煙が上がり始めた。

　炎は一いつ斉せいに燃え広がり、訓練された軍馬でさえも立ち竦すくむ。王宮騎士団の軍馬は、剣と槍やりに慣れる訓練は経ていても、炎に対しての耐たい性せいはあまりない。

　リセリナとフェリオ達は追撃のために、外周近くにまで来ていた。そのため火に巻かれずに済んだが、本陣の中心部はそうはいかない。四方八方のすべてを、炎で塞ふさがれつつある。

　飛ばされたのは、火矢だけではなかった。油袋を先につけた矢も中に混ざっており、それが余よ計けいに火勢を強くする。

　特に補給部隊のある方角が、もっとも火の手が強い。

　炎が燃え盛る中、敵兵は完全に撤てつ退たいをはじめていた。火矢を放った弓兵達も、そのまま用は済んだとばかりに逃げていく。

　フェリオは瞬まばたきもせずに、広がっていく火の手を凝ぎよう視しした。

　リセリナはその肩を摑つかむ。

「離り脱だつしましょう、フェリオさん！　今日は風がありません。すぐにこの辺りも煙に巻かれます！」

　フェリオが呻うめいた。

「でも、ラシアン卿きようとアゴール卿が──！」

　脇わきにいた女騎士のディアメルが、フェリオの動きを遮さえぎるように馬を前へと回した。

「いえ、お二ふた方かたもすぐに逃げてくるはずです。今から下手へたに我々が戻っても、混乱を招くだけでしょう。煙の外で態勢を立て直すべきかと存じます」

　冷静なディアメルの指摘に、フェリオは呻きながら頷うなずいた。

　リセリナも沈痛な思いを込めて、広がっていく炎を見る。

　煙が迫ってきた。建物の中ではないだけに、炎の中から逃げる道はいくらでもある。撒かれた油にしても、その量は知れていた。

　だが、消火のための水もここにはなく、火をつけられたと思おぼしき補給物資がどうなっているかは考えたくもない。

　炎に照らされたフェリオの顔は、悔くやしげに歪ゆがんでいた。

　フェリオ達は、純粋な意味での戦闘では勝っていた。先陣の部隊は防衛に回った敵をあっさりと打ち払い、本陣への奇襲に対しても、ラシアン達はよく守って切り抜けた。救援にかけつけたフェリオ達も、かなりの戦果を上げている。

　だが、そうした場面場面では勝っているのに、結果を見ればこの戦いは完敗だった。

　補給の物資を焼かれ、兵は疲労し、敵方の城そのものにはほとんど被害が出ていない。

　勢いづいて攻めている間には気づかなかった〝この結果〟に、リセリナは愕がく然ぜんとした。

「──〝軍ぐん師し〟……クラウス・サンクレットか……」

　フェリオがぽつりと呟つぶやいた。声は険けわしく、そこには苦にがいものが滲にじんでいた。

　その横顔をうかがったリセリナは、黙って彼の背に手を添そえた。

〝大丈夫。まだ、貴方あなたの傍そばには私がいます──〟

　そう言いたかったが、リセリナはその言葉を飲み込んだ。

　おそらくは気休めにしか聞こえない言葉である。だから黙って、リセリナはただフェリオの背をさすった。

　燃え盛る平野から、自軍の兵達が次々に抜け出てくる。

　ひどく混乱するその様子には、戦いの実質的な勝敗が如によ実じつに現れていた。
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　その晩のラシアン軍の野や営えいは、ひどいものとなった。

　天幕テントが焼かれたために、多くの兵達は野の宿じゆくとなり、また焼けずに残った糧りよう食しよくがわずかだったために、通常時の半分しか夕食が支給されなかった。

「……ひどいことになりましたな」

　軍議の席でまずぼやいたのは、前線を率ひきいていたベルナルフォンだった。

　運よく焼け残った天幕テントに集つどい、軍の首脳陣は意気消しよう沈ちんしていた。

　外がい務む卿きようラシアン・ロームは、思し案あんげに押し黙って何も言わない。

　政せい務む卿きようの長子アゴール・カリウスは無表情ながら、眉まゆの辺りが震えていた。

　補給部隊を守っていた商人のロセッティ。敵の火か計けいに嵌はまった彼は、ひどく肩を落としている。

　武将のベルナルフォンに、フェリオとリセリナ──今日の戦闘ではいずれもが無事だった。だが、状況はかなり悪い。

　ラシアンの援えん軍ぐんとしてついてきた貴族も、五人ほどがこの場に同席していた。中小の貴族で、抱える兵数もそれほど多くない上に、戦いくさに関しては不ふ慣なれな文官である。彼らも顔色は冴さえない。

　あわせて十人弱が車くるま座ざに顔を並べ、この軍ぐん議ぎに臨のぞんでいた。

「食糧の残りはどのくらいだ？」

　声を押し殺したベルナルフォンが、ロセッティに問う。

　中年の商人は、難しい顔で首を横に振った。

「今夜は通常量の半分の支給でしたが、それでも明日の朝の分でなくなります。何分にも、ほとんど焼かれてしまいまして……今、配下の連中に近隣の街まちから集めるように指示していますが、問題は補給経けい路ろです。補給部隊だけで動かせば、また敵に狙ねらわれるのは眼めに見えています。となれば、軍単位で運用するしか──我々の王都からの一時撤てつ退たいも、やむなしでしょうか」

　食糧がなくては、兵達は戦えない。

　倒した兵の数はフェリオ達が圧倒的に上だが、実質的にはほぼ負けである。完全に動きを読まれ、その上であしらわれた感が強い。

「……あの性しよう悪わるめ、さすがにきっちりと弱点を突いてくる。こうまで読まれたということは、こちらの兵の中に、敵の間者スパイが紛まぎれ込んでいる可能性もあります」

　隻せき眼がんを怒りに歪ゆがませ、ベルナルフォンは唸うなるように呪じゆ詛その言葉を吐いた。

　ラシアンが吐と息いきを漏もらす。

「間者スパイは確かにいるでしょう。この反はん乱らんのために兵を搔かき集めましたから、その中に紛れ込ませることは容よう易いですし、こちらもそのつもりで兵達を管理していました。ですが──今回のことは情報の漏ろう洩えいが原因ではなく、たんにクラウス卿きようの指揮が我々を出し抜いたのでしょう。我々にも油断がありました。王都から撃って出ることはなさそうだと、見切りをつけていましたから。しかし近衛このえ騎士団はともかくとして、まさかグレナデン家を抱き込むとは──」

　王の直ちよつ轄かつ地ちと領地を隣接させるグレナデン家は、軍ぐん閥ばつの貴族ではあるが、サンクレット家とはやや距離を置いていた。より正確にいえば、現当主であるマグナス・グレナデンが、軍ぐん務む卿きようだったガートルード・サンクレットと個人的に折り合わず、互いに交流を避けていたのである。

　一代限りのことであり、家同士の対立には発展していないが、この共闘は不自然ではあった。

　アゴールが低く唸うなる。

「おそらくガートルード卿が亡なくなられたことで、グレナデン家も態度を軟なん化かさせたか、冷静になったのでしょう。それともクラウス卿が強く説せつ得とくしたのか──いずれにしても、敵の兵数が予想より多いことは確かです。我々も態勢を整え直すべきかもしれません」

　重じゆう鎮ちん達の話を、フェリオは黙って聞いていた。

　脇わきにいるリセリナは落ち着かない様子だった。女で、しかも身分のない一兵卒の身である。自分が何故なぜここにいるのか、よくわかっていないに違いない。

　そんな彼女に同席を勧すすめたのは、フェリオだった。

「では──明朝に、一時撤てつ退たいということで──」

　結論として、ラシアンが苦しい声を絞しぼろうとした。

「……いえ。それは待ってください」

　フェリオは静かに呟つぶやいた。

　薄暗いランプに照らされた天幕テントの中で、一同の視線がフェリオに集中する。

　フェリオは思し案あんする。

　確かに今日の戦いは、手て痛いたい敗戦だった。

　騎兵の真価を発揮させてもらえず、動きを読まれ、罠わなに嵌はめられた。

　だが──

「明日で、この戦いを終わらせましょう」

　フェリオは何かに突き動かされるようにして、その決断を口にした。

　ラシアンが目許を歪ゆがめる。

「しかし──」

「いろいろと考えました。ですが、それしかないように思います」

　フェリオは決然として呟いた。

「明日、我々が撤退すれば、趨すう勢せいは兄上の側に定まります。勝つほうに乗りたい諸しよ侯こうは、兄上に味方することでしょう。仮かりに我々が兵を揃そろえなおして、それに拮きつ抗こうする戦力を得ても、それではこの内乱が大規模化します。どちらが勝つにしても深い傷を負い、その結果、タートムの侵しん攻こうが容よう易いになるはずです」

　フェリオの言葉に、一同は押し黙った。

　国を割って国力を低下させれば、タートムの侵攻には耐たえられない。それどころか、今日の敗戦が諸侯に伝われば、レージク側の軍勢は大きく膨ふくれ上がり、彼に勝つことさえ難しくなることだろう。

　フェリオは声を荒げることなく、静かに一同を諭さとした。

「糧りよう食しよくもない以上、明日のうちに決着をつけます。城には備び蓄ちくがありますから、勝てばそれを奪うこともできるでしょう。とにかく、ここで撤退することは敗北と同義です」

　居並ぶ諸侯のうち、もっとも歳としの若い貴族が、おどおどと手を挙げた。

「ですが──このまま明日を迎えても、やはり負けるだけでは──」

　声はやや震えていた。

　フェリオは意い図として、彼に微笑を向けた。

「サンベル卿きよう、むしろ勝機はこちらにあります」

　その言葉に、場の空気が硬こう直ちよくした。

　フェリオは一同をゆっくりと見回す。ある者は期待、ある者は不ふ審しん、ある者は驚きよう愕がくの表情をもって、フェリオを見つめていた。

　──ここで、言葉を間違えることは許されない。フェリオは息を整えた。

「……ウィスタルに以前、教えられました」

　フェリオは鞘さやごとの刀を手にした。何を言い出すかと、諸しよ侯こうの眼めが注がれる。

　フェリオは一度、刀を持ち上げてみせ、それをすぐに下へ置く。

「立合いの時、武器を落とした相手にこそ、注意しろと──相手にとどめを刺す前であっても、勝つと安心してしまうものです。ですが、とどめを刺されるまでは、勝負は決まりません。武器をわざと落として相手の油断を誘い、隠かくし武器を使う剣士もいます」

　フェリオの例え話に、一同は不ふ審しんげな顔をした。ただ、ベルナルフォンのみは思うところがあるようで、独ひとり深く頷うなずいた。

　フェリオは話を続ける。

「我々も先陣として、難なく敵陣を突破できたことで、そこに油断が生まれました。今日の戦いは、その油断に付け込まれた形です。そして……」

「今は逆に、我々をあしらったレージクの側が油断していると──そういうことですな？」

　ベルナルフォンが低く呟つぶやいた。

　フェリオは頷く。

「事実、現状は不利な状況です。相手が勝利を確信してもおかしくない。ですが、我々は糧りよう食しよくは失ったものの、まだ武器を持っています。王宮騎士団は健在ですし、兵の死傷者も敵ほど多くはない。短期決戦に持ち込めれば、充分に勝しよう算さんはあるでしょう」

　一同の眼に活力が宿った。だが、まだ半信半疑の態ていである。黙っていた諸侯の一人が、おずおずと口を挟はさんだ。

「しかし、短期決戦に持ち込めなければ──向こうは我々の糧食を焼いたわけですし、城から出てこない可能性も──」

「ですから、出て来たくなるように仕向けます」

　フェリオはラシアンに対して微笑を向けた。

「ご協力願えますか、ラシアン卿きよう」

「は、私ですか？」

　ラシアンが不思議そうに首を傾かしげる。

「しかし、私は戦略のことは──」

「いえ。むしろこれは政略の範囲です。よろしくお願いします」

「政略……？」

　眉まゆをひそめたラシアンの眼に、強い光が宿った。フェリオはラシアンを見つめる。

「戦略では軍ぐん閥ばつのクラウス卿に一日の長がありますが、政略にかけては、私はラシアン卿の右に出る方かたはいないと思っています。これから夜にかけて、しばらく忙いそがしくなるかと思いますが──」

「ふむ──わかりました。私に可能なことでしたら、なんなりとお申し付けください」

　ラシアンが不ふ敵てきに笑った。

「して、どのように？」

　問われて、フェリオは一段と声を潜ひそめる。天幕テントの周囲は王宮騎士団に警備をさせていたが、これから話すことは特に極秘のことだった。

　車くるま座ざに集まった諸しよ侯こうは、耳をすませてフェリオの言葉に聞き入り、そして夜は更ふけていった。
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　翌早朝──

　国王、レージク・アルセイフは、前日の勝利に満足し、安らかな眠りの中にあった。

　その枕まくら元もとに、細い人影が座る。

「陛へい下か、起きてくださいます？」

「……シズヤ、か」

　目を覚ましたレージクは、そこに召使いに化ばけた娘を見つけた。

　タートムから借りた間者スパイ、シズヤ──滑なめらかな黒髪に指を通しながら、彼女は寝台ベツドに腰かけていた。明らかに召使いのものではない蠱こ惑わく的てきな香りが、レージクの鼻先に漂ってくる。

「化けている間ぐらい、その香水はやめろ。見破られるぞ」

　身を起こしながら、レージクは呟つぶやいた。

　シズヤはくすりと笑う。

「気づきそうな人の傍そばには近寄らないもの。それより、いい知らせよ」

「いい知らせ？」

　レージクは眉まゆ根ねを寄せる。シズヤは微笑を浮かべていた。

「貴方あなたがこの戦いに勝ったら、タートムが演技の得とく意いそうな侵しん略りやく軍ぐんを出してくれるって。どういうことか、わかるわよね？」

　言われて、レージクはしばらく思し案あんした。

「……つまり、やらせか？」

「感謝してね。本国の人達を信用させるの、大変だったらしいから」

　レージクは薄く嗤わらった。

　タートムが侵攻軍を出せば、アルセイフは団結する。その中心に立つのはレージクだ。そしてレージクの指揮によって、アルセイフの平和は護まもられ、諸しよ侯こうも国民もレージクを〝王〟として認める──そういう筋書きらしい。

　タートムの将しようは、そのためにわざと負けてくれる。むろん兵達には知らされないだろうが、これはレージクへの援えん護ごの一いつ環かんだった。

　その戦いを経て、レージクはこの国の実権を握る。やがてはタートムとの講こう和わ条約を結び、数年をかけて、アルセイフを徐じよ々じよに彼かの国の支配下へと持っていく──そういう流れになる予定だった。

「同どう盟めい者しやへささやかな名誉をプレゼント、ってところかしら。せいぜい、いい所を見せられるように、上手うまく踊りなさい」

　人を小こ馬ば鹿かにしたような言い回しだったが、レージクは特に腹も立てなかった。

「感謝すると伝えてくれ。なに、反はん乱らん軍ぐんはもう終わりだ。糧りよう食しよくも焼かれて、昨日の夜は脱走兵まで出たらしい。クラウスはたいしたもんだな」

「でもあの人、ちょっと切れ者すぎるわよね」

　シズヤが呟つぶやいた。レージクは眼めを細める。

「いずれ、俺おれの狙ねらいに気づくか？」

「そうなったら、始し末まつも考えないといけないわよね。その折は、どうぞご贔ひい屓きに──」

　シズヤはスカートの裾すそを持ちあげ、芝しば居いがかって恭うやうやしく一礼した。

　レージクは鼻で嗤わらう。

「お前らにも随ずい分ぶんと働いてもらったからな。そのうち、礼はする」

「気にしないで。報ほう酬しゆうはタートムから貰もらってるもの」

　シズヤは素そっ気けなく言って、寝室の扉とびらをすり抜けた。

　扉を閉める前に、そっと振りかえる。

「あ、でも、あのオルゴールの箱は、少し欲しいかしら」

「しつこいな。あれはやらない」

　言葉とは裏うら腹はらに、レージクは機嫌よく応じた。シズヤはくすりと笑って、その姿を消す。

　まだ朝あさ靄もやも晴れないような早い時間だった。

　レージクは身み支度じたくをはじめた。シズヤが時折やってくるために、寝しん所じよの傍そばには侍じ女じよなどを置かないようにしている。廊下には警備の兵を置いているが、この時間帯にいるのはシズヤの仲間達だった。

　着替えていると、その衛兵が扉をノックした。あくまで控えめに、客の来らい訪ほうを知らせる。

「陛へい下か、失礼いたします。クラウス卿きようがお見えですが……」

「すぐに行く。執しつ務む室しつのほうに通しておけ」

　朝っぱらから何事かと思ったが、クラウスには〝重要な情報があったら、真夜中でも起こしていい〟と伝えてある。気を遣つかわれて情報が遅おくれるようでは話にならない。

　レージクは素早く身支度を整え、執務室に入った。

　クラウスが立ち上がって出迎える。

　細目の青年は緊きん迫ぱくした顔つきだった。

　レージクは執務机につき、視線で報告を促うながす。

「陛下、朝早くから申し訳ありません。まずは、これを──」

「ん？　手紙か？」

　クラウスが差し出したのは一通の密みつ書しよだった。その封ふうはすでに開いている。

「敵軍に忍しのび込ませた私の間者スパイから届いたものです」

「──そんなものまで仕込んでいたのか」

　レージクは半なかば呆あきれて、書状を取り出した。

　読み進むうちに、不快感が湧わいてくる。

「敵軍から脱走し、恩おん賞しよう目的でこちらに寝ね返がえった兵もいるのですが……その者も、その書状と同じ内容のことを述べていました。むろん、敵の偽にせ情報である可能性もあります」

「……だが、反はん乱らん軍ぐんはまだ逃げていないんだな？　糧りよう食しよくを焼かれたにも関かかわらず──」

　レージクの問いに、クラウスが頷うなずいた。

　密みつ書しよに書いてあったことは、レージクにとってもクラウスにとっても、看かん過かできない内容だった。

　書状は、近隣に領地を構える中流貴族の、アステルム家に宛てられたものだった。今回の内乱に際して、直前までクラウスに「和わ睦ぼくを」と持ちかけていた老齢の貴族である。今は城を退去し、建たて前まえとしては「反乱軍に対抗するための兵」を整えているはずだった。

　書状によれば、現在、国境付近の警備にあたっている諸しよ侯こうの部隊のうち、いくつかがラシアンに同調して、挙きよ兵へいの準備を進めているとあった。

　そのことを書き記した上で、ラシアンはアステルム家の当主にこう寄せていた。

〝初戦では敵を蹴け散ちらしたものの、ふとした油断で糧食を焼かれてしまった。予備の補給部隊は現在、フォルナム神殿に待たい機きさせており、明後日には王都に着く予定である。しかし我々は城攻めのために動けない。申し訳ないが、こちらへ援えん軍ぐんとして来られる前に、その補給部隊と合流し、彼らの王都までの警備を願いたい──〟

　敵兵がさらに増え、糧食を補給するあてもある──これが事実だとすれば、昨日の成功も一気に霞かすんでしまう。

　糧食を焼かれた敵軍が未いまだに留とどまっているという事態も、この書状の正しさを裏付けているように思えた。援軍のあてがないなら、昨夜か今朝のうちに撤てつ退たいすべき事態なのだ。

　城下の食糧は、民の避ひ難なんと城での徴ちよう収しゆうによって、ほとんど皆かい無むに等しい。略りやく奪だつするにも、肝かん心じんの品がない状態である。糧食なしで戦えるほど、兵は強くない。

　クラウスの間者スパイは、この書状をもった使者を襲って奪い取り、城に届けたらしい。

　それより少し遅おくれて、恩賞目当てに裏切った兵も城に駆け込んできたという。

　偽情報の可能性も、ないわけではない。だが、噓うそであると断定する証しよう拠こもまた皆無である。

「──切れ者と名高いあのラシアンのことだ。それくらいの根回しはしていても、おかしくないか」

　レージクは唸うなった。

　クラウスが、レージクの眼めを真っ向から見み据すえてくる。

　レージクはその眼を見返し、低く呟つぶやいた。

「撃ってでるぞ、クラウス」

　レージクは決意する。

「敵の援軍を待ってやる義理はない。今、あいつらの元に糧食がないのは事実なんだ。のんびりと待つなら、一日二日は付近の猪いのししや野草で食いつなげるだろうが、戦い続けて満足な食事が取れないとなれば、兵達の士し気きは必ず落ちて、脱走兵もより多くなる。ラシアンやフェリオを、ここで仕し留とめる好機だ」

　クラウスは、しばらく沈ちん思ししていた。

　レージクは首を傾かしげる。すぐに同意が返ってくると思っていたのだ。

「何か不満か？」

　問うと、クラウスは首を横に振った。

「いえ──それでいいと思います。ただ昨日の戦闘で、近衛このえ騎士団の団長をはじめ、こちらにも相当な被害が出ています。といって、城にも戦力を残さなければ危険ですし──」

　クラウスは思し案あんするように顎あごを撫なでた。

　レージクは笑う。

「城には城じよう壁へきも門もある。敵が攻めてくるようなら、かえって好こう都つ合ごうだろう。城壁の外と内側とで、挟はさみ撃うちにできる」

「──はい。では、私は準備を急ぎます」

　クラウスが退たい出しゆつすると、レージクは窓まど際ぎわに寄った。

　朝を迎えて、空は水色に澄んでいた。地上で戦乱が起きていることが噓うそのように、空の色はいつもと変わらない。

　そのいつもと変わらなすぎる様子に、レージクはまるで空に嘲あざけられているような印象を持った。

　小さく一つ舌した打うちをして、執しつ務む机づくえの椅子に深ふか々ぶかと腰かける。

　その時ふと、得え体たいの知れない胸騒ぎを覚えて、レージクはぶるりと肩を震わせた。
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「とっとと歩け。この餓が鬼き！」

　衛兵に背を小こ突づかれて、エンジュ・シェパードは素直に従った。

　初めて目にする、アルセイフの王城──その内部は、彼が想像していた以上に広かった。

　エンジュは知らないことだが、城の敷地には、貴族達が滞たい在ざいする屋敷も建てられている。それ以外に官僚や衛兵の宿舎もあり、ある意味では一つの〝街まち〟にも近かった。

　エンジュは昨夜、脱走兵として、この城に逃げてきた。

　機密情報を持っての投とう降こうである。少しは丁てい重ちように扱ってもらえるかとも思ったが、それほど甘あまくはなかった。一通りの尋じん問もんを受けて、〝しばらく牢ろう屋やに入っていろ〟という流れになり、今、その牢ろう獄ごくに向かっている。

〝これでよかったんだよな、フェリオ王子──〟

　紫むらさき色いろの髪をした人ひと懐なつっこい少年に、エンジュは内心で問いかける。

　エンジュは、〝裏切者〟としてここに来ていた。

〝敵に罠わなを仕し掛かけるために、手伝って欲しい──〟

　その依頼を受けたのは、昨夜のことである。話を聞いた上で、エンジュは請うけ合あった。

　もう一人、王宮騎士団のライナスティという騎士も、密みつ書しよを携たずさえた使者の役で動いている。敵の間者スパイがそれを狙ねらうようなら、不ふ覚かくをとった振りをして密書を盗とられるという役回りだった。

　そちらが上手うまくいったのかどうかは知らない。エンジュに限っていえば、指示された通りのことはできたと思う。後がどうなるかはあの王子次し第だいだろう。

　なぜ、自分がこんな危険な任務を引き受けたのか──エンジュには、よくわからなかった。その決心を後押しするのに、フェリオに対する好印象が影響していたことは確かである。

　王族という身ながら、彼は偉えらぶりもせず権威を振りかざすこともなく、来訪者ビジター達のことについてもいろいろと話してくれた。

　だが、エンジュはそれだけのことで、こんな危険を冒おかしたわけではない。報ほう酬しゆうに眼めが眩くらんだわけでもなく、名誉が欲しかったわけでもない。

　それならば、何故なぜ──

　エンジュは内心で苦笑した。

　よくわからない。だが、イリス達に再会した時に、話せることが増えた気はした。

（要するに、俺おれは──何もしていないのが嫌なだけなのかな）

　ぼんやりとそんなことを考えながら歩いていると、やがて牢ろうに通された。

　真っ暗な廊下の両りよう脇わきに、牢ろう獄ごくが連なっている。手前の牢には誰だれもいなかったが、奥には人の気配があった。複数のいびきも聞こえてくる。

　じめじめと湿った空気に、エンジュは悪あく臭しゆうを感じた。

「なんだ？　飯めしの時間かい？」

　牢の一角から、男の野太い声がした。

　エンジュを連行してきた衛兵が、やや硬かたい口調で言葉を返す。

「違う。新入りだ」

「へぇ、新入り、ね。そうかい」

　陽気そうな中年男の声だった。

　しばらく入っていろ、と、言い残されて、エンジュは牢に閉じ込められた。

　牢ろう屋やに入るのは、もちろん初めての経験だった。石の床ゆかは冷たく、周囲は暗い。だが、明かり取りと換気を兼ねた鉄てつ格子ごうしもあり、そこから地上の光が少しだけ差し込んでいる。半地下のような造つくりらしい。

　エンジュは男達の正面の牢に、一人で閉じ込められた。

　正面と脇、合わせて四つの牢に、それぞれ三人ずつ──合わせて十二人の男が囚とらわれていた。

　エンジュは暗い中に眼めを凝こらす。男達の中には、怪け我がをしている者もいた。いずれも髭ひげが伸びて見苦しい様子だったが、眼の光は死んでいない。

「新入り、何をやらかした？」

　問われても、エンジュは答えない。どこで誰だれが聞いているかわからない以上、迂う闊かつなことは言えないし、彼らの素す性じようも不明である。

　男達の一人が、さらに奥の牢ろうへと陽気な声を投げた。

「よかったですね、団長！　これで〝新入り〟から、〝先輩〟に格上げですよ！」

　奥の牢で、のそりと巨体が動いた。エンジュの位置からでは、その姿は見えない。

「馬ば鹿かをいえ。私はおまえらより先に捕まったんだ。確かに、この牢に移されたのは昨日だが、それまではダスティア卿きようの傍そばにいたんだから、むしろおまえらよりよほど上級な囚しゆう人じんだぞ」

　冗じよう談だんめかして応こたえる声は、牢ろう獄ごくに似に合あわぬ落ち着いたものだった。それでいて力強く、耳に残る声である。

　目の前の牢にいた男が、まじまじとエンジュを見つめた。

「それにしても随ずい分ぶんと若い新入りだな。フェリオ様と同じくらいじゃないか？」

　その名を聞いて、エンジュはびくりとした。

　別の男が声をよこす。

「おい、新入り。昨日から、やけに外が騒がしいんだが……いよいよ内乱でも起きたのか？　この中にいると、どうも外の事情がわからん……おい、どうした。口が利きけないわけじゃないだろう？」

　何と言葉を発するべきか、エンジュは迷った。

　奥の牢から、助け舟を出すように声が響いた。

「グラム、いきなりそう質問を浴びせるものじゃない。まずは自分の名を名乗って、それから相手の名を聞くのが筋だろう」

　奥の男は、囚人達の中でもっとも上位の人間らしい。さっきは〝団長〟とも呼ばれていた。

　エンジュは、この場に囚とらわれた人々の素性に推測を立てる。

　彼らは、つまり──

　奥の牢から落ち着いた声が響いた。

「私の名はウィスタル・ベヘタシオン。王宮騎士団団長だ。そこにいる連中は、間ま抜ぬけにも捕まった私の部下達だな」

　グラムと呼ばれた髭ひげ面づらの偉い丈じよう夫ふが大笑した。

「はっはっはっ！　真っ先に捕まった〝間抜けの親玉〟が、偉えらそうに──」

　親愛の情が籠こもった笑いだった。上官相手ではなく、強い絆きずなで結ばれた戦友に対しての笑い方である。

　ウィスタルと名乗った奥の男は、その声に苦笑を返す。
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「間まが抜ぬけていることは否定しないのか。まったく──少年、君の名は？　差さし支つかえなければ、名乗って欲しいところだが」

「……エンジュ。エンジュ・シェパード──」

　エンジュは訥とつ々とつと応こたえる。ウィスタルの優やさしい声には、つい従ってしまう威い厳げんが備わっていた。

「ふむ──エンジュか。いい名だ」

　この声の主が、〝王宮騎士団団長〟

　剣けん聖せいと名高い、フェリオ王子の師──

　エンジュはこの偶ぐう然ぜんに、しばらく呆ぼう然ぜんとしていた。
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　城の中庭に将しよう官かん達を集め、クラウスはその最前列に立っていた。

　将官達の顔かお触ぶれは、いずれも戦士のそれに変わっている。しばらく前まで、彼らは半はん端ぱな軍人ばかりだった。だがクラウスの調ちよう練れんによって、今は国防のための重要な戦力として数えられる。

　斥せつ候こうからは、いくつかの報告があがっていた。

　ラシアンの軍からの脱走兵は、朝の時点で数百人の規模に及んでいる──

　指揮官達は、〝あと二日だけもてばいい。その間に援えん軍ぐんが来る〟と、兵達に言い聞かせているらしい。

　これも密みつ書しよの内容を裏付ける言葉である。

　──アステルム家は、本当に寝ね返がえったということか。

　クラウスは思し案あんしていた。〝寝返った〟というのは適てき切せつでないかもしれない。和わ睦ぼくを主張していた貴族でもあるし、もともと味方ではなかったのだ。

　だが、王権をかざすレージクに反抗できるような人物ではないとも見切りをつけていた。優ゆう柔じゆう不ふ断だんな今の当主が、よくそんな決断をしたものだと思う。

　それにくわえて、国境付近の部隊も気になる。外がい務む卿きようであるラシアンは、諸外国との折せつ衝しようの関係で、国境付近の貴族達と連絡を密みつにしているはずだった。今回の乱においてそのパイプが生きたとなれば、厄やつ介かいなことになるだろう。

（レージク様の言われるとおり──早めに決着をつけたいところか）

　クラウスは内心で呟つぶやき、片手を挙げた。

　目の前に控えた、サンクレット家の私し兵へいを束たばねる将しよう官かん達──彼らに向けて、クラウスは静かに声を投げた。

「敵軍は、先日の平野から離れ、南方の森林近くに陣じんを為なしています。これを殲せん滅めつするのが貴方あなたがたの任務です。作戦内容についてはさきほど詳くわしく説明した通り、変更はありません」

　背筋をぴんと伸ばした軍人達が、胸の前に剣を掲かかげる。一糸乱れぬその動きを振りかえり、クラウスは彼らの一人一人の顔を順番に見つめた。

「狙ねらうはラシアン卿、アゴール卿、そしてフェリオ王子の首──朗ろう報ほうに、期待します」

　取り立てて気の利きいた言葉ではなかった。だが居並ぶ将官らの胸には、熱いものがこみ上げてくる。

　人を鼓こ舞ぶするのに、気き合あいや怒ど声せいは必ずしも必要ない。ただ、本人達の心に潜ひそんだ力を、存分に引き出せればそれでいい──

　クラウスのその話術は、魔ま力りよくにも近かった。間まの取り方、声質、そして一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくで、相手が自分に対してもつ印象を左右させられることを、クラウスは経験で知っていた。

　それらは、商あきないに勤いそしむ商人達から学んだ知恵でもある。

　その教師役の一人でもあった腹ふく心しんの部下は、今は敵陣に回っていた。

　ロセッティという名の小柄な商人である。裏切者とはいえ、彼の命は助けてやりたかったが──今、指揮官たる身で、そんなことを口にはできない。無事に助かれば減げん刑けいのために口を利いてやれるだろうが、戦いの中で殺されてしまえばそれまでである。

　もっとも──彼のことだから、それをも覚かく悟ごして裏切っているに違いない。

　続いて浮かんだのは、親友であるベルナルフォン・レスターホークの顔だった。隻せき眼がんのこの青年は、いかにも軍ぐん閥ばつの貴族らしく、将しよう官かんになるために生まれてきたような性格をしていた。猛たけ々だけしく、勇ゆう敢かんで、そのくせ部下に対する情は厚く、頭もそれなりに回る。

　彼が味方にいれば、この軍でのクラウスの負ふ担たんは随ずい分ぶんと緩かん和わされていたに違いない。

　クラウスは、大きく息を吸い込み、それらのさまざまな妄もう念ねんを脳のう裏りから振り払った。

　吐く息とともに、腹の底から声を出す。

「出陣──！」

　将官たちが一いつ斉せいに剣を振り下ろし、その鞘さやが石いし畳だたみを鳴らした。

　そしてアルセイフの王都セイラムは、交戦の二日目を迎えた。
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　敵兵が城から出た──その報告が届くや、ラシアンは武ぶ将しようのベルナルフォン、同どう盟めい者しやのアゴールと共に、頷うなずきを交わしあった。

「本当に出てきましたね」

　隻せき眼がんの青年将官は嘆たん息そく混じりに笑った。

　アゴールが目許を細め、鷹おう揚ように深ふか々ぶかと頷うなずく。

「出てきてもらったからには、お持もて成なしせねばなりますまい」

　その声には、文官らしからぬ気き迫はくが籠こもっていた。政せい務む卿きようダスティアの息子むすこにしては、意外ともいえる一面である。

　三人はそれぞれ馬にまたがり、三方に分かれた。

　ここから先の戦いは、昨夜のうちに策が練ねれている。

　あとは、どれだけ戦えるか──

　ラシアンはあまり信じてもいない神に祈いのった。

　フェリオは、今日中に勝敗が決まると言っていた。

　神は信じないが、今はその言を信じる──ラシアンはそう決めて、指揮に立つ。

　現在の手元の兵力は、約三千ほどに減っていた。脱走兵はいくらかいたが、死傷者はそれほどでもない。昨日の戦いでは糧りよう食しよくを焼かれはしたものの、戦闘の場面だけを取り出せば概おおむね勝っていたのである。

　敵は城の警備に千から二千の兵を残し、三千から四千程度の軍勢で攻めてくるはずだった。これはベルナルフォンの読みである。

「閣かつ下か！　来ましたぞ！」

　脇わきに控えていた老齢の士官が声を上げた。

　ラシアンの前では、槍そう兵へいと弓兵が壁となっていた。もっとも弓兵の矢は、昨日の襲撃によってかなりの量が燃やされてしまった。戦場からもいくらか回収したが、使える矢はそれほど多くない。

　昨日以上に、慎しん重ちように戦う必要がある。

「よし。できるだけ敵を引きつけろ！　他部隊と連れん携けいし、少しずつ下がりながら迎え撃つ！」

　ラシアンは声を張った。フェリオのような勇ゆう壮そうさには欠けていたが、それでも兵達の反応は鋭するどい。ラシアンの領地において、ベルナルフォンが調ちよう練れんした兵達である。領主の前で奮ふん戦せんを見せようという気き概がいも持っていた。

　王都の道を抜けて、敵兵が迫ってくる。昨日とは攻守が代わり、今日はラシアン達が防戦にまわって戦いがはじまった。

　敵の先陣をきったのは、フェリオに団長を殺された近衛このえ騎士団の騎馬だった。副官が指揮をとり、勇ゆう敢かんに突撃を仕し掛かけてくる。その背後には、多数の槍そう兵へいと弓兵も控えていた。

　怒ど号ごうが戦場を駆け抜け、矢が空を飛とび交かい、盾たてを挟はさんで槍やりと剣が幾いく重えにも交こう差さする。

　ラシアンの脇わきで、従者の兵が声を上げた。

「閣かつ下か！　近衛騎士団がこちらにいるのに、王宮騎士団は……！」

「彼らはベルナルフォン卿きようのところだ。向こうは人数が少ない。ここは我らで支える！」

　素早く返しつつ、内心では苦にがい顔をする。おそらくベルナルフォンの指揮下では、王宮騎士団はアゴールのところにいると言い、アゴールの指揮下では、ラシアンのところだと言っているに違いない。

　ラシアンは兵を鼓こ舞ぶする声を、再び張りあげた。

「無理に押し返すな！　我らの背後の森に、敵軍を誘い込むつもりで戦え！」

　完全に退ひいては押し切られる。兵達はラシアンの指揮に応じて、時に押し、時に退きながら、敵軍を迎え撃った。

（フェリオ様──頼みます）

　この場にはいない彼に向けて、ラシアンはそう願った。

　日は中天に昇りつつある。真昼の戦いは、これからが正しよう念ねん場ばだった。
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　物もの見みの塔とうから戦場を眺めるクラウスの顔色は、あまり冴さえなかった。

　斥せつ候こうの報告に鑑かんがみても、また遠とお目めに眺めてみても、敵の部隊は意外に統制がとれている。

　部隊をさまざまな方向からぶつけても、なかなか崩くずれないのだ。

　脱走兵が多く出たにしては、その士し気きも意外なほどに高い。

「接触時に勢いをつけられれば、こちらに趨すう勢せいが傾くはずでしたが──」

　クラウスはつい独ひとりごちた。

　軍関係でもない文官貴族ばかりの軍勢である。用兵の心得があるのはベルナルフォンと、あとはせいぜいウィスタルの弟子でもあるフェリオぐらいで、その意味では実戦的な指揮官の足りない軍勢のはずだった。

　ところが、ラシアンとアゴール、それに他ほかの貴族達も、下手へたの指揮なりに兵士を鼓こ舞ぶし、自らも逃げ腰になっていない。

　甘あまく見ていたつもりはなかった。だが敵に対して、〝文官風ふ情ぜい〟との認識を改める必要は感じる。

　それにしても──

　クラウスは考える。

　敵兵のしぶとさもだが、ラシアン卿きようとアステルム家の関係についても、未いまだに疑問が残っていた。

　アステルム家の当主は、ついこの間までこの城に滞たい在ざいしていたのだ。本人ではなく、家のほうを通じて連絡をつけていたのかもしれないが、それにしてもあと二日程度で援えん軍ぐんをよこすとは動きが早い。

　──早すぎると言ってもいい。

　情報を確認させるために、クラウスは今朝のうちに間者スパイを放っていた。その報告があがるまでには、さすがに数日を要する

　その間に戦いくさが終わればよし、終わらずとも、この戦を優位に運んでいけば、諸しよ侯こうはレージクの支持に傾くだろう。

（あと少しだ。ニナ、あと少しで、この国は治まる──）

　亡なき妹の面おも影かげに向けて、クラウスは慨がい嘆たんした。彼女の死に心身を蝕むしばまれ、クラウスは実務に逃とう避ひした。彼女さえもし生きていれば、クラウスもこんな乱には加わらず、傍ぼう観かんを決め込んでいたかもしれない。

　もっともその場合、軍ぐん閥ばつの名門サンクレット家の私し兵へいが、レージクに協力することもなかったはずで、内乱そのものが成立しなかった可能性も高い。

　人の命も、国の未来も、わからないものである。

　戦況を眺めるクラウスは、ふと、敵陣の奇妙な動きに気づいた。

　敵は少しずつ陣を後退させていた。しかも左右に二隊が割れて、突撃を仕し掛かける味方の軍を、左右から挟はさむような形になりつつある。

（挟きよう撃げき……？　いや──）

　敵兵の人数はそれほど多くない。味方の軍は、流れるようにして奥の森へと突っ込みつつある。そして左右に分かれた敵兵は細く広がり、回り込むようにして中央に再び集まった。

　突撃する牛を布でいなして、その背後に回りこんだような形である。

　結果として、敵陣は王都の側に、サンクレット家の兵はその向こう側に移動し、開戦時とは逆の構図になった。

　あっという間の用兵である。

　だが、クラウスは啞あ然ぜんとした。

　今の状況で、城からもしさらに兵を出せば、ラシアン達の軍は完全に挟はさみ撃うちされることとなる。兵力の差を考えても、敵は壊かい滅めつ状態に陥おちいることだろう。今日中に決着がついてしまう。

　苦し紛まぎれの動きにしても、粗そ末まつ過ぎた。

「──やはり文官の戦いくさですか。こんな初歩の失敗をするなんて──」

　クラウスは呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、伝令の兵に指揮を飛ばした。

「城内に残る二千の兵のうち、急ぎ千五百を差し向けなさい。先陣と挟きよう撃げきし、ここでラシアン卿きようとフェリオ王子を仕し留とめます」

　伝令が復ふく唱しようを残して走り去る。

　ラシアンとフェリオさえ仕留めれば、この戦は終わるのだ。

　伝令が走ってすぐに城門が開き、警備についていた千五百の兵達が増ぞう援えんとして飛び出していく。

　彼らは街路を抜けて、一心に戦場へと走っていった。

　それからしばらくして、クラウスの元に前線からの伝令が届いた。

「軍ぐん務む卿きよう閣かつ下か！　敵との交戦中ですが、少し気になることが──」

「どうしましたか？」

　クラウスは伝令の若い兵に向き直る。兵は緊張の面おも持もちで直立した。

「は。敵兵は奮ふん戦せんを続けておりますが……その中に、〝王宮騎士団〟らしき者達の姿が欠けているとのことです。それと、先日は獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せていたフェリオ王子の姿も──」

　クラウスの顔が、さっと青ざめた。

　敵の兵が昨日よりも少なくなっていることについては、報告を受けていた。

　クラウスはそれを、たんに有利な報告として捉とらえていた。糧りよう食しよくが焼けたのだから、逃げ出した兵がいても当然のことだとも思った。

　だが、それにしては敵陣の士し気きが高い。普通、一いつ緒しよに戦っていた仲間が逃げ出せば、周囲は動揺するものである。

「まさか──」

〝脱走兵〟──

　もし、兵が脱走したことにして、陣にいる兵の少なさを誤ご魔ま化かしていたとしたら──

「狼煙のろしを！　全軍を呼び戻し……」

　クラウスがその指揮を発しかけたのと、ほぼ同時だった。

「ぐ、軍務卿閣下！」

　一人の兵が悲鳴じみた声をあげ、塔とうに走りこんできた。その顔はひどく狼ろう狽ばいしている。

　クラウスは、自分の嫌な予感が的中したことを察した。

「大変です！　城の裏側から、二百名ほどの敵部隊が侵入し……！　げ、現在、中庭付近で交戦中ですが──」

　その息もきれぎれの報告に、クラウスは細い目を剝むいた。

「裏側から侵入!?　城じよう壁へきがあるでしょう！　何故なぜ、侵入の前に連絡が──」

「わ、わかりません！　やたらと敵の動きが速く、気づくと裏門が開いていて中に──とにかく、指揮を願います！」

　クラウスは舌した打うちした。

「前線の部隊に向けて狼煙のろしを！　敵の攻略を中止し、すぐに城へ戻しなさい！　私は城の裏に回ります。陛へい下かにもご連絡を！」

　そう言い残すと、クラウスは脇わき目めも振らずに走り出した。

　護ご衛えいの兵がその後に続く。

　クラウスは、自分が罠わなに嵌はめられたことをようやく察した。

　敵の奇妙な動きにも、今なら納なつ得とくがいく。敵陣は今、前線部隊と王都の〝間〟にいる。

　つまり前線の部隊が城へ戻るためには、その敵軍を突破するか迂う回かいしなければならない。

　解げせないのは、城の裏側がどうしてそんな短時間に突破されたのかという点だった。敵兵が姿を現して、クラウスの元にその報告が来る前に、彼らは城内へ侵入したことになる。

　門が閉じていればあり得ないことだ。内ない通つう者しやがいた可能性もあるが、それにしても手て際ぎわがよすぎる。

　やたらと広い城内を駆けて、クラウスはその現場へとただ急いだ。




　　　　　　　[image: ]




　時間は少し遡さかのぼる。

　フェリオと王宮騎士団に属する百余名、それに選抜された傭よう兵へいと、昔からラシアン、アゴールに仕えていた信頼できる兵の混こん成せい部隊──

　その約二百名は、城の裏側から少し離れた民家に、夜のうちから潜ひそんでいた。住民の避ひ難なんが済んでいたために、あたりに人はおらず、隠かくれる家には不自由しなかった。

　フェリオ達はそこに分散して朝を迎え、そして出撃の頃ころ合あいを待ったのである。

　敵兵の注意は、案あんの定じよう、ラシアン達の本隊に向いていた。城の裏側にまでは警戒も回らず、フェリオ達は息を潜ひそめて〝その時〟を待つことができた。

　やがて、本隊から合図の狼煙が上がった。それは、〝城からほとんどの兵が出で払はらった〟ことを知らせる狼煙である。

　精せい鋭えい達は一いつ斉せいに民家から飛び出し、城の裏門をめがけて走り出した。

　当然、すぐに見張りの兵に見つかったが、彼らの報告がクラウスまで届くことはなかった。

　その時、城じよう壁へきの上には三人の衛兵がいた。

　多くの兵は正面に配されており、裏側には見張りしかいなかった。中庭には数十人が詰めていたが、城壁の上には、さしあたって三人でも充分だったのである。

　彼らのうち、迫る騎士達を見たのは一人だけだった。

　他の二人に声をかけようとしたその矢先に、彼らの姿がないことに気づき、衛兵は慌あわてふためいた。

「おい、どこに──！」

「ごめんなさい」

　耳元で、少女の声がした。

　それが衛兵の記憶に残る最後の言葉だった。数時間後、彼は別の場所で意識を取り戻し、〝あれはなんだったのか〟と、首を傾かしげることになる。

　この荒あら業わざを為なしたのは、もちろん来訪者ビジターのリセリナだった。

　フォルナム神殿の壁さえも軽々と越えた彼女にとって、城の城壁は楽に登れるものだった。狼煙のろしを合図に飛び出してくるフェリオ達を補ほ佐さすべく、彼女は独ひとりで先に潜せん行こうし、見張りを片付けたのである。

　そしてリセリナは地上に降り、フェリオから習った通りの手順で裏の門を開け放った。

　それと同時に、フェリオの率ひきいる混こん成せい部隊が城内へと侵しん攻こうしたのだ。

　城内はその直後、大混乱に陥おちいった。

　二百名あまりの精せい鋭えい達は、それぞれに得とく意いの武器を構え、向かってくる衛兵達を片かたっ端ぱしから蹴け散ちらしていった。

　その中心で刃を振るうのは、この部隊の指揮官、フェリオ・アルセイフである。

「ライナスティ！　ディアメル！　お前達はダスティア卿きようとウィスタルを探せ！　こっちは兄上を探す！」

「了りよう解かい！　フェリオ様もお気をつけて」

　短い金髪の青年が、剣を振り回しながら軽快に応じた。彼は今朝けさ方がた、敵に密みつ書しよを奪われる使者の役を演じたばかりだった。その疲労も見せずに、突き込まれる槍やりを弾はじいては、鋭するどい反撃を加えていく。

「ライナスティ！　ぼうっとしていると置いていくぞ！」

　黒い肌はだの女騎士は、跳はねる鹿しかのような動きで敵兵をあしらっていた。その周囲に数十人の騎士達が集つどい、人ひと質じちの救出部隊となる。

　残った百数十人は、城の制せい圧あつ部隊だった。ラシアン達の陽よう動どうによって、かなりの数の敵兵が城外に出ているが、それでも中に残った衛兵は味方の倍以上に及ぶ。

　フェリオは刀を掲かかげ、配下の騎士、そして兵達を鼓こ舞ぶした。

「これよりレージクの身み柄がらを拘こう束そくし、この戦いを決する！　俺おれに続け！」

　血のつながらない兄を呼び捨てにしつつ、フェリオは率そつ先せんして駆けた。

　目指すは玉ぎよく座ざの間ま──兄のレージクは、そこか自室のどちらかにいそうな気がした。断定はできないが、まず目指すべきはその場所である。

　彼は〝王〟であることにこだわっている。なればこそ、玉座の間で待っていそうな予感があった。

　騒そう動どうを聞きつけて、衛兵達が続々と集まってくる。

　彼らと剣を交えながら、フェリオ達は城の奥へと侵入していく。

　あまり時間はない。ラシアン達も今いま頃ごろ、足止めとして奮ふん戦せんしているだろう。さきほど城から出たばかりの部隊などは、早い段階で戻ってきてもおかしくない。

　迅じん速そくに、敵の頭かしら──レージクを確保しなければ、この戦いは失敗に終わる。

　フェリオの考え出した唯ゆい一いつの勝機が、この奇襲だった。

　敵部隊の多くを外へ誘おびき出し、その隙すきに乗じて城を強襲、一いつ気きにその頭を潰つぶす──それは、クラウスの採とった策と本質的には同じだった。彼はフェリオ達を先陣と本隊とで分断させ、ラシアンの命を狙ねらったのだ。

　フェリオ達の帰き還かんが早かったために、その策は失敗したが、それでも補給物資を焼くという大きな戦果をもたらしていた。

〝頭を潰せば、この内乱は終わる──〟

　そんな具合に、フェリオはクラウスと同じことを考えた。相手が城に閉じ籠こもっているために、奇襲は難しいと思っていた。だが昨日の戦勝によって敵の油断を誘い、そこに偽にせ情報を流して城が手て薄うすになる一瞬を作り出すことができた。

　この機に乗じるしか、もはや勝機はない。

　フェリオ達は衛兵を跳はね除のけ、城の奥へ奥へと進んでいった。門を開けたリセリナも合流し、戦力に加わる。

　石造りの廊下で衛兵達と剣を交えながら、フェリオ達はさまざまな部屋を開けていった。中には人ひと質じちや、あるいはそれこそレージク本人が隠かくれている可能性もある。

「フェリオ様！」

　連れていた騎士の一人が声を荒げた。騎士達が衛兵からの壁を形成する中、フェリオはその部屋に駆け寄った。

　そこにいたのは、第三王子──ブラドーだった。

　軟なん禁きんされていたらしく、扉とびらには外側からの鍵かぎがかかっていた。中にいたブラドーは、顔に軽い怪け我がを負っていたが、特に衰すい弱じやくしている様子はない。

　その両手は自由で、服装もいつもと変わらなかったが、彼の足には逃亡を防ぐ鎖くさりがかかっていた。

　病弱な兄に対してのその扱いに、フェリオは激げつ昂こうしかけた。その怒りを抑おさえて、ブラドーの元に駆け寄る。

　すかさずリセリナが光の爪つめを伸ばし、彼の足あし輪わについた鍵かぎを切り裂いた。

「兄上、よくご無事で──」

　フェリオは胸が一杯になった。

　ブラドーもまた、目許を泣きそうな形に歪ゆがめて、何度も深く頷うなずく。それから彼は、フェリオの手を強く握った。

「すまない、フェリオ。迷めい惑わくをかけて──でも、よく来てくれた。レージク兄様はどうした？」

「まだ見つかっていません。兄上はまだしばらく、こちらに隠かくれていてください」

　フェリオはそう告げて、背を向けようとした。

　ブラドーは次期国王になる予定の人間である。この混乱で怪け我がでも負わせたら一大事だし、フェリオ自身も、今はレージクへの対たい処しよで手一杯だった。

　自由を得たブラドーが、フェリオの背に声を投げた。

「フェリオ。レージク兄様はきっと、玉ぎよく座ざの間まにいる。君を待っているはずだ」

　哀かなしげに首を振りながら、ブラドーは続けて言う。

「あの人は、そういう人だ。きっと……いまさら、逃げたりはしないと思う。でも気をつけてくれ。逆に君を殺そうとするかもしれない」

　フェリオは頷いた。ブラドーもまた、自分と同じようなことを感じていたらしい。

　フェリオは兄をその部屋に待たせておき、再び先を急いだ。ブラドーの無事を確認できたことで、一安心した気はする。仮かりに自分がレージクと刺し違えるようなことになっても、ブラドーが健けん在ざいならば、国はまとまるはずだった。

　玉座につながる石造りの廊下を急ぐ中、やがて前方から衛兵の部隊が現れた。

　数十人に及ぶ集団の先頭に立つのは、軍ぐん務む卿きようクラウス・サンクレットである。

　細い眼めで険けわしくフェリオを睨にらみ、若き軍務卿は声を張った。

「捕らえなさい！　生死は問いません！」

　短たん槍そうを構えた衛兵達が前に出る。フェリオを守ろうと、騎士達もそれに合わせて一歩を踏みだした。

　立ち止まって、フェリオは敵の将しように声を投げた。

「クラウス・サンクレット、そこをどけ！　レージク兄様に用がある！」

　クラウスは細い眼でフェリオを睨む。

「用があるのなら、正式な謁えつ見けんの申し込みを済ませてからおいでください。もっとも貴方あなたに対しては、許可がおりないはずですが」

　言葉の内容は冗じよう談だんじみていたが、クラウスの声と表情には余よ裕ゆうがなかった。

　十人ほどが横に並べる広い廊下で、フェリオ達と衛兵達とが向かい合う。敵は壁をつくるようにして、ずらりと槍やりを構えていた。迂う闊かつにはそこへ飛び込みにくい。

　フェリオはクラウスの眼めを見た。

　心なしか、彼の姿はやつれて見えた。元から細身の青年だが、鋭するどく放たれる気き迫はくとあいまって、研とぎ澄すまされた刃やいばのような精せい悍かんさを漂わせている。

　フェリオはその姿に、ふとやつあたり気味の怒りを覚えた。

　もしレージクの側に彼の才さい覚かくがなければ、この戦乱はもっと早く終わっていたに違いない。そしてもし、彼の神経が以前と比してまともであれば、クラウスはレージクに手を貸したりはしなかったはずだ。

　フェリオは我知らず叫んでいた。

「クラウス卿きよう！　まだ目が覚めないのか！」

　叱り飛ばすような大声に、クラウスがびくりとする。

　フェリオは重ねて叫んだ。

「兄上は、無実のダスティア卿やウィスタル卿を捕らえ、政治的に邪じや魔まだからという理由でラシアン卿までも逮たい捕ほしようとした！　そんな独どく裁さい者しやに近い人間を王として支えることがどれほど危険か、貴方あなたなら理解しているはずだ！　兄上の今までの行動は、この国を憂うれえてのことじゃない。私し怨えんに根ね差ざした暴ぼう挙きよだ。貴方はいつまで、その片棒を担かつぎ続けるつもりなんだ!?」

　クラウスがまなじりを逆立てた。

「陛へい下かに対するその暴言の数々、いくら弟君ぎみとはいえ、許されるものではありません。お覚かく悟ごを！」

　衛兵達の槍やりが突き入れられ、乱闘がはじまった。

　フェリオは素早く槍をさばいて、手にした刀を振るう。騎士達がその周囲を援えん護ごする中、フェリオはクラウスに肉にく薄はくした。

　クラウス自身も細剣レイピアを手にし、フェリオと向き合った。

　武芸の心得はさほどでもないらしく、その動きは拙つたない。だが気迫だけなら、そこらの剣士よりも挽はるかに上である。

「クラウス卿には手を出すな！　俺おれが一人で相手をする！」

　フェリオは周囲の騎士達にそう告げて、クラウスに斬きりかかった。本気の斬ざん撃げきではなく、まずは牽けん制せいの一ひと太刀たちである。

　クラウスは──避よけるどころか、踏みこんできた。

　逆にフェリオが驚いて、その斬撃を途中でずらした。

　刃はクラウスの脇わきをかすめたが、クラウスは顔色も変えない。

　彼が避けたわけではない。フェリオが斬らなかったのだ。

　そしてクラウスは、反撃の細剣レイピアを突きこんできた。フェリオは身をひねってかわしたが、これに対する反撃は加えない。

　クラウスと剣をまじえた瞬間──フェリオは、彼の心に気づいた。

　さして親しくもない間柄だが、剣を交えることで伝わってくるものがあった。

（クラウス卿きようは──何かから逃げている……？）

　逃げるために、こうして戦っている──フェリオはそう感じた。

　フェリオは防戦にまわった。クラウスが細剣レイピアを突く、その隙すきに合わせて身を寄せつつ、彼の耳元に囁ささやきかける。

「クラウス卿。兄上は、この国の王家の血を引いていない。子供を産めなかった第二妃ひが、正せい妃ひへの対抗心から連れてきた子供だ」

　周囲の兵には聞こえぬよう、小声に言う。王家そのものの信用に関かかわる事だけに、これはフェリオの立場で公言するわけにはいかない事実だった。ラシアンはこのことを、諸しよ侯こうに〝その可能性がある〟とぼかして伝えていたが、証しよう拠こなども存在しない。

　噂うわさとしてはそのことを聞いているはずのクラウスも、ぴくりと眉まゆを跳はねさせた。

　フェリオの言葉を振り払おうとするように、あたらない細剣レイピアを振りまわす。

　その斬ざん撃げきを受け流しながら、フェリオはなおもクラウスに話しかけた。

「兄上は自分のその出しゆつ生せいを知って、王家そのものを憎にくみ、この国をタートムに売ろうとしている。貴方あなたはそれに協力する気か？　正妃達を殺したのは、そのタートムの暗殺者だ」

　クラウスがぎりりと歯を食いしばり、フェリオめがけて剣を突いた。

　しかしフェリオにはあたらない。切っ先は髪をかすめて空くうを斬る。
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　周囲の乱戦によって、刃と刃のぶつかる音がうるさいほどだったが、クラウスの耳にはフェリオの声が聞こえているはずだった。

　細い刃を受け流し、フェリオはさらに言い募つのる。

「──軍ぐん務む卿きようを殺したのも、正せい妃ひ達じゃない。あれは軍務卿と第二妃を邪じや魔まに思っていた兄上が、タートムの間者スパイに要よう請せいして決行させた暗殺だ。そのことは知っているのか？」

　クラウスの細い眼めが、大きく見開かれた。考えたこともなかった可能性らしい。

「世よ迷まよい事ごとを！　讒ざん言げんにも程があります！」

　これまででもっとも力の籠こもった斬ざん撃げきが、フェリオの傍そばをかすめた。

　彼の動揺を察して、フェリオはたたみ掛ける。

「世迷い言に聞こえても、事実だ。信じてもらえなくても、それが事実なんだ。そのまま話しても、誰だれも信じないだろう。それに信じられたら信じられたで、王家の威い信しんが地に落ちる。仮かりにも第二王子……いや、今は国王の地位にある者が、無実の家臣を殺し、自国を他国に売り渡そうとするなんて言ごん語ご道どう断だんだ」

　フェリオ達の立場でこのことを主張しても、諸しよ侯こうはクラウスと同じく〝讒言〟としか取らないだろう。逆にそんな馬鹿なことを主張するようではと、まともな心ある諸侯の支持を失いかねない。

　また、仮に信じられようものなら、〝そんな王家に国を任せてはおけない〟と、内乱を起こすきっかけにもなりかねないのだ。

　どちらにしても悪い結果が予想される以上、このことを人々に向けて公言することはできなかった。

「……ラシアン卿も、このことは伏せざるを得なかった。でも、貴方あなたには……」

　クラウスの細剣レイピアが唸うなりを上げた。刃はあたらない。

　半なかばひきつったその形ぎよう相そうを、フェリオは睨にらみつける。

「──フェリオ王子、見み損そこないました」

　クラウスがぽつりと呟つぶやいた。

「ウィスタル卿の訓くん育いくを受けた貴方は、苦し紛まぎれにそのようなことを言う方かたではないと思っていましたが……父はレージク様を支えると公言していた官僚です。自らの閥ばつを弱めるような真似まねを、レージク様がなさろうはずがありません」

　その声は、しかしわずかに震えていた。

　フェリオは眼に力を込めて、少し上にあるクラウスの顔を見上げた。

「……貴方の知る兄上は──そんなに、信頼できる人間か？　ベルナルフォン卿や、ロセッティ氏よりも──」

　クラウスの顔色が一変し、力任せに剣が振るわれた。

　フェリオはそれを紙一重にかわして、刀の切っ先を相手の眼前に突きいれる。

　そして寸すん前ぜんでその刃を止め、クラウスを睨にらんだ。

　クラウスは硬こう直ちよくしている。すぐ目の前──ほんの指数本の位置に、鋭するどく光る刃が突きつけられているのだ。フェリオが少しでも動けば、それでクラウスは命を失うことになる。

　しかしフェリオは、それ以上は刃を動かさなかった。

「──貴方あなたはニナ嬢のことを、溺でき愛あいしていたんだな」

　クラウスがフェリオを睨んだ。

　二人は互いに睨み合い、その動きが完全に止まる。

　周囲では、リセリナや配下の騎士達が、次々に衛兵達を打ち払いつつあった。

　フェリオの意思を察した騎士達は、二人の周囲を守り、衛兵達が近づけぬようにしている。

　フェリオはクラウスに向け、押し殺した声で威い圧あつした。

「何故なぜ、俺おれが貴方を殺さないか……わかるか？」

　クラウスは応こたえない。ただ、フェリオを睨んで固まっている。

　フェリオは話し続けた。

「貴方を殺したら、協力してくれたベルナルフォン卿きようの義ぎ心しんを裏切ることになる。ロセッティ氏もだ。彼らは貴方のために、貴方の敵にまわった。でも、貴方はどうして──何のために戦っている？」

　クラウスの答えはない。

「兄上への忠ちゆう誠せいか？　この国のためか？　軍ぐん閥ばつの名門としての責任か？　肉親を殺されたことへの復ふく讐しゆうか？　それとも──」

　フェリオは、一ひと際きわに強くクラウスを睨んだ。

　クラウスの眼めは憎ぞう悪おに燃えていた。しかし、その眼はもうフェリオそのものを見てはいない。

「──愛する妹を守れなかった自分への、〝罰ばつ〟のつもりか──」

　彼は、自分自身を憎にくみ続けている──フェリオはクラウスと剣を交えて、そのことを悟さとった。

　クラウスの頰ほおが引きつった。

「貴方に……貴方に、何がわかる！」

　嚙かみつくような声だった。しかし手にした剣を振るいはせずに、突きつけられた刃の前で声を張る。

「貴方は反はん逆ぎやく者しやだ！　亡なき王が定めた正統な王位継けい承しよう順じゆんに従わず、ラシアン卿に至っては、臣下たる身を逸いつ脱だつしてこのような──！」

「──それが貴方の本心か？」

　クラウスとは対象的に、フェリオは静かな声で問いかけた。

「そうだ！　私は臣下として、陛へい下かに忠誠を……」

　クラウスの言葉を遮さえぎって、フェリオは彼の胸むな倉ぐらを引ひっ摑つかんだ。

　クラウスが震えていた。恐怖ゆえの震えではない。怒りのための震えである。それも、どこへ向けたらいいのかわからない質の怒りだった。

　燃えるような強い眼まな差ざしで彼を見み据すえ、フェリオははっきりと呟つぶやく。

「それは噓うそだ。俺おれの目には、貴方あなたは──貴方はまるで、早く〝死にたがっている〟ように見える」

　それはフェリオの抱いた確信だった。

　クラウスは一度だけぴくりと震え、そしてそれきり、震えるのをやめた。

　しばらくの間──

　沈黙が訪れた。

　フェリオは何も言わない。

　クラウスも何も言わない。

　フェリオの沈黙は、クラウスの言葉を待つための沈黙だった。

　しかしクラウスの沈黙は、その心がなかなか言葉にならず、ただ徒いたずらに時間が経たった結果に過ぎない。

　その沈黙を経て、クラウスはごく低く、消え入りそうな声で呟いた。

「……なら、殺しなさい」

　まとう気配が変わっていた。

　猛たけ々だけしさや鬼き気き迫るものが消え、ただ無気力な眼差しがフェリオを見ていた。

　クラウスはぽつりぽつりと、ゆっくり言葉を紡つむぐ。

「この戦いは、貴方がたの勝ちです。その力で、権力をもぎとっていけばいい。私には、もう──何が正しくて、誰だれが真実を言っているのか、わからない……」

　クラウスの声は、疲労しきって絶望した旅人のようだった。

　精せい緻ちな軍ぐん略りやくでフェリオ達を苦しめた軍ぐん師しの姿は、もはやそこにない。そこにいるのは、生きる気力を失った、ただの一人の青年だった。

　フェリオは目許を歪ゆがめて、その姿を見つめる。

　クラウスは顔をうつむけた。

「誰が彼女を殺したのか……その真実さえも、もう今はどうでもいい。もう──彼女は──いないんだ……」

　声の最後は掠かすれた。

　クラウスの中で、何かが崩くずれたのだ。

　いや──本当に崩れたのは、あの日。

　最愛の妹を失った日に、もうクラウスは崩れていたのかもしれない。

　彼はレージクが真犯人であることなど、予想もしていなかっただろう。だが、もしそうだとしても、この戦いはもう趨すう勢せいが決している。レージクはフェリオの手によってこれから討うたれ、どちらが真実にしても、クラウスは復ふく讐しゆうの対象者を失う。

　だからきっと、彼にとっては、もうどうでもよくなったのだ。

　あるいは正せい妃ひが死んだ時に、きっと気づいていたのだろう。

　たとえ敵を討うっても、ニナが〝戻ってくるわけではない〟ことに──

　クラウスはその事実から眼めを逸そらし、復ふく讐しゆうに逃げていた。

　心の折れたクラウスの手から、剣が落ちた。

「……斬きりなさい。フェリオ王子。貴方あなたの勝ちです」

　力を失った声で、そう漏もらす。

　フェリオは無言で、研とぎ澄すまされた刀を彼の眼前に示した。

　クラウスの表情に怯おびえはない。恐怖も含めて、感情の一いつ切さいを失った眼つきである。

　フェリオは彼を睨にらみ──そして、呟つぶやいた。

「いいか。この剣は、貴方を決して斬らない──」

　そう言ってから、フェリオは刃を鞘さやにおさめた。

　そして──

　クラウスの頰ほおを、平ひら手てで張った。

　ぱあん、と、乾いた音が廊下に響き渡る。

　その異質な音に反応して、騎士達と衛兵の眼が揃そろって注がれた。

　フェリオは彼を放した。

　クラウスは糸の切れた操あやつり人形のように、その場へ座りこんだ。平手打ちで頭が揺れ、軽い脳のう震しん盪とうを起こしたのだ。

　そのクラウスを見下ろし、フェリオは静かに言い放つ。

「貴方はサンクレット家を継ぐ人間だ。そして貴方は、この乱の事後処理を行う上で欠かせない人間でもある──そんな人物を、俺おれは決して斬らない。もし俺に殺してもらおうと思っているなら、それはできない相談だ。貴方には、まだ生きて事を為なす責任がある」

　クラウスは呆ぼう然ぜんとして、フェリオを見上げていた。

　フェリオは、大きく息を吸い──




「──いい加か減げんに目を覚ませ！　クラウス・サンクレット！」




　──そう、大だい喝かつした。

　その声は壁に反響し、廊下中に強く響き渡る。

　フェリオはさらに続けた。

「自分の弱さを死者のせいにし続けた挙あげ句くに、貴方を救おうとした友人達を無視して死ぬことが、貴方の望みか！　守れなかった罪を償つぐないたいなら、生きて恥はじをさらせ！　貴方にはまだ、できることがある！　なにより──」

　フェリオは、クラウスの疲れきった眼めを見つめた。

「まだ──〝全すべてが終わった〟わけじゃない」

　──そう告げて、騎士達に向き直る。

「クラウス卿きようを丁てい重ちように保護しろ。俺おれは兄上のところへ行く。それから狼煙のろし台だいを制せい圧あつし、すぐに〝降こう伏ふく〟の合図を出させるんだ。クラウス卿と士官達がその連絡方法を把は握あくしているはずだから、捕らえた者達から別々に聞き出せ。口くち裏うらを合わせる余よ裕ゆうを与えるな」

　指示をしておいてから、フェリオはクラウスを見下ろした。

「クラウス卿、この点では、是ぜが非ひでもご協力していただきます。戦乱を終結させ、これ以上、アルセイフの兵を死なせないための措そ置ちです。これは貴族としての貴方あなたがとるべき責任でしょう。よろしいですね？」

　クラウスは頷うなずきもしなかったが、かといって反抗する様子もない。

　その彼を騎士達が立たせる。

　それまで周囲で戦っていたリセリナが、フェリオの傍そばに駆け寄った。

「あ、あの……フェリオさん、あのことは──」

　彼女がどのことを言っているのか──フェリオはもちろんわかっていた。

　だが同時に、それを言うわけにはいかないこともわかっている。

「今はだめだ。理由はわかるだろう」

　リセリナが、くっと息を詰め、小さく頷いた。

　──そのことを知れば、クラウスは生きる希望を取り戻すに違いない。だが、下手へたをするとその直後に、再び死を望むほどの哀かなしみを味わわせることになりかねなかった。

　それはさすがに忍しのびない。

　まだ知らせないほうがいい。場合によっては、このままずっと──フェリオはその意思を込めて、リセリナと視線を交わしあった。

　リセリナも哀しげに眼を伏せる。

　騎士達に連れていかれるクラウスに背を向け、フェリオはレージクが待つ玉ぎよく座ざの間まへと急いだ。
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　城の騒音が牢ろうの中にまで聞こえはじめたことで、エンジュは作戦の成功を知った。

（あの王子、上手うまくやったのか）

　牢の奥で、エンジュは自然と微笑を浮かべた。作戦には自分も一枚嚙かんでいる。成功したらしいことは素直に嬉うれしかった。

「おい、なんだよ。あの外の音は？」

　グラムという名の中年の騎士が、耳をそばだてていぶかしげに呟つぶやく。

　この状況下で事情を察しているのは、この場ではエンジュだけだった。たまたま近い牢ろうに入っていた騎士達にも、この作戦のことは伝えていない。近くに衛兵がいるのではと警戒してのことだったが、いざ成功したとなれば、もう話してもいい頃ころ合あいだった。

　エンジュは、向かいの牢に入った騎士達に視線を向けた。

「──フェリオ王子とあんた達の仲間が、城を制せい圧あつしに来ている。この騒そう動どうは、多分それだ」

　囚とらわれの騎士達が一いつ斉せいに腰を浮かした。

「フェリオ様が!?　じゃあ──」

　エンジュは頷うなずく。

「俺おれはラシアン卿きようの軍に属する民兵だ。黙っていてごめん。でも、さっきまでは衛兵に聞かれる可能性があったから──俺が城に投とう降こうしたのは、フェリオ王子の作戦だったんだけど、上手うまくいったみたいだな」

　そう話しているうちにも、牢の入り口で戦闘がはじまった。

　金属を撃ちあわせる音が幾度か激しく響き、そこに女の怒ど声せいが重なる。

「急げ！　この牢の次は、東の塔とうを捜そう索さくする！　遅おくれるな！」

　フェリオに付き従っている女騎士の声だった。黒く艶つややかな肌はだをした精せい悍かんな面おも立だちの娘で、確か名前はディアメルといった。

　彼女の声を聞くや、グラムが大声を張る。

「おおい！　嬢じようちゃん！　ここだ！　ここ！」

　グラムの声に合わせて、他の騎士達もそれぞれに声をあげた。

　牢の中に数人の騎士達が駆け込んでくる。その先頭にディアメルがいた。

「おせぇぞ、馬ば鹿か！　何をしていた！」

　グラムのその罵ば声せいは、笑いを含んでいた。助けに来てくれた騎士達への照てれ隠かくしらしい。

　格こう子しを越して、ディアメルが中を覗のぞき込む。

「なんなら、もうしばらく入っていてもいいんだが……ふむ、少し太ったか？」

　明らかにやつれた騎士達に向けて、彼女は図ず太ぶとくそうのたまった。

　グラムが鼻で笑う。

「おかげさまで運動不足でな。それより、団長が奥に居る。早くしろ！」

　エンジュの牢の前に、他の騎士達も駆け込んできた。

　その中にいた一人、ライナスティという名の金髪の青年が、エンジュを見つけて目をしばたたかせた。

「お、我らが功こう労ろう者しやもここにいたか。お疲れさん。すぐに出してやるから、ちょっと待ってろよ」

　人ひと懐なつっこい笑みを残して、ライナスティはまず奥の牢へと向かった。その手には奇妙な道具が握られている。細長い金属棒が幾本か──先の折れ曲がったものや、緩ゆるやかにカーブしたものなど、形状はさまざまだった。

　団長のウィスタルが囚とらわれた奥の牢ろうで、ライナスティは鍵かぎ穴あなの前に屈かがみ込む。

「団長、ご無事で！」

　ディアメルがあげた安あん堵どの声に、ウィスタルが牢の奥から笑う。壁に邪じや魔まされて、エンジュの位置からではウィスタルの姿は見えなかった。

「あぁ、無事だ。最初は毒どく殺さつされるかとも思ったが──途中で風向きが変わった。反乱が起きたおかげで、私も囚しゆう人じんから人ひと質じちに格上げされたらしい。快適とは言えなかったが、骨休めにはなった」

　苦笑混じりに言う。

「手間をかけたな。それで、フェリオ様は？」

「今、レージク様を探しています。俺おれらは人質捜そう索さくを承うけたまわりましてね」

　ライナスティが応こたえながら、ちゃかちゃかとその手元を動かした。鍵を使わずに、錠じよう前まえを開けているらしい。

　その手元を覗のぞき込んだディアメルは、感心とも不ふ審しんとも取れない曖あい昧まいな視線を向けていた。

「……おまえ、本当に妙な特技が多いな──盗とう賊ぞくでもやっていたのか？」

「いやいや、俺が盗ぬすむのは乙女おとめのハートだけ……って、痛いたっ！」

　素早い[image: 拳]げん骨こつが飛んだのが、エンジュの位置からも見えた。

「寒いことを言ってないで急げ！　フェリオ様が気になる。すぐに援えん護ごに向かうぞ」

「怒ど鳴なるなって。牢ろう屋やの鍵は硬かたいんだよ。こいつは古い奴やつだから少し錆さびかけてるし──よし、開いた」

　ライナスティが得とく意いげに鍵を取り外し、すぐにエンジュの前へやって来た。

　格こう子し近くに寄ったエンジュは、奥から出てくる人影を見つめる。

　格子を抜けて出てきたのは、四十歳から五十歳ほどの、体の大きな男だった。

　その表情は穏おだやかだったが、妙な迫力も感じさせる。その場にいるだけで存在感を発するタイプの人間だった。

　虜りよ囚しゆうの生活によって、その顔には髭ひげが目立った。それでもさして見苦しくはない。

（あれが……王宮騎士団の団長か）

　エンジュはふと、既き視し感かんを覚えた。間違いなく初めて会う人物である。だが、初めて会ったような気がしないのだ。

　誰だれかに似ている──そう思う。

　思いだそうと頭をひねっていると、ウィスタルがエンジュに微笑を向けてきた。

「フェリオ様の指示を受けてきたか。よく、為なしてくれた」

　労ねぎらいの声には、心に響く重みがあった。

　エンジュの牢ろうがライナスティの手で開けられた。続いて彼は、他の騎士達の牢にも取りかかる。

　牢を出たエンジュの肩を、ウィスタルの手が軽く叩たたいた。

「エンジュと言ったな。民兵だそうだが、怖こわくはなかったかね？」

「上手うまくいくかどうかは不安だったけど……」

　あまり怖いとは思わなかった。フェリオの作戦には納なつ得とくできたし、彼が自分を見込んでくれたことも少し嬉うれしかったのだ。

　そのことを口にするのはなんとなく野や暮ぼな気がして、エンジュは言葉を濁にごした。

　ウィスタルは、何かを察したように頷うなずいた。

「そうか──どれ。体は鈍にぶっているが、私もひと働きするか」

「いえ、団長は避ひ難なんを……」

　ディアメルが止めようとしたが、ウィスタルはそれを笑い飛ばした。

「飾りくらいにはなるだろう。私が戻って王宮騎士団が〝復活〟したとなれば、衛兵達に与える影響は小さくない。任せておけ。それにこんなことで尻尾しつぽを巻けば、亡なきラバスダン王に笑われる」

　ウィスタルの体には、傍はた目めにも力が宿っていた。十日以上の幽ゆう閉へい生活も、彼にとっては骨休めで済んでしまうらしい。それは他の騎士達の側も似たようなものである。

　ライナスティが残りの鍵かぎを開けていく間に、ウィスタルとディアメル、そしてエンジュは牢の外に出た。

　牢の周囲から刃の音は消えていた。騎士団の数十名が、衛兵達を退しりぞけた直後らしい。

　ウィスタルの無事な姿を見るや、その場の騎士達から天にも届きそうな歓かん声せいが上がった。

「団長！」

「お怪け我がはありませんか！」

「おい、フェリオ様にも知らせて来い！」

　口々に声をあげながら、騎士達はウィスタルの帰き還かんを喜んでいた。その様子を見ていて、エンジュはさきほど感じた違い和わ感かんの正しよう体たいに気づいた。

（この人──あのフェリオって王子に似てるんだ──）

　顔や体格はまるで違う。だが、周囲の人々を妙に惹ひきつける点も含めて、やけに近いものを感じた。

　その騒ぎの最中、すでに制せい圧あつされた廊下を通って、城の奥から急ぎ足に騎士達がやってきた。

　彼らは青ざめた貴族を一人、連行していた。細い目を歪ゆがませた軍服の青年で、抵抗する様子はない。

　その騎士達も、ウィスタルを見て歓声を上げた。

　ウィスタルはそれに応じながら、連れてこられた貴族のほうに歩み寄る。

「──クラウス卿きようか。フェリオ様が捕らえたのか？」

　若い騎士が敬礼で応こたえる。

「はい。フェリオ様のご指示で、これより狼煙のろし台だいを制せい圧あつし、敵軍に〝城が陥かん落らくした〟との情報を流します。その合図をクラウス卿が──」

　ふむ、と、ウィスタルが頷うなずいた。

　クラウスという名は、エンジュもフェリオから聞かされていた。レージクの腹ふく心しんで、この軍の実質的な指揮官らしい。

　その青年を捕らえたということは、あとは首しゆ謀ぼう者しやのレージクだけである。

「クラウス卿──ご協力いただけるのですか？」

　ウィスタルは静かな声で、囚しゆう人じんとなったクラウスに問いかけた。

　昨日までとは、互いの立場は逆転している。

　クラウスは表情を失ったまま、小さく頷いた。

「この期ごに及んで、この国の傷をなおも広げることは──亡なき父も望まぬはずです」

　クラウスという青年の声には、まったく覇は気きがなかった。そういう性格の人間なのか、それとも敗北を悟さとって落ち込んでいるのか、エンジュにはわからない。あるいは他の理由で、こんな状態になっているのかもしれなかった。

「潔いさぎよいことです。では、停戦の合図を急ぎましょう。内乱ほど馬ば鹿かげた戦争はありません」

　ウィスタルが呟つぶやいて、狼煙台のある方角へと部隊を先導しはじめた。

　ディアメルとエンジュもその後についていく。

　これで内乱が終結する──そう思うと、やや呆あつ気けない気がした。

　頭かしらとなる数人を捕らえただけで、こうも状況が変わったことが、エンジュは意外だったのだ。裏を返せば、それはこの〝戦争〟が、ごくごく一部の権力者達によって起こされたものだということでもある。

　ほとんど個人の事情で、こんな内乱の騒ぎが起こせてしまうとしたら、ひどく危あやうい話だと思った。
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　玉ぎよく座ざのある、謁えつ見けんの間ま──

　歴代の王が王おう威いを示しつつ護まもってきたその部屋は、訪れる者を威圧する高い天てん井じようと、王権の及ぶ範囲を象徴するような広い床ゆかを持っていた。

　レージクは、そのだだっ広い部屋にただ一人──

　玉座に肘ひじをついて腰かけ、物思いにふけっていた。

　護ご衛えいの兵も一人もいない。レージクは警護の兵の目を盗ぬすんで、一人でここに来たのだ。

　だから、ここにレージクがいることを知っている者はいない。

　その代わり、ここにいると推測できる人間は何人かいるだろう。

　レージクは、そのうちの誰だれかを待っていた。

　その頰ほおに薄い笑みが浮く。

〝勝てる〟と思っていた。

　この内乱は自分の勝利に終わり、王おう威いに反旗を翻ひるがえしたラシアンやフェリオを罪人として処しよ刑けいし、邪じや魔まな諸しよ侯こうを黙らせて、この国を牛ぎゆう耳じることができるはずだった。

　どこで何に邪魔されたのかも、レージクにはよくわからなかった。特に策を間違えたとは思わない。

　強しいて言えば──

　誰が、裏の門を開けたのか。

　門さえ開かなければ、城内に残った衛兵で城じよう壁へきから矢を射い掛かけて防戦し、城外に出した戦力が戻る時間も稼かせげたはずなのだ。

　ところが、実に呆あつ気けなく門が開いてしまったために、隠かくれていた奇襲部隊が城内へ潜せん入にゆうし、信じ難い速さでこの城を制せい圧あつしていった。

　五百の衛兵は、まともに戦いを知らない者達だった。

　それに対して、奇襲部隊として来た王宮騎士団は、傭よう兵へいあがりも多い生きつ粋すいの戦闘集団である。剣けん聖せいウィスタルが丹たん精せいを込めて育て上げた、アルセイフで最も手て強ごわい騎士団なのだ。

　二倍程度の兵力では、持ちこたえられなくても仕方がない。城内の衛兵達が、少人数で各所に分散していたことも、その敗因の一つだった。

「──短い夢だったか──」

　くすりと笑って、レージクは唇くちびるを舌したで湿しめらした。

　謁えつ見けんの間まの扉とびらが、重々しく開いた。

　レージクは冷さめた眼めで、入ってきた相手を見定める。

　紫むらさき色いろの髪をした、小こ生なま意い気きな剣士が一人──

　素す性じようのわからない黒髪の娘が、その傍そばに付き従っている。

　背後には騎士達の姿もあった。

　剣士の少年は玉ぎよく座ざのレージクを睨にらみ、朗ろう々ろうたる声を張った。

「兄上──その身み柄がらを、預からせていただきます」

「いきなりなご挨あい拶さつだな、フェリオ」

　レージクは嗤わらった。いかにもフェリオらしいと思った。正しよう気きを疑いたくなるほど真っ直ぐで、野や心しんも持たずに国のことを案じている変わり者の弟である。

　レージクは、彼の実力を見誤っていた。

　剣の腕前は多少たつが、馬ば鹿か正しよう直じきで、いくらでも潰つぶしようのある子供だと思っていた。

　ところが、彼はその予想に反して、しぶとく生き残り続けた。それどころか、今はレージクを追い詰め切っている。

　元からそれだけの才気があったとは思わない。この乱を通じて、フェリオは少なからず成長し、そしてその才を開花させたということなのだろう。

　その証しよう拠こに、久々に会った弟は、以前に比べて妙に大きく見えた。

「要らないはずの四番目の王子が、俺おれの野や望ぼうを潰つぶしたか──」

　小声に呟つぶやいて、レージクはくっくっと嗤わらった。

「兄上、抵抗はなさいませんように。すでにクラウス卿きようは──」

　そう言いながら近づくフェリオに、レージクは視線を向けた。

「逃げるつもりなら、とっくに逃げているさ。少し、話をしようか。もう戦いくさは終わったも同然なんだろう？」

　そんなことを提案する自分自身を滑こつ稽けいに思いながら、レージクは溜ため息いきを吐ついた。

　玉ぎよく座ざの下で、フェリオは立ち止まった。

「……フェリオ。餓が鬼きの頃ころ、おまえに言ったよな」

　レージクは目を細め、成長した彼を見つめた。

「おまえは、この世に必要のない人間だ。純情な振りをして父上を誑たぶらかした、第四妃ひフレイアの子供──余よ計けいな火ひ種だねにしかならない、いてもいなくてもいいはずの王子だって。そう言ったよな。憶おぼえているか？」
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　フェリオは険けわしい眼まな差ざしのまま、レージクを見上げた。頷うなずきはしなかったが、沈黙が答えになっていた。

　レージクは薄く嗤わらう。

「──あれは、俺おれ自身に向けた言葉でもあった」

　レージクは昔のことを思いだしていた。

　ウィスタルと出会う前のフェリオは、笑わない無ぶ愛あい想そうな子供だった。誰だれからも相手にされず、いつも一人だった。

　その彼は──レージクにとって、〝鏡〟だった。

「俺は第二王子だった。兄貴の予備。いざというときの代だい替たい物ぶつ。それも、親父おやじの本当の息子むすこじゃない──俺は俺じゃなくて、この国の道具だった──フェリオ。結局は、おまえも俺と同じだな。王族の義務なんてものに縛しばられて、こうして俺の前に立っているおまえは、立場が違うだけで、俺とよく似ているよ」

　蔑さげすむように、レージクはそう言った。

　フェリオは、静かな──気味悪いほどに静かな声で応じた。

「俺は、兄上とは違う」

　激げつ昂こうすることもなく、迷いも見せず、フェリオは淡たん々たんとそう言った。

　レージクはその眼めを見み据すえた。

　フェリオの眼に、レージクに対する憎ぞう悪おはうかがえなかった。憎にくんでいないはずはないのに、その感情が読み取れない。

「どこが違う？　なにが違うっていうんだ？」

　レージクは問う。フェリオは敢かん然ぜんと顔を玉ぎよく座ざに向け、レージクの問いに応こたえた。

「俺おれは、代替物である事実から逃げない。それでいいと思った。それでこの国が、平和でいられるなら、それでよかったんだ。兄上も──そう考えれば、よかったのに」

　レージクは鼻で嗤った。

「……悟さとったようなことを言いやがって……おまえのそういうところが、昔から気に食わなかったんだ」

「いまさら、兄上に好かれようとは思わない」

　フェリオは一呼吸の間まを置いた。

「俺は、ただ──ウィスタルやウルクや、街まちの人達や──俺の周りの人達に、幸せでいて欲しかった。だったら、国が平和でなきゃいけない。それだけのことだったんだ。そのためなら、自分の将来なんか、なくてもいいと思った」

　レージクは眼を細めた。

　窓の外に大きな狼煙のろしが上がっていた。城の陥かん落らくと、戦いくさの終わりを告げる合図の狼煙である。

　城外の兵達も順次、投とう降こうすることだろう。護まもるべき主あるじを失った時点で、彼らには戦う理由がなくなる。

　レージクは、潰ついえた野や望ぼうを燃やすその狼煙のろしをじっと眺めた。

「……俺おれとおまえの決定的な違いが、わかったよ」

　つい笑いがこみ上げる。

「俺は自分の立場に拗すねた。おまえは開き直った──それだけだ」

　フェリオは何も言わない。レージクは、肩を揺らして笑った。

「──楽しそうね、陛へい下か？」

　すぐ背後で、囁ささやくような声がした。

　レージクは笑いを収めた。階段の下で、フェリオが身構える。

　玉ぎよく座ざの背後には隠かくし通路があった。本来は王が非常時に逃げるための設備で、時には護ご衛えいする兵士が隠れるための場所でもあったが、レージクはそこに誰だれも配していない。

　かけられた声は、馴な染じみの深いものだった。

「シズヤ──か」

　レージクはその名を呼んだ。

「……お迎えにあがりましたわ。陛下」

　黒くろ装しよう束ぞくを身にまとった女が、いつのまにか脇わきに立っていた。そよ風のような足取りである。

「貴き様さまは、正せい妃ひを殺した──！」

　フェリオが声を上げる。シズヤはどこか恍こう惚こつとした眼めで、その場を見回した。

　その手にした刃やいばが、レージクの傍そばに添そえられた。

　レージクは溜ため息いきを吐つく。

「まぁ──そうだろうな」

　覚かく悟ごしていたことだった。この内乱で勝利を収めれば、レージクは彼らの同どう盟めい者しやである。だが負ければ、彼らの内側を知る危険人物でしかない。

　タートムからの暗殺者、シズヤは、にっこりと微笑を浮かべていた。

「ごめんなさいね。話されたくないことを、貴方あなたはいっぱい知っているから。これが私の受けている依頼なのよ。失敗したら処理するように、って」

　シズヤはレージクを魅み了りようするように、艶つややかな笑みを浮かべた。

　レージクに逃げるつもりはなかった。

「動くな、フェリオ。俺とこいつの問題だ」

「そういうこと。静かにしていてね？」

　呟つぶやきながら、シズヤがレージクの頭を両手に抱え込んだ。

　そして二人は、深い口付けを交わす。

　見つめるフェリオ達は事態が飲み込めず、半なかば呆ぼう然ぜんとしていた。

　互いに舌したを絡からめて、頭が離れた時──

　レージクの胸には、深ふか々ぶかと短剣ダガーが刺さっていた。

「な──兄上……！」

　眼下でフェリオが表情を引きつらせていた。

　レージクは血を吐いて、シズヤに笑いかけた。

「……即死じゃなくて、いいのか……？」

　シズヤは無む邪じや気きな微笑ほほえみを返す。

「ごめんなさい。たった今、言っておきたいことがあったのを思いだしたから──お仕事のことは抜きにしても、貴方あなたのこと、けっこう好きだったわ。これは本当よ？」

「はっ……嬉うれしかないね──」

　レージクは玉ぎよく座ざに背を預け、また血を吐いた。

「さようなら──陛へい下か」

　シズヤは囁ささやくように言って、突き込んだ短剣ダガーをさらに深くえぐろうとした。

　レージクの眼めに、黒い影が見えた。

「やめなさい！」

　フェリオの隣にいたはずの黒髪の少女が、人にはあり得ない速さで玉座に迫っていた。シズヤはその攻撃を避けるために短剣ダガーから手を外し、その場からあとずさる。

「この子──!?」

　シズヤが珍しく、困こん惑わくした様子で声を裏うら返がえらせた。

　かすもうとする視界の端で、レージクは見た。

　迫った黒髪の少女は、その手に光をまとっていた。レージクはその力を知っている。

　シズヤが、大国ラトロアで潜せん伏ぷく中に得た技術の一つ。

　──死の神霊アービタ・スピリットの力──

　それとよく似た力が、少女の手に宿っていた。

（ラトロアの人間が、フェリオに協力しているのか……？）

　レージクは混乱した。そんな情報は得ていない。

「──分ぶが悪そうね」

　シズヤが低く呟つぶやき、身を翻ひるがえした。

「待て！」

　フェリオが声を張り上げたが、一瞬遅おそい。

　シズヤは窓を破って外に落ちた。常じよう人じんならば骨折は免まぬかれないが、彼女にも神霊スピリツトの力が宿っている。現状で混乱している城から脱出するくらいは、訳わけのないことだろう。

　なおも追おうとした黒髪の少女を、フェリオが制止した。

「リセリナ！　追うな！　一人じゃ危険だ！」

　フェリオは一度、彼女と戦ったことがあるはずだった。この無む謀ぼうな少年は、他人のことになると分ふん別べつが働くのだ。

（その点も、俺おれとは違うところかな──）

　レージクは、大きく息を吸おうとして血にむせた。

　胸の短剣ダガーは刺さったままである。念入りに毒どくも塗ってあるらしく、そこから痛つう覚かくが麻ま痺ひしつつあった。

　玉ぎよく座ざの傍そばに、フェリオが駆け寄ってきた。

「兄上──！」

　眉まゆをひそめて見つめるフェリオに、レージクは蔑さげすみの微笑を向けた。即死ではなかったが、致ち命めい傷しようには違いない。

　血のつながらない弟を見返して、レージクは血を吐きながら呟つぶやく。

「……フェリオ──俺を止めたからには、おまえが、この国の行く末に責任を取れよ──」

　彼に話すことなど、何もないはずだった。

　それなのに、レージクは何故なぜか話している。

　フェリオはそこに立ち尽くしていた。

　レージクはさらに言い募つのる。

「すぐに、タートムが──侵しん攻こうしてくる。こいつは、時間の問題だったんだ……連中はずっと前から、この国を、狙ねらっていた──」

　血にむせた。気管が詰まり、上手うまく声が出ない。

　息を詰まらせながら、レージクはそれでも声を絞しぼり出した。

「俺は、戦わずして、降こう伏ふくを選んだ……どうせ、負けるのなら、無む駄だに兵を死なせるのは、馬ば鹿から、しい、から、な──」

　そして笑う。視界はぼやけて、今は暗あん転てんしつつあった。

「──おまえが、これから、何を、する、のか──地じ獄ごくで、見ていて、やる。せい、ぜい……」

　声が詰まった。

　レージクの脳のう裏りには、アルセイフではない、別の国の光景が浮かんでいた。

　最さい期ごに思いだしたのは、女の肌はだでも阿片アヘンの香りでも、ましてや偽いつわりの父や母の姿でもなく──異国の地に出会った、やつれた老人の顔だった。

　幼い頃ころに訪れた細さい工く物ものの工こう房ぼうで、レージクはその老人とわずかな言葉を交わした。

　たった、それだけの記憶──
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　息を引き取ったレージクの前で、フェリオはしばらく、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　決して親しくなかった兄の最さい期ごは、いかにも呆あつ気けないものだった。彼はさして抵抗もせず、暗殺者の行動さえも当然のものとして受け入れていた。

　最期の最期──今わの際きわに、彼は妙な言葉を漏もらした。

〝……爺じいさん、俺おれは、償つぐなえなかっ…………〟

　意識を混こん濁だくさせながらそう言って、彼は事切れた。

　その言の意味するところが、フェリオにはわからなかった。

　父方の祖父──つまりラバスダン王の父親は早そう世せいしているし、母方の祖父であるアトナーグ・サンクレットは、長く領地で療養中だった。レージクと親交があったとは思えないし、そもそも〝爺さん〟などと気軽に呼べる身分ではない。

　フェリオは首を傾かしげながら、レージクの穏おだやかな死に顔を見つめていた。

「フェリオ様！」

　大声に呼ばれて振りかえったフェリオは、扉とびらの前に剣けん聖せいの巨体を見つけた。

「ウィスタル！　無事だったか！」

　フェリオはその傍そばに駆け寄った。

　ほんの十数日ぶりなのに、その姿はひどく懐なつかしい。囚とらわれていたウィスタルの顔には、無ぶ精しよう髭ひげが目立ったが、特に衰すい弱じやくしている様子はない。

　ウィスタルの背後には、騎士のディアメルやライナスティ、それにエンジュの姿もあった。

「エンジュ、君も──よくやってくれた。みんな、怪け我がはないか？」

　ディアメルが頷うなずく。

「はい。ダスティア卿きようも無事に救出いたしました。少し衰弱されておりましたが、命には別状なさそうです。現在はお部屋のほうで、お休みになっておられます」

　人ひと質じちの無事に、フェリオは安あん堵どした。

「レージク様は──？」

　玉ぎよく座ざの様子を見て、ウィスタルが眉まゆをひそめた。

「あぁ……タートムの刺し客かくにやられた」

　フェリオはそう答えた後で、小さく呟つぶやいた。

「これで──この内乱は、終わる」

　そのことは確かだった。だが乱が終わったからといって、平和な日々が戻るわけではない。レージクの背後で暗あん躍やくしていたタートムは、このアルセイフを今も狙ねらっている。

〝すぐにタートムが侵しん攻こうしてくる〟

　レージクは、最期にそう言い残していた。

　この内乱は乗り切ったものの、漠ばく然ぜんとした不安は拭ぬぐえない。

　思い悩むフェリオの肩を、ライナスティが勢いよく叩たたいた。

「フェリオ様、せっかく勝ったんですから、もっと嬉うれしそうな顔をしてくださいよ！　団長もダスティア卿きようもご無事だったんです。万ばん々ばん歳ざいじゃないですか」

　声はことさらに明かるかった。レージクの死体の前ではあるが、フェリオはつい、彼の笑顔に流される。

　ライナスティは力強く頷うなずいた。

「そう、笑っていてくださいよ、フェリオ様。勝った指揮官が辛しん気き臭くさい顔をしていたんじゃ、奮ふん戦せんした兵達の立場がありません。レージク様のことは残念でしたが、暗殺者と関係を持った以上、仕方のないことです。今は内乱が終わったことを喜んで──タートムのことはラシアン卿もまじえて、じっくり悩んでいきましょう。なんでもかんでも一人で背負っちゃ、身がもちませんよ」

　ライナスティの口調は軽いが、その心は真実、フェリオのことを気き遣づかっていた。

「そうだな──ありがとう、ライナスティ。とりあえず、これで一段落したのは確かだ」

　フェリオはそう言って、リセリナと視線を交わした。

　来訪者ビジターの少女は、にっこりと頷く。

「フェリオさん。私もライナスティさんに賛成です。ウルク司し祭さいも喜んでくれると思いますよ」

　フォルナム神殿で待つ親友の少女──その姿を、フェリオは脳のう裏りに描いた。

　彼女はいずれ、ウィータ神殿に帰ることになる。だがその前に、ゆっくりと時間をとって話をしたかった。互いの都つ合ごうさえつけば、約束の馬術を教えてもいい。

　フェリオはほっと大きく息を吐き、そして玉ぎよく座ざの兄を改めて見た。

　意外なことに、その死に顔は安らかだった。

　──彼はようやく、〝王族の呪じゆ縛ばく〟から逃れられたのだ。

　フェリオは血のつながらない兄に目もく礼れいを送ると、玉座の間まを後にした。
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　その日、アルセイフの短い内乱は終結を迎えた。

　国王への即そく位いを表明したレージクに対し、反旗を翻ひるがえしたラシアン・ロームの言い分は、以下のような形でまとめられた。

〝レージク王子は、周囲の理解を得ぬままに強行的な手段で即位を表明し、王権をかざして無実の貴族を不当に逮たい捕ほした。国王たる身で臣下に対するその姿勢は弾だん劾がいされるべきであり、その行動を正すために、我々は兵を起こした。〟

　──その声明は、概おおむね好意をもって諸しよ侯こうに受け入れられた。

　正せい妃ひ暗殺の件は、レージクの仕し業わざであると推測する向きも強い。タートムの関かん与よや自殺説も取とり沙ざ汰たされているが、少なくともラシアン側の無実については、ダスティア卿の言によって保証された。

　レージク王子が王家の血を引いていないとする事実についても、証しよう拠こが残っていないために、たんなる〝可能性〟のままで終わった。

　そのあたりの真しん相そうは、闇やみに埋うもれる形となる。

　ラシアンはそして、声明にこう付け加えることも忘れなかった。

〝今回の乱では大たい義ぎを為なすために挙きよ兵へいしたが、我がローム家は、今後もあくまで中立の立場を堅けん持じするものである。私し心しんをもって国政を壟ろう断だんする者に対しては、我が家は断固として抵抗する。しかし、その抵抗をもって、政治的に強い地位をうかがうことはない。今回の内乱に関しては、基本的にはレージク王子の暴走であり、それに巻き込まれた諸しよ侯こうに責せめを問うこともしない。これ以上の混乱は徒いたずらに国力を弱めるものであり、諸侯には賢けん明めいな政治的判断を期待するものである──〟

　署しよ名めいはラシアン・ロームのものだったが、この声明の背後には、政せい務む卿きようであるダスティアの存在もある。軍ぐん務む卿きようであるクラウスが完全に降こう伏ふくしたこともあって、この声明に逆らう貴族はいなかった。

　塔とうの監かん禁きんから救出されたダスティアは、しばらくの幽ゆう閉へい生活で衰すい弱じやくしていたものの、自分の足で歩ける程度には体調を保っていた。

　今は城の敷地内に建つ自じ邸ていで、療りよう養ようをはじめている。政務卿の代行には、その息むすこであるアゴールが一時的に就任した。

　国王は今のところ、不在のままである。継けい承しよう権けんの順からすれば、レージクに囚とらわれていた第三王子ブラドーがその筆ひつ頭とう候補だった。

　これから、戦後の処理がはじまる。

　レージクの死については、敗北を悟さとった彼が〝自じ決けつした〟ということにされた。

　実際に殺したのはタートムの暗殺者である。だがその事実を明らかにすれば、レージクとタートムの関係をも明らかにしなければならない。王家の信頼を失しつ墜ついさせるその事実は伏せるべきとの判断から、多くのことは秘ひされたままとなった。

　レージクの片腕を務めていたクラウス・サンクレットに関しては、今のところは謹きん慎しんが命じられている。

　いかにも軽い処分である。

　彼が為なした役割を思えば、極きよつ刑けいとまではいかずとも、幽ゆう閉へいされるぐらいのことはあってもいい。もちろん状況が落ち着き次し第だい、領地の没ぼつ収しゆうなどを含めた本格的な処しよ分ぶんが検討されるはずだった。

　クラウスの立場に関しては、同情する貴族も多い。

　肉親である前軍務卿らが殺された直後の変事でもあり、また彼の家いえ柄がらからして、レージクに協力することは当然の責せき務むでもあった。

　その同情が追い風となり、少なくとも〝罪人〟としての処分は避けられる見通しである。

　余よ談だんながら、彼の処しよ遇ぐうに関しては、戦闘終結直後の城で妙なやりとりがあった。

　第四王子フェリオとラシアン・ロームの率ひきいる軍隊には、補給を一手に担当した敏びん腕わんの商人がいた。

　サンクレット交こう易えきに所属していたロセッティという名のその商人が、補給物資に関かかわる報ほう酬しゆうを固こ辞じし、その代わりにとクラウスの減刑を強く求めたのである。

「クラウス様は立場上、レージク様に協力せざるを得ない状況でした。そのことで苦悩するクラウス様のお姿を直じかに見て、私は反はん乱らん軍ぐんに加わる決意を固めたのです。つまり、私が反乱軍に協力したのは、僭せん越えつながらクラウス様の代役としてのつもりでした。そのことをご勘かん案あんの上で減刑が叶かなわぬのであれば、私にもそれなりの覚かく悟ごがございます」

　商人に特有の柔やわらかい物腰で、ロセッティは滔とう々とうとそう述べた。

　そのことが影響したのかどうかは定かでないが、クラウスの処分はひとまず、異例に軽い〝謹きん慎しん〟として落ち着いたのだ。

　減刑を求めたその商人は、反乱軍の武ぶ将しようを務めたベルナルフォン・レスターホークの仲ちゆう介かいを経ていた。

　隻せき眼がんの青年貴族は、まんまと策さく略りやくを成功させた相あい棒ぼうを捕まえ、苦笑をもって問いかけたものである。

「貴き様さま──初めから、勝ったらクラウスの減刑を求めるつもりで裏切っていたな」

　商人はすっとぼけて、こう応こたえた。

「我々が負けていたら、クラウス様は私とベルナルフォン卿きようの助じよ命めいを申し出ていたことでしょう。そういう方かたを本当に裏切ることは、私にはできません」

　かくして、アルセイフの国はひとまずの平へい穏おんを取り戻した。

　もっとも、ラシアンやアゴールをはじめとする一部の貴族は、これが短い平和になるであろうことも予見していた。
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　この終戦から三日後のこと。

　まだ城内がどことなく騒そう々ぞうしい中で、謹慎中のクラウス・サンクレットは深夜のうちに唐とう突とつな呼び出しを受けた。

〝マゼットの街まちから、フェリオ王子の急使が来た〟とのことで、よくわからないままに馬車に乗せられ、夜を通してその街へと移い送そうされた。

　フェリオは先だって、策のために貴族である〝アステルム家〟の名を勝手に使った。そのことに対して自ら一応の詫わびを入れるために、マゼットの近きん郊こうまで出向いているらしい。

　そんなところへ呼ばれる理由については、クラウスにも皆かい目もく、見当がつかない

　深しん更こうに王都を出た馬車は、夜明け前のまだ薄暗い時間にその街まちへと着いた。

　クラウスにとっては、初めて訪れる場所である。

　王都に程近い街道沿いの街、マゼットは、典型的な商業都市だった。ここにはフォルナム神殿に連なる大教会もあり、立ち寄る巡礼者も多い。

　その大教会に併へい設せつされる形で、マゼットには設備の整った施せ療りよう院いんもあった。

　まだ薄暗い中、馬車はその院の門前で止まった。

「こんな朝早くに──私に、入院しろということですか？」

　クラウスは、見張り役についた王宮騎士の青年に問いかけた。

　人ひと懐なつっこい雰囲気をもつ短い金髪の青年は、その問いに軽く肩を竦すくめて応こたえる。

「さぁ？　私も、団長から言われてお供ともしただけでして……用件はフェリオ様から聞いてください。中にいるはずです」

　ライナスティという名のその騎士は、本当に何も知らされていないらしい。

　クラウスはいぶかしく思いながらも、彼に先導されて院の門を潜くぐった。

「あ！　ライナスティ、クラウス卿きよう！　こっちだ。玄関から入ってきてくれ」

　まだ新しい木造建築の一階窓から、紫むらさき色いろの髪をした少年が身を乗り出していた。

　フェリオ・アルセイフ──二日前にレージクの野や望ぼうを砕いたその少年が、それこそまるで普通の子供のように窓から手を振っている。

　薄い朝あさ靄もやに覆おおわれつつ、クラウスは細い眼めを困こん惑わくに歪ゆがめた。

　無む邪じや気きに見えるその彼と、あの日に戦場で見た彼の姿とが、どうも上手うまく結びつかない。

　すぐにクラウスと騎士は、呼ばれるままに施療院の中へと入った。

　まだ診察の時間ではなく、さすがに外がい来らいの患かん者じやは見当たらない。だが、すでに施療師達は朝を迎え、薄暗い中でそれぞれに働きはじめていた。

　入ってすぐの廊下では、リセリナという名の少女が出迎えた。彼女はフェリオの従者らしい。

「クラウス様、こちらです。急にお呼びたてして……」

　少女は丁てい重ちように頭を下げたが、その顔はやけに嬉うれしそうに笑っている。

　クラウスにしてみれば、ますます訳わけがわからない。

　リセリナの背後から、フェリオも姿を見せた。

「クラウス卿、こんな朝早くに、よく来てくれた。さ、早くこっちへ──」

　招くフェリオへ、クラウスは道中から続いていた疑問をやっとぶつける。

「フェリオ様、これは一体、どういうことですか？　私に入院は必要ないかと思いますが──」

　フェリオは視線を天てん井じように向けた。

「あぁ、入院か。貴方あなたが望むなら、しばらくはそれも悪くない。とにかく、こっちへ来てくれ」

「ですから、用件を──」

　彼らは勝者で、クラウスは敗者である。それだけに多少のことは我が慢まんするつもりだったが、こうも事態が読めないと気味が悪い。

　半なかば強ごう引いんに、クラウスは施せ療りよう院いんの奥まった一室まで導かれた。途中、数人の施療師と擦すれ違ったが、彼らは皆、忙いそがしそうに立ち働いていた。

「ここだ、クラウス卿きよう。一応、静かにしてくれ。まだ早朝だから」

「さきほどからうかがっていますが、一体、何を──」

「じかに見なきゃ信じないだろう、貴方あなたは」

　勝手なことを呟つぶやいて、フェリオが扉とびらを開けた。

　病室の中は、朝を迎えてぼんやりと薄暗かった。

　やや歳としのいった施療師が一人、寝台ベツドの傍そばで点てん滴てきの管を調節している。

　クラウスの来らい訪ほうに気づくと、彼女はにっこりと会え釈しやくを送ってきた。

　そしてクラウスは、寝台ベツドに眠る患者のほうへと視線を移し──そこで、固まった。

　薄暗い部屋の中。

　目の前の寝台ベツドでは、緑色の髪の娘が点滴を受けつつ横になっていた。

　眼めを閉じて眠っている様子だったが、息がある証しよう拠こに、その胸は微かすかに上下している。

　クラウスは、動かない──動けない。

　視線はひたすら寝台ベツドに注がれ、彼は息を詰まらせた。

「お話はうかがっていますわ。お兄様のクラウス様ですわね？　どうぞ、こちらへ」

　施療師が穏おだやかな声をよこしたが、クラウスの耳にその声は入っていなかった。

　わずかに笑って、施療師の女は独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「……最初に運び込まれた時には、正直なところ、とても助からないと思いました。実際、生死の境さかいを十日ほどもさ迷って──つい昨日、眼を覚まされて、慌あわててフェリオ様にご連絡を差し上げたのです。こちらもびっくりしましたわ。あと数日、意識が戻らなければ、本当に助からなかったことでしょう。この奇き跡せきを起こしたもうた神様に、感謝しなければなりませんね」

　施療師は両手を祈いのりの形に組み、フォルナムの大地へ謝しや意いを捧ささげた。

　クラウスは──

　一歩、二歩と、室内に足を踏み入れた。

　その足元が震えてよろめきかけ、慌ててフェリオが脇わきから支える。

　扉側の気配に気づいたのか、眠っていた寝台ベツドの娘が、うっすらと眼を開けた。

　その眸ひとみが焦しよう点てんを結び、クラウスの姿を映すのに、そう時間はかからなかった。

　立ち会ったフェリオとリセリナは無言のまま、揃そろってクラウスの背に手を置く。

　消え入りそうな小声で、緑の髪の娘が呟いた。

「……にい──さま？」

　──兄を見つけた娘の顔に、嬉うれしげな微笑が浮いた。その顔を、昇り始めたばかりの朝日が柔やわらかく照らしだす。

　勝気そうな眼まな差ざしが潤うるんで、扉とびらの前に立つクラウスを見つめていた。

　クラウスは震えた。

　──失ったと思っていた。その彼女が、そこにいる。

　クラウス・サンクレットは、よろめくように数歩を歩き──

　そしてその場に膝ひざをつくと、床ゆかに額を押し当て、声をあげながら泣き崩くずれた。

　その姿を見届けてから、フェリオとリセリナは静かに部屋を出た。

　廊下で互いに視線を交し合い、二人は揃そろって安あん堵どの息を吐く。

　長かった夜は今──ようやくに、明けようとしていた。
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　フェリオ達の勝利は、王都から離れたフォルナム神殿にも伝わっていた。

　その報を、他ほかの誰だれよりも安あん堵どして喜んだのは、司し祭さいのウルク・ティグレーである。

　ラシアンの領地で別れてから、彼女はずっとフェリオの身を案じていた。

　乱は終結し、第二王子は自じ決けつ──アルセイフの国は戦後処理に動き始めている。

　しばらくはフェリオ達も忙いそがしい日々が続くだろうが、一つの苦難を乗り越えたことは確かだった。

「よい報告でしたね、ウルク様」

　目の前に座ったエヴァ司祭が、ほくほくと笑いながら言った。

　彼女はセイラム第九教会の主あるじにして、フェリオ達を一時、匿かくまっていた司祭である。

　ウルク達を王都から逃がした後、彼女は〝事情を知らず巻き込まれただけの司祭〟として、フォルナム神殿に身み柄がらを保護されていた。

　ウルクが神殿に戻ってきた時に、真っ先に出迎えてくれたのも彼女である。

「私もほっといたしましたわ。あの王子様は、どうも危なっかしいようで──ウルク様も、これでやっと安心されましたでしょう？」

　ウルクはにっこりと頷うなずく。

「はい。安堵いたしました」

　心を込めてそう答えると、エヴァ司祭は穏おだやかな眼めを一いつ層そう細めた。

「……ウルク様は、フェリオ様のことを、よほど大切に想おもっていらっしゃるのですね」

　言外の意味を込めたその言葉に、ウルクは思わず頰ほおが熱くなるのを感じた。

「いえ、そんな──私は、ただ──」

　慌あわてて取とり繕つくろおうとして、しかし言葉に詰まる。エヴァ司祭はくすくすと笑っていた。

「いまさら、照てれることもありませんでしょう？　もっとも──カシナート司し教きようには、知られぬようにご注意くださいませ。くれぐれも──」

　エヴァ司祭の声が、低く潜ひそめられた。

　ウルクは神妙に頷く。

　シルヴァーナと共にフォルナム神殿まで戻ったウルクは、まずカシナート司教の元へと報告に出向いていた。

　怜れい悧りな若き司教は、表面だけ、ウルクの無事を喜んだが、その対応は素そっ気けなく冷たいものだった。ウルクの存在を警戒している様子もあり、彼が今、裏で何かをしていることは間違いない。

　おそらくカシナートとしては、まだウルクに戻ってきて欲しくなかったに違いない。

　ウルクと彼との間柄は、特に険けん悪あくというほど悪いわけではない。そもそもウルク個人は、彼のことをあまりよく知らなかった。

　カシナート・クーガは、神しん姫きである姉が信頼し重ちよう用ようしている司し教きようで、ウィータ神殿では知らぬ者のいない若き出しゆつ世せ頭がしらである。

　だがウルクは初めて彼を紹介された時、その眼めに宿った光の強さに、ひどく危あやういものを感じた。一言二言、言葉を交わしただけだったが、その時の印象を今も引ひき摺ずっている。

（この人はきっと……怖こわい人──）

　その感想は外はずれていなかった。今のカシナートは信しん教きよう監かん査さ院いんという危険な組織を束たばね、〝名無し〟と呼ばれる神殿直属の諜ちよう報ほう員いん達を手足のように扱っている。周囲から注がれる畏い怖ふの視線からも、その手腕は推おして知れた。

　カシナートには、〝フェリオはただの古い友人〟だと告げてある。もしフェリオへの好意が知れたら、政治的な判断でどんな干かん渉しようをされるか予想もつかない。

　それが因いんでフェリオに迷めい惑わくがかかるような事態だけは、絶対に避けなければならなかった。

　不意に扉とびらが鳴った。

「あ、あの、ウルク様。メイヤーです。ちょっとよろしいでしょうか？」

　部屋を訪れたのは、フォルナム神殿神じん師しの孫娘、メイヤー・バルトレーだった。その声はやや切せつ迫ぱくしている。

　ウルクが扉を開けると、美しい金髪を乱したメイヤーが目の前にいた。ここまで走ってきたものらしい。

「メイヤー様、どうなされたのですか？　そんなに慌あわてて──」

　ウルクがたおやかに問うと、メイヤーは両手を胸の前で組み、不安げにウルクを見つめた。

「それが──あの──たった今、この神殿に、ウィータ神殿から神殿騎士団の方々がお見えになられまして──」

「──神殿騎士団……」

　ウルクは声を潜ひそめた。このフォルナムにも、ウィータから出しゆつ向こうしてきた神殿騎士団が滞たい在ざいしている。団長、ベリエ・バーミリオンを筆ひつ頭とうとし、副団長リカルド・バーゼス以下、百名を超える騎士達が揃そろっていた。

　それとは別に、新たな部隊がやってきたとなれば、それは増ぞう援えんということになる。

　シルヴァーナから、〝他ほかの神殿騎士団が動いている公こう算さんがある〟とは聞かされていた。その情報は、どうやら真実だったらしい。

「総勢三百名近く、いくつかの隊商キヤラバンに偽ぎ装そうして入国されたようなのですが、なにやら不ふ穏おんな雰囲気で──ウルク様、何かお聞き及びではありませんか？」

　メイヤーの問いに、ウルクは首を横に振った。

「いえ──私にもわかりません。とにかく、その場に行ってみましょう」

　ウルクはメイヤーとエヴァを伴ともない、部屋を出て神殿の中庭へと急いだ。
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　フォルナムの神じん師し、レミギウス・バルトレーは、ひたすらに困こん惑わくしていた。

　ジラーハから唐とう突とつにやってきた新たな神殿騎士団は、元からいたフォルナム駐ちゆう留りゆうの神殿騎士団とすぐさま合流し、神しん官かん達の制止もきかずに駐留の準備をはじめている。

　鎧よろい姿すがたの騎士達が神殿内を勝手に動き回る光景は、争いを嫌うレミギウスにとっては悪あく夢むのようだった。

「こ、これは一体──」

　レミギウスは困り果てながら、周囲に責任者を捜さがした。

「誰だれかお捜しですか、レミギウス司し教きよう」

　背後からかけられた声に、慌あわてて向き直る。そこにいたのは、まさにレミギウスが捜していた当人、カシナート・クーガだった。

　ウィータ神殿からやってきた切れ者の司教は、冷さめた眼めでレミギウスを見ていた。

　レミギウスはすぐさま彼に詰め寄った。

「カシナート司教！　これはどうしたことですか？」

「見ての通りです。神殿騎士団の増ぞう援えんですよ。遅おくれましたが、こちらがジラーハからの命令書です」

　カシナートは一枚の紙を差し出した。周囲に他の神官達も集まってくる。

　レミギウスは、食い入るようにしてその書類を読んだ。

　読み進むうちに、やがてその顔は蒼そう白はくに転じていく。

　書類は、フォルナム神殿と〝北方民族〟との関係を、ウィータ神殿が問題視している旨むねの通達だった。

　その調査に関かかわる全権をカシナートに委ゆだね、フォルナムは彼の要よう請せいを全すべて受け入れ協力すること──そう記載されている。末まつ尾びには、大司教シュタインベックと、神しん姫きノエルの署しよ名めいもあった。

　レミギウスは震えた。

　ジラーハは、タートムと本格的に手を組んだのだ。北方民族を駆く逐ちくし、アルセイフで産出される大地の輝石セレナイトをタートムに回すことが、彼らの狙ねらいに違いなかった。

「じ、自治権を持つ我々に対し、このような、横おう暴ぼうが──」

　抵抗しかけたレミギウスの視界に、信じ難い光景が見えた。

　思わず絶句する。

　神殿騎士の副団長、リカルド・バーゼスが、一人の司教をその手に捕らえていた。

　緑色の鱗うろこと金色の眼めを持つ、心優やさしきシャジールの民──コウ・シェルパ司し教きようが、騎士達に後うしろ手でに縛しばられているのだ。

　非力なコウ司教は抵抗もできず、騎士達に連れられていこうとしている。

「な、なにをしておるか！」

　温和なレミギウスが声を荒げた。続いて神しん官かん達も、悲鳴に近い抗こう議ぎの声を上げる。

　シャジールの民は神しん聖せいにして不ふ可か侵しんの存在である。その司教に対してこのような横おう暴ぼうを働くことは、レミギウスにしてみれば許されないことだった。

　騒ぎ始めたレミギウス達の周囲を、すぐに神殿騎士が包囲した。

　カシナートが冷たい声を紡つむぐ。

「本国の許可なく敵対勢力へ支援を行うことは、看かん過かできぬ重大な背はい任にん行為です。残念なことに、コウ司教と北方民族との深い関かかわりを疑わせる証しよう拠こがいくつも挙がっております。彼は重要参考人として、我々の管理下に置かせていただきますので、その点をご了りよう解かいください」

　淡たん々たんと言い放ち、カシナートは背を向けた。

　レミギウスは追いすがる。

「お待ちください、カシナート司教！　いかにウィータ神殿の命令とはいえ、このような横暴は許されませんぞ！」

「──許されないとは、不思議なことをおっしゃいますね。書類の通り、本国の〝許し〟は、とうに出ております」

　振りかえったカシナートの眼は、鋭するどく底光りしていた。

　レミギウスはその気配に吞のまれて、くっと言葉に詰まる。

「……レミギウス司教。貴方あなたは勘かん違ちがいをされている。貴方がたの自治権は、アルセイフではなくて我々、ジラーハが保ほ障しようするものです。もし貴方がたがジラーハを裏切るようであれば、我々は当然、その自治権に干かん渉しようせざるを得ません。このようなことになってしまったのは、私としてもとても残念ですが──」

　カシナートの周囲に、騎士達が並んだ。

　その中に娘が一人、混ざっている。顔立ちは整っていたが、眼に凄せい惨さんな光を宿していた。金髪を結ゆい上げた様さまなどはいかにも娘らしかったが、その筋肉質な体つきは、明らかに尋じん常じような者ではない。

　立ち竦すくむレミギウスに、カシナートは感情のない微笑を向けた。

「そうそう、ご紹介しておきましょう。こちらはこのたび、ジラーハより神殿騎士を率ひきいておいでくださいました、レーヴェ・グレイスナイフ司し祭さいです。見み目め麗うるわしい御婦人ではありますが、南方で活躍されていた百戦錬れん磨まの強つわ者ものです。くれぐれも、粗そ相そうのないように願います」

　紹介を受けた新任の騎士団長は、レミギウスに向けて深ふか々ぶかと一礼をした。

　彼女の背後では、フォルナム神殿騎士団の団長、ベリエ・バーミリオンがにやにやと嗤わらっている。

　レミギウスの背後で、神しん官かんの一人が呻うめき声を漏もらした。

「レ、レミギウス様──我々は、どうしたら……」

　その問いに、レミギウスは応こたえられない。コウ司し教きよう逮たい捕ほの知らせを受けたシャジールの神官達も、次々に周りへと集まってきた。

　しかし、ただ集まるばかりで何もできない。相手は四百名に及ぶ神殿騎士であり、下手へたな抵抗はかえって事態を悪化させるはずだった。

　神じん師しレミギウスは何もできずに、ただ呆ぼう然ぜんと彼らの背を見送り──

　そして心しんの臓ぞうに痛みを覚え、石の床ゆかに膝ひざをついた。

　唐とう突とつに襲ってきた痛みは激しく、たちまちに呼吸が切せつ迫ぱくする。胸が鉛なまりで塞ふさがれたように重い。

　周囲が騒そう然ぜんとする中、レミギウスの視界は次し第だいに暗くなっていき──やがてその意識は、蠟ろう燭そくの炎が消えるかのように、ふっとあっけなく途と切ぎれた。





───続















　あとがき







　この四巻を書いていて、一番よく筆が止まったのは戦闘の場面でした。

　極めて単純なその理由は一つ。

「……馬が……お馬さんが……」（泣）

　──舞台設定、その他の事情で、騎兵による戦いはあって当然、なかったらおかしいです。でも馬が死ぬ場面では、理性では〝お話なんだから〟とわかっていても、感情が拒きよ絶ぜつするのか、がちがちと筆が止まってしまい──

　これも業ごうというものでしょうか。〝馬を巻きこむなボケ！〟と、作中の人達に怒りつつ、それを書いているのは誰だれだと突っ込みながら書いていた次し第だいです。心中複雑です。人間のほうはだいたい自じ業ごう自じ得とくなので別にいまさらどうでも（略）

　──と。

　まぁ、それは冗じよう談だん半分にしても、書いていて改めて「馬と人間の歴史は古いんだなぁ……」と感じたのは本当です。

　軍馬の歴史というのも相当に古いらしく、詳くわしくはまだほとんど知らないのですが、本格的に調べはじめたら大変な量になるのは確かで、おもしろそうな分野だなぁ、と思います。

　さて。馬の話に絡からんでの豆知識なのですが、つい数年前に、〝馬の年齢〟の数え方が変わったのはご存知でしょうか？

　それまで日本では、生まれてすぐの馬を「当歳」といい、翌年は二歳、そして三歳、四歳と数えていました。要するに数え年です。

　しかし現在は、生まれてすぐの馬は「当歳」ながら、その後は海外に倣ならって、翌年が一歳、そして二歳、三歳と、満年齢で数えるように制度が変わっています。

　競馬の世界の話になりますが、この変化に伴ともない、「朝日杯三歳ステークス」は「朝日杯フューチュリティステークス」と名を変え、「阪神三歳牝ひん馬ばステークス」は「阪神ジュベナイルフィリーズ」と名前を変えました。口にするたびに舌したを嚙かむネーミングです。

　こうした変化によって、これまで日本ダービーの紹介が「明け四歳の若わか駒こまの──」だったのが「明け三歳の若駒の──」になったりもしました。

　馬の一年というのは、人間の四年分に相当すると言われてまして、三歳馬だと約十六歳見当──日本ダービーというのは競馬界では「最高峰のレース」と言われているのですが、走っているのは要するに十六歳程度の子供達です。

　自分はちょうど十五、六歳ぐらいの時にこのことを知りまして「馬って凄すごい！　そんな若さで活躍してるんだ！」と、人と馬との世界の違いさえ考こう慮りよせずに、短たん絡らく的てきなそんな感動を抱いたものでした。

　そして、その後──応援していたその馬達は、たくさん死んでいきました。

　レース中の骨折で予後不良（安楽死処分）になったライスシャワーやサイレンススズカ、種しゆ牡ぼ馬ばになって〝これから〟という時に死んでしまったナリタブライアンやエルコンドルパサー──

　いずれも名馬ですが、人間でいうと、彼らはほとんど二十代から三十代前半の早すぎる死でした。

　競馬を知らない人には、まっっっっったく通じない話で申し訳ありません。というか、読者さんの年齢層からして、まず通じない話のはずなのですが──これは単に馬の名前を書きたかったわけではなくて、彼らが突然の事故や、あるいは不幸な病やまいで死んでいくたびに、自分が何を感じたのか──それを少しだけ書いておきたいと思ってのことです。

　彼らがそうして一生を終えた時、僕は別に〝哀かなしい〟とか感じたわけではありませんでした。もちろん〝寂さびしい〟とは思いましたし、残念にも思いましたが、泣くほど哀しかったかといえば、答えは否です。それほど深い思い入れがあったわけでもありません。

　ただ、何故なぜか切実に〝焦あせった〟のは確かです。

　ライスシャワーはやんちゃなくらい元気で、サイレンススズカは本当に強かった──その彼らが画面の向こうで動けなくなった姿は、正直いって信じられませんでした。

　三冠を制したナリタブライアン、世界最高峰のレース、凱がい旋せん門もん賞しようで二着にまで粘ったエルコンドルパサー──どちらも種しゆ牡ぼ馬ばになって数年で病やまいに倒れるなんて、あり得ないと思いました。

　彼らの死に何故なぜ焦あせったかといえば、彼らはあんなに強くて、その前途も洋々としていたはずなのに、その命が急に「終わってしまった」からです。本当に唐とう突とつでした。

　アナウンサーの声が尻しりすぼみになり、解説者が呻うめくような声をあげて、翌日、新聞の片かた隅すみに小さな記事が載のる──

　あんなに若くて強かった彼らがそうなる姿に、僕は怯おびえたのかもしれません。病気自じ慢まんをするわけではないですが、僕は体が弱くて、友人からは〝死ぬなよー〟と素すで心配されていたりもしました。現在はさりげに健康っぽいのですが、学生時代は一時期、やばかったなぁ、と、今でも思い返します。

　そしてその頃ころ、〝死ぬ前になんかやっておきたいなぁ〟と、競馬を見ながら切実に考えたものでした。

　人生はいつ終わるかわからない、短いもの──僕にそうした〝焦しよう燥そう〟を教えてくれたのは、テレビで見る、彼らの走る姿だったように思います。

　馬って本当に一いつ所しよ懸けん命めい走ります。そのせいか、僕みたいな怠なまけ者ものは、見ているとこう──非常に、焦るんです。で、そうして焦った結果、この本を手にとられている方はご存知の通り、こういう道を選んで、こういうことをしているわけなんですが──

　競馬、競馬と言う割には、僕は実はあまり馬券を買わない人間なのですが、それでも競馬中継を見るたびに、学生の頃に感じた、あの〝焦燥〟が蘇よみがえってくる気がします。特に締切前は、よくそれに助けられていたり──これも業ごうってものでしょうか。




　えー。というわけで、お話の本筋とはまったく関係のないあとがきでした。

　ちなみに学生、生徒、または未成年が、勝馬投票券を購入したり、あるいは譲ゆずり受けたりすることは法律で禁じられています。それでなくともギャンブルはそうそう当たるものではありませんから、もし興味があっても、できるだけ見るだけにしておくことを切実にお勧すすめしておきます（笑）

　それではまた、次巻にてお会いできることを祈りつつ。





２００４年　夏　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。新刊が出るたびに、岩崎先生の挿絵が楽しみで仕方がない今日この頃です。ウルクの出番が②巻以降に増えたのは、挿絵の力に作者が影響されたからかもしれません。これからもよろしくお願いします。写真は姉から貰った万歳をする招き猫。
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。










空そらノ鐘かねの響ひびく惑星ほしで④








渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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